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例 r、コ

1 本，りは札祝市白伍区大谷地の国際地所開発株式会ti宅地造成 f定地内

iこ1i!i在ずる Sこ65直跡， S 263およひ s262追跡， S 266遺跡， S 269追跡

0) 3遺闘の発揺調在報：！1]書ーある 地番はl)、下 C')な且くてある。

S265遺跡：札幌市白伍柊・大谷地677-1番地

s 263, Sと62遺跡：札幌由白{I区大谷地878-1, 4, 7番地

S266遺跡：札帽市白石区）こ谷地955-1番坦

s 269遺跡：札幌市白石区）＜谷地670-6~8番地

2 Sこ69遺跡は， 昭和50り10月11日から1(）月 20日にかけて， 内山貞澄らの

協 I)をえて札幌市教育苫員 00)羽質憲□ ．がれ！当した。

3 S 265, S 263, S 262, S 2GGの 4遺跡は， II{｛和51年 5月10L]から 9月14

日まて，札祝市教行委旦会［）上封秀ーか担廿した。

4 本月の編集および執筆ば，上野か担当［た力＼溝状遺構の原稿］＼一部，t

内III真澄が執在している。

5 溝状遺構内栢収の黒色［の仕粉分祈と 1東稿執筆は，北｛恥直間拓記念館の

山Ill悟郎氏にお願し、した。

6 発枷調介・整哩にt3し、て，下記の人々およひ機校］から聞言と協力を賜っ

土-
I-ぐJ

札幌商科大学教授

札幌巾文化財保，，危委員
大場禾1」夫

化海道教右委員会振凹部文化課

北海迅開拓品念館 野村

北曲迅大了・文学部付属北方文化研究他設

7 発圃開掛こば、下晶の人々が従事した

S 269遺跡…•••長谷川克浩，山下芳教はか北栂道大学学生

S凶65, S 263, S凶62, S 266遺跡・・・・・・右衛門佐時雄， 大滝仁芳， 金井昂

彦、浦口主もる、罰日爵、岡田知子、池田和子，拙池杜 T-, ｛酉井け了→ 9

崇

高杉順子ほか北梅迅大学、北加道l業大学等の学牛

8 挿凶浄告しこは，西条美智枝（L亙面トレース），岡田知子， t田而佐＋（石

器宙測 トレース）、右衛門什時雄，大簡信芳金井邦彦 (-j器復元，

拓本，写植，原稿泊書ほか）らが当った。

9 石乳の肉ll艮鑑＇心は，北向直開拓記念館の赤松守雄氏にお頴いした。

10 炭素による年代測定ぱ｀＇芦苦院大学木越開彦研究宝こ依頼しだ。

11 図肋 1の空中写真は，札幌市企画調整局部市"|画課より借用したもので

ある。

12 発掘期間中，整理・報告書出板主で，国際地所間発月式会吐こ(L tこえざ

るこ協力とご理解を賜ったことを記し，感謝の意を表する次弟である。
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凡例

(1) 挿図のピット実測凶縮尺20分の 1, 30分の 1 （溝

状遺構），竪穴住居l廿実訓図縮尺40分の 1

12) 遺構の実測図中の千し ーヽ、ンョンに示しt凰物の

レベルぱ，すべて詞一断面に投影して図示したも

のである。

(3) 土器実訓図縮尺 4分の 1' 上器拓影図縮尺 3分の

1, 4分の 1 （第64図）， 2分の 1 （第86, 91. 93 

図），石器実測図縮尺 2分の I, 3分の 1。

(4) 写真図肋の土器縮尺 4分の I, 3分の 1' 石器縮

尺 3分の 1, 2分の 1' 土製品縮尺 2分の 1て，

それ以外のものに代1してぱ，個々に註記した。

固 石器説明中， a血とは背面ないし実測図中の左側

正面図をさし、 1)血とぱ腹面ないし右側正面図を

いう。なお， c, d, e, f面に関しては挿図中

に註記 Lてある。

(61 石器の実測図中で，条IJ片石器の側縁に沿って実線

を入れて示したものは，この部分が主に繰り返し

の使用で摩滅ないし細かい刃つふれを生じている

ことを示しており，主た礫石器のセクション図に

沿って示した＇史祝，，土、現存部分における擦面とか

使用面の範囲をバ、［たものである。ただし，石斧

の研磨による柏形肌こついては一切明示していな

い。さらに，剥片石器の実測図中の象!J離面に細か

い線て示した部分は，使用こよる摩耗とが擦痕を

図示したものである。

(71 遺構および断面図の実測図中で斜線のスクリーン

をかけた部分ぱ，攪乱部分を示している。ただし

発掘区のセクシ i ン図の耕作土層にはスクリーン

はかけていない。主た，焼土ぱ不規則な点のスク

リーンをかけてし、る。

(8) 本書に掲載した地図（巻首図版）ぱ，建設省国土

地理院長の承認を得て，同院発行の 2.5万分の 1

地形図を複製したものである。 （承認番号）昭 51

道複，第 627号。
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B S265遺跡第 3号ビットおよび焼土(B

-2) （東より）

5 A S265遺跡第 4号ピット（南より）

B S265遺跡第 5号ピ I 卜（東より）

6 A S265遺跡弟 6号ピット（北より）

B S265遺跡弟 7号ヒ＇ノト（北西より）

7 A S 265遺跡第 8号ビット（南より）

B S265遺跡第10, 10'号ピット（東より）

8 A S265遺跡第11号ピット（北より）

B S265遺跡第12号ピノト（西より）

9 A S 265遺跡叩3号ピノト（東より）

B S265遺跡弔17号ピソト（東より）

lOA S 265遺跡叩9号ヒ0 ノト（南より）

B S265逍跡第19号ビットセクショソ

（南より）

llA S265遺跡第20号ピット (1) （南より）

B S265遺跡第20号ヒ°、ノト (2) （東より）

12A S265遺跡叩1号I::゚ ノト（西より）

B S265遺跡弟22号ピソト長軸セクショ

ソ（南より）

13A S 265遺跡第23号ピット（東より）

B S265遺跡第24号ピット（南西より）

14A S 265遺跡第25号ピット（東より）

B S265遺跡第26号ピッ．卜（南西ょり）

15 S 265遺跡遺構および発掘区出土土器

16A S 265遺跡ヒ゜ノト出土土器 (1)

B S265遺跡ピット出土上器 (2)

17 A S265遺跡ヒ゜ット出土土器 (3)

B S265遺跡ピット出土ii器(1) （第 2号

ピノト， S-2， 石皿）

18 S 265遺跡ピット出土石器 (2) （土壌）

19A S 265遺跡ビ、ノト出土石器(3)（溝状遺

構）

B S265遺跡第 1号ヒ゜ット出土粘土紐

C S265遺跡第 1号竪穴住居証(1) （北よ

り）

20A S265遺跡第 1号竪穴住居址(2)（北ょ

り）

B S265遺跡第 1号竪穴住居址炉址およ

び土器 (P-1) 出土状態（西より）

21A S 265遺跡第 1号堅穴住居址土器 (P-

l) 出土状態（北西より）

B S265遺跡第 2号竪穴住居址(1) （北よ

り）

22A S 265遺跡第 2号竪穴住居址(2) （東ょ

り）

B S265遺跡第15号ビット（西より）

23A S 265遺跡第 3号堅穴住居址（南東ょ

り）

B S265遺跡第 3号認穴住居址炉址（北

東より）

24A S 265遺跡第 1,2号堅穴住居址．第14

号ヒ° y 卜出土土器

B S265遺跡第 3号竪穴住居址，第15号ピ
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ット出上土器

25A S 265遺跡第 1, 2, 3号認穴住居川出

土石器 (1)

B S265逍跡第 1,2号堅穴仕居址，弟15

号ピノト，焼上 l出土石翌

26A S 265遺跡焼土 l （石組炉？） （南東よ

り）

B S265遺跡焼i:1出士上器およひ石協

27 J¥ S 265遺跡発掘rべ：廿士土器 (1) (I期冶

I群）

B S26譴 跡発掘rべ出士士悩(2)(II期弟

II町）

28A S 265遺跡発掘rべ出士士器(3)（II期泊

III群）

B S265遺跡発掘rバ廿士土器(4) (II 期冶~

IV町）

29A S 2fi5翡跡発拘r/出士士料(S) (II期窮

V 君f)

B S 26S直跡 F-VI区 (P--X)土器 (P-

a, b) 出土状態

30 S265遺跡発掘rべ (F-VI区． p X) 

出土上器 (6) (Ill期第＼'I群）

31 A S 265遺跡発掘rべ出土土器 (7) (Ill期

第 VI, VII群，表面）

B S 265遺跡発枷rぺ出士土＇岱 (8) (II期

第 VI群，裏面）

32 S 265遺跡発掘IK出上石席 (1)

33 S 265遺跡発掘区出土石器 (2)

34 S 26.S遺跡発祝区出土石席 (3)

35 S265遺跡発掘rべ出士石器 (4)

3 6 S 2(i5遺跡発掘区出土石器 (5)

37 S255遺跡発掘rメ^ 出土石器 (6)

:-i8 S265遺跡出1石器拡大万貞 (1)

39 S 265遺跡出上石器拡大ゲ真 (2)

12 

40 S 265遺跡溝状遺構内黒色土中検出の

化粉

(i,<J版40説 fl)j)

41A S263遺跡遠：凡（北西より）

B S 263遺跡令悶 (1) （南東より）

42A S 263遺跡全姐 (2) （北西より）

B S263遺跡令娯 (3) (j釦i西より）

43A S 263遺跡第 1号ピノト (1) （出より）

B S263遺跡第 1号ヒ0 ノト (2) （南より）

44A S263遺跡第 2号ピ．I 卜（北西より）

B S263遺跡第 3号ピット（西より）

45A S 263遺跡弟 4号ピット（北より）

B S263遺跡第 5号ピノト（北西より）

46A S 263遺跡弟 6号ヒ゜ノト（南東より）

B S 263遺跡第 7号ピノト（東より）

47 A S 263遺跡弟 8号ピット（北より）

B S 263遺跡冶 9号ピ．，卜（北西より）

48A S 263遺跡弟10号ピット（西より）

B S263遺跡第11号ヒ゜ゾト（南西より）

49A S 262遺跡全悶（南東より）

B S262遺跡弟12号ヒ゜ノト（北より）

50A S 263 • 262遺跡遺構ぢよび発徊r.メ：出上

-I^器

B S263遺跡発掘区出日i器

51A S 269遺跡A地区全凩（西より）

B S269遺跡 B地区全俯（北西より）

52A S 269遺跡第 1号ピノト（東より） （A 

地区）

B S 269遺跡泊 2号ピ／卜（北東より）

(B地区）

53A S 269遺跡発掘区出い堂物

B S265遺跡発掘風景

54A S 266遺跡発掘区全悶（北東より）

B S 266遺跡発掘区出し遺物
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Iはじめに

第 1章発掘までの経過

札幌市の東部地域は．石狩心新港の後背地と共こ，市の副部心構想の 1つとして，九年道路整備，

宅地造成か大規模に行なわれてぎている。

今回発掘謁査した，札幌市白石lス：大谷地の国際地所開発株式会社所有地内の宅地造成工事も，こ

の環として参画する事業の 1つで，本地域一帯には数多くの遺跡か存在することから，同社では

所有地内の遺跡の取り扱いこついて，昭和50年見こ札幌市教育委員会の方に照会があった。札幌市

の遺跡台帳によれば， 1事区内には 5カ所の遺跡が存在していたために，教育委員会てぱ，その遺

跡の範囲および什格をしるため，試掘調査を行ったが、その結果では， 5遺跡合わせて 12,000m2 

に及ぶ広大な面梢が，発掘調脊対象地域であることが判明した。

この成果に基づき，今後の措置について阿社と教育委員会の間で，度々協議を重ねたが，遺跡地

を現状のまま保存することぱ，単に国際地所開発株式会社に関係する開発地域の計画変更に留まら

ず，大きく序別副都心計画そのものの変更にかかわる問題であり，また付近一帯の幹線道路，街路

も，すでに一部は基本計画に基づいて工事に着工しているという事実に立って，同社所有地内の遺

跡については事前調在を実施し，最大限の記録俣存を残ずことに決定した。

調査実施に当ってぱ、昭和5(）年度内にすべてを終了することは日程的に困難 L；だめ．，，周査を昭和

50, 51年の 2ケ年に亘って行ない，報告書は昭和52年度に刊行することとなった。

以上の日程に従って，昭和50年秋に S269遺跡を調査し，残りの 4遺跡 9,500m2ぱ，昭和51年

度に調査を実施している。

以下，両年度に亘って調査した 5遺跡について，個々に報告する。

（上野秀一）
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第 2章 遺跡群の位置と環境（巻首図版，第 1I~, 図版 1)

S 269, S 266, S 265, S 263, S 262の5遺跡は，札幌市白石区大谷地に所在する。各遺跡の地番

；ま凡例の項で口□したとおりである。

これらの遺跡群ぱ．国道12号線と国道 274号線（札夕線）が交叉する南側 国鉄旧千歳線と道

々真駒内御料札幌線の間とその南東側台地上に立地している。

この遺跡群は．いわゆる「野幌丘陵」といわれる古砂丘上にのっているものであるが，細かくみ

ると厚別川の支流，て里川とその西側の小支谷によって切り開かれた．北に向って長くせり出す台

地上にある。この台地上には．これらの遺跡に隣接して．昭和51年度に調査の終了している S267・

268遺跡もあり．また南側にやや離れて， S264, T275, T276, T85などの諸遺跡も存在してい

る。

S269遺跡から， S 267 • 268遺跡をへて S263遺跡こ至る遺跡群ぱ．三里川西側の小支谷に沿った

西ないし南西向き台地上に約 1kmに亘って綿々と拡がっているもので， 2年間に亘る 7遺跡の調

査で，本地域——帯の遺跡群の様相はかなり明らかにすることができた。

これら，都合 32,000m2iこ及ぶ遺跡群の混査で，竪穴住居址は， S 267 • 268遺跡， S265遺跡で

各々 3軒みつかっており，土城ぱ， S265遺跡で16基， S267 • 268遺跡で 2基検出されている。一

方，溝状遺構げ S266遺跡と S267• 268遺跡南側発掘区を除ぎ，数多くみつかっている。 S269遺跡

では 2某， S 267 • 21';8遺跡ては60基， S265遺跡では10基． S263, S 2n2両遺跡でに12枯のあわせ

84基である。ここで興味ある事実は． S 269, S 263 • 262遺跡など． 発掘区内から溝状遺構以外の

遺構および遺物が殆ど出土していない遺跡においても． この種の遺構がみつかっている点である。

このことは．両状遺構という遺構の性格の一端を示すと同時に今後．遣跡というものの認定に関し

て．注意しな，十ればならなし、事例を提供 Lているかと思われる。

なお， この 32,000m2に及ぶ遺跡群の中心は大きく以下の 2つにまとめられる。すなわち， 1つ

はS267 • 268, S 269遺跡．そしてもう 1つは S265, S 263 • 262遺跡の遺跡群である。地形を詳細

iこ検討すると共に南内に面した平坦地に立地しているもので，竪穴住居址がみつかっビのは， S

267 • 268遺跡の中央部と S265遺跡である。 S262 • 263遺跡の溝状遺構のみつかった地域は． S267・

268遺跡の東と西の溝状遺構群地帯に相当するもので． 両者の立地と遺構群の分布のあり方は極め

て類似しているといえる。これは， S266遺跡， S 267 • 268遺跡の南側の西に面した逍跡ないし発

掘区では．遺構は全く検出されていないのと対照的である c

なお， これらの遺跡より出土している土器の時代は， S 267 • 268, S 265遺跡では縄文早期， 中

期，晩期末～続縄文期の 3時期が主体である。また， S 269, S 266, S 263 • 262の4遺跡でも，蠅

文中期と縄文晩期末から続縄文期初頭の資料しか出土しておらず， これらの 2つの遺跡群な営まれ

た時期もほは同じであったことが判る。

ちなみに，巻首図版に示した，月寒川右岸段丘上にある S90, S 100遺跡，厚別川の左岸段丘上
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にある S410遺跡厚別川右岸段丘上にある S408, T276遺跡，そして T85遺跡さら；こ三里）IIと

野津幌川に挟まれた台地 1：にある S104. S 240. S 105, S 239. S 257遺跡など，分布調査におい

て時代の略々判明している遺跡群をみても，いずれも縄文中期と縄文晩期末～続縄文期初頭，それ

に~.部の遺跡で糎文早期の資料がみつかっており、 これら 3つの時期ぱ，少なくとも野幌丘陵こお

いては同一遺跡内に菫複して存在したということが推擦される。

この事実ふ この 3者の時期というものの＼＇［地条件が類似しているのか，あるいは他の時期にお

いては，立地を拒む何らかの要因があったことを示すものであろう。今後検討せねばならない間

題である。

なお， S265遺跡内の溝状遺構の黒色土層内検出の花粉分析の結果 (II，第 3章）によれば． S265

遺跡付近の当時の環境に， シラカバ， 力、ンワ． ミズナラなどの樹木が点在するススキ草原的な場所

で． S265遺跡に限ってみても．遺跡地が欝蒼と茂った密林でなかった事実が指摘されている。今

後遺跡の当時の生態的環境をしる上で．極めて重要な提言であろうかと思われる。

さらに． 放射性同位元素による年代測定結果によれば， S265遺跡のトコロ第 6類期の第 1号竪

穴住居址と士凜（第 8号ヒ゜ソト）は，各々 4,090士270年 B.P. (Gak-6, 597). 3, 7:-lO士270年 B.P. 

(Gak-6, 5%)，そして「円筒上四 d式」期の士塙菜（第 1号1::::.゚、ノト）は． 3,66(）士140年 B.P. (Gak-

6,595) と出ている。遺物の出士を殆どみなかった溝状遺構と縄文晩期末の第 2号， 第 3号ビノト

を除いては， 3甚の竪穴住居址と 10数甚の土城は．おおむね縄文中期後半期初頭の所産と考えられ

るので，これらの絶対年代も，約 4,ooo~:-i, 500年 B.P.頃と考えられよう。

この時期心札幌市付近の花粉分析の結果ては， Quercus-Jnglans術 (6,800~2, 500年 B.P.) 

に相当し温帯性広葉樹が優勢た時代で，ハルニレ， ミズナラ，オ 1::::.コウ，オニグルミ， ウダイカ

ンバなどからなる広艇樹林に，僅かにトドマツが混交するといった状態で，年平均気温で現在より

約 2°c暖かい地域の植生を呈していたといわれる（五卜嵐・熊野 1974)。この事実と前述した S265

遺跡の当時の生態的環境とは溝状遺構の構築年代が不明だという問題はあるが， よく符合している

ことがわかる。

（上野秀一）

〔参考文献）

五十嵐八枝子・熊野純男： 1974「札幌市北方低地帯における沖積世の古気候変遷」『第四紀研究』 13-2所収
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II S 265遺跡





II S 265逍跡

第 1章発掘調査の方法と層位

第 1節 発掘調壺の方法（第 2凶，図版 2A) 

本直跡は，遺物の分布調査および試掘調査の結果，消構は検出されなかったが，民有地の畑部分

を中心に縄文時代早期・中期などの遺物の濃い分布が認められ， 消路と谷に挟まれた 10ox100m 

の向西に面した三角形の地帯が遺跡の範囲と考えられた。

今次発掘地点ぱ， この内国際地所開発株式会社の宅地造成にかかる地域の人で． 発掘対汝面積ぱ

約4,5(）（）面であった。

発掘区ぱ， 本地域の地割りの方向こ合せて、主軸を N61"45'W iこおし、てクリノトを組leてし、る。

ii；お、 本遺跡と相前後こて詞査した S263 • 262. S 266の 3遺跡こおし、ても丁軸ば，すへてこれこ

合せて組んでし、る。

クリノトよ， lOXlOmを基本とし、北東と南東側iこ lmずつのブリゾジを残し発掘を進めた。

クリノトい呼び名ぱ，主軸側を南東側からローマ数字で，匝交する軸は北束側からアルフ rベソト

て示してある（第 2図参照）。ほぽ全面に亘って調査したが，その発掘総而積は，都合 4,012m2で

あった。

なお， S265遺跡の今次発掘地点は， G-V区付近に入っている浅い谷を境に，大ぎく 2つの地区

に分けることがでぎる。北側の幅広い地域をA地区南側をB地区とすると， B地1t-:には面東側に

片寄って 2つの溝状遺構しか検出されず，地形区分からいくと， 隣接の S262逍跡と 1具l叱をもって

しる可能件がある。

他方， A地区は，地山面での標高 32.0~32.5 m で囲まれる南側の極めて平｝IJな地域に，上壌お

よひ住居址他状消構が生中して存在している。あとは，北西側の谷沿いの地山而での標高 31.60 

~:m. 25mの緩伯斜面に，性格の明らかではない第 13号ヒ° y 卜と溝状遺構が分布するた：ナであろ c

主た，後述するとおり A地区の E~B-V~VII区には，遺物を包含する地山の黄褐色粘土層が

界［ ＜内外しドわた漸移培（第 IXa峰）が， 10cm程の厚さで堆積していたため，その性格をつかむ

たぬ， この地域こは 25 m 間屈て深さ 60cm程の小トレンチ 10本を入れ， また第 IXa層ぱすべ

て祝ってし、る。

第 2節 悩位と逍物の出士状態（第 3, 4図，図版 2B) 

本直跡の現在の地日は荒地であるか，最近まで畑地として利用されていたため，殆どの発掘区で，

耕作による攪乱か粘上／情ないし火山灰砂層上面迄達している。

23 



発掘区のセクションは． A地区の略々中央を． グリ、ノドの軸に合せて直交して 2本とっている。

すなわ L. 1本ぱ VI区lilj北両壁を 65m (A Bセクション）． もう 1本は E列北由墜より lm南I団

部分を 4hm (I'-Jセク、ン→ン）実測してし、る c

第 3図に小したとおり． 層は第 XLII層主で分けているか． この内地山ー 洪積世層の黄褐色

粘士層まては． 10種に分料できる。

第 I 層：暗褐色士層て、 IJt作士である。やややわらかく．細かい木の根か無数に入っている。

第 II 屈：茶褐色士層中こ．二次堆積した白色火山灰を多贔こ合み．乾くと塩を吹いたように 1'l

粒が浮き出す。また．木炭粒を少吊含んでいる。

第 IIII悦：黒色士層。真黒色のやわらかい lで．上部に薄く白色火山灰をのせ．その火山灰が第

III層自体に浸い込んだのか．令｛本に少量の火山）火を含有している。

第 IV層：茶褐色士層。やぞぐわらかく． 筐や木の根なとが数も〈人り込んでし、る〕

第 v層：陪茶褐色土層。やややわらかいか、所々に小塊状に堅くしまった部分かある。

第 VI層：黒褐色土層。やや堅くしまってし、る。

第 VIII悦：賠灰黒褐色士）付。やや堅くしまっている。

第 vma、VIIIb層：第＼＇ IIIa層ま．暗茶褐色七層てあるが． 所こより明賠か兌り． 色調不均

ーこ汚染されに十91情て，竪穴住居t1Iとか士凋なとの直構の覆士の最」：」用の落ち込みと

か， 自然堆積）付のWみにのみ存在している。士壌サンプルの指による触惑では，土の

粒子は細かいか小さな堅い粒として感じ，水を含ませるとやや粘性を常ひ． またごく

少量の軽石粒が）、っている。すたわち，第 VIIIa陪；t, 腐植士粒と粘--L粒（部分的に

ぱ．少量の火山1火砂も含む）とか均一こ混じりあった 1苦かと思われるか．肉眼の観察

では．全体に杓染された惑じである。第 VIIIb層は，焼七を含み，赤褐色の色調を呈

しているものである。

第 IXa, IX b層：共に，賠戟褐色粘質士層て． 本層は、第Xa, I叶璽と共に，第 XI層およひこ

れ以下の層への粛移的な層てあるっ冶 IXb層のサンプリンクされた i壌てぱ， 第 XI

屈の粘士小塊と謁植土粒の両者を含んているが，実際のあり方としては第 XI層およ

ひそれ以下の層の卜面が腐植士によって1り染されたもので，本質的には第X}習および

それ以下の層と性状は同じものと思われる。この内，第 IXI渇りは r-Jセクシ→ンの

北四鷹こおいてのみ克るもので， 第 IXa居iこ比べて耕作こよる汚染が殆となし、もの

である。第 IXa層ぶ第 I層の耕作十バこよってその上面か投われているため，令体に

色調は賠＜．ボソボソして強くしまってし、ない。
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第 Xa, Xb居：第 Xa層は，淡凶褐色粘士層。火山性の細礫が数多く点在し．第 XIa, b}曽

よりも粘性tこ乏しし、，っ弟 Xb層ぱ，第Xa腎とほぼ同じだか， これよりもやや h機物

に富み，黒色味かおてある。部分的にやや黒ぽい所とか，淡飢褐色の部分が不規則こ

交錯している。

以上の陪の内，第 I層の耕作 lを除いては，第 II~Vll層および第 IXI)層ぱ， r-Jセクシ j ソ
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の北西端の谷の落七込み剖分においてのみ認められるものてある。それ以外の地山面での標高 30.5

~32.5mの緩頷斜地および平坦地では，第 1州の下に直接壌 IXa, b, Xa. b膚の漸移的な層

を挟んで，その下の地山層が顔を出している。なお，潮移層の内第 Xa,b層は，標高 30.5~30.0m 

の緩傾斜面に，第 IX層は，標高 32.0~32. 5 mの平坦地に存在する。

ところで，第 VIIIa, b層の性格に関してふ第 IV, V 層とは，色調が近く，そして腐植土と

黄褐色粘土粒とか火山灰砂などが混合した層という性状も類似している点から， 本層も， 第 IV,

v層と同様耕作が入る以前の旧脱植土で． この内，第 IV, V 層ぱ腐植土が流出し，谷の傾斜地

に二次堆積したもの．弟 Vllla, b層ぱ谷への頌斜地以外の平坦地において，遺構とか自然層の窪

み，こ堆積していたため，耕作を免れて残った旧腐植土て，そしてその上部を覆う最近の耕作土によ

って汚染された結果全体こ暗い色調を呈するようこな）たものと考えられる。

具体的には、第 VIIIa層ぱ，第 1号ピ ット A層第6号，第 8号ヒ°ットの第 1層，第 9号ヒ°ット

第 I,I'層，第 10号，第 11号ピットの第 I層，第 12号ピットの a/曽，そして第 1号，第 2号竪穴

住居址の第 1層，第 3号竪穴住居址イ層などが， この層に相当するものである。

なお，第 Vllla, b層の堆積年代であるが，上述の諸遺構がいずれも，縄文中期後半の初頭

(4, 000~3, 600年 B.P.） の所産と考えられる所から， この時期以降に堆積したとだげはいえるよ

うである。

地山は，第 XIa ~XL II層までの 32層に分層した。ただ，大きくは，第 XIa ~XII. XV層ま

での粘土層と第 XIV, XVI. XVII層などのシルト質の砂陶ないし火山灰層，第 XVIII~XLI層

までの火山灰砂層とか火山灰層の薄層群の 3つに大別できる。なお．第 XII層以下は， E, D-VI 

区南東壁を深掘りした部分のセクションである。

第 Xia, Xlb層：第 Xia層は黄褐色粘土層で，堅い土粒の結合体からなり，火山性の細礫が点

在するが， 全化こ第 XII, XIII層こ比べてしまりがない。第 Xlb層に A-Bセクツョ

ンの北庚側このJ大認められるもので白灰褐色の脱色したような粘土層で，下の方は全

体に黄灰色がかぅていて，非常に堅くしまっている層である。

第 XII層：灰褐色粘士溝。やや砂っぽい黄褐色粘土層中に，径 1.5~2cm程のやや堅い土粒が全

体に入っている。全体にしまっていて，粘性がある。

第 XIIIa, XIII b層：第 XIIIa層ふ黄灰褐色粘土層。黄灰褐色の粘土層中に，やや砂質ぽい，

黄褐色の土層が所々に介在する。第 XII層より，堅くしまり，粘性がある。若「の木

炭粒を含んでいる。第 Xlllb層は．全体に砂質土の比率が多い層である。

第 XIV層：黄褐色ヽンルト只砂層。明るい黄祝色砂質土層中に，所々粘土質の1情が帯状ないし点

在して仔在する。ややしまりはないが，非席に粒子の細かな層で，粘性がある。全体

に細かし、木炭粒か入っている。

第 XV層：木炭粒を含んだ灰褐色粘土際。全体に、ンルト質砂を含んでおり，間層として入ってい

る。

第 XVI層：灰褐色、ンルト質砂層。第 XIV層に比べ，やや粒子の粗いシルト質砂層で，所々に粘
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質上を点在ないし帯状に含んでいる。ややしまっているか．粘性はあまりない。

第 XVII 層：灰白褐色ゾルト質火山灰野。しまりがなく．第 XVI層よりも粘付がない。

第 XVIII 層：白灰色と青灰色の砂層の互／習。

第 XIX 膚：白1天色火山灰砂屈。

第 xx 層：第 XVII層と同じ。

第 XXI 層：賠褐色砂層。全体，こ褐鉄か付着［てし、るが，少ないようてある。

第 XXII 層：賠茶褐色（褐鉄付着）砂料。

第 XXIII 層：赤褐色（褐鉄付ふ）砂呼っ

第 XXIV 層：第 XIX陪と同じ。

第 XXV 層：第 XVIII層と同じ。

第 XXVI 層：灰褐色ヽンルト質砂層。第 XVI附に近いが．全体に白ぽい。

第 XXVII 層：昭灰青褐色火山灰含砂将-,

第 XXVIII 層：策 XXIII層と同じ。

第 XXIX 層：青灰色砂層。

弟 XXX 層：黒色～賠茶褐色（褐鉄合み）砂層。

第 XXXI 層：第 XXIII層と阿じ。

第 XXXII 層：褐色と青灰色と灰白色の砂層の圧層。

第 XXXIII 層．青灰色砂層と 1火白褐色火山灰1付の互層。

弟 XXXIV 層白色火山灰層と村灰色砂）曾の互I化。

第 XXXV 層：白色と褐色の火山灰層とやや白ぽい青I火色砂附の互層。

弟 XXXVI 層：褐鉄付ぷのやや粒子の粗い砂陪と青灰色砂層の互層。

第 XXXVII層：灰白色火山灰屈と青灰色砂層の互層。

第 XXXVIII層：灰褐色砂層。

第 XXXIX 層 褐色いや褐鉄付着）砂層と褐色火山灰層の互層。

第 XL 層：灰白色火山灰）位。

第 XLI 層暗褐色と赤褐色の砂層と褐色火山灰層と暗青）火色砂陪との互屈。

弟 XLII 層：青灰色砂層と白灰色火山灰層との互層。

以上のI習位の内、第 XXV層およひ第 XXXII層以下iま、ぽとんど，薄い火山灰砂層と火山灰悩

の互層である。また，第 XXII, XXIII, XXVIII, XXX, XXXI層などの表土下 1.6m程の所に

は 10~15cm程の1-'tさこ罰状に褐鉄の付ふ（沈緞？）が認められる。

なお，セクション図で斜線を入れた部分は，挟木とか風倒木址などの攪乱層である。これらの攪

乱層も， 一応分層 Lているものもある。 ｛固々，こ/〗しヽての脱明ぱ省略するが＼ 風倒木址と思われる

I‘-Jセクションの北西端の 1例の人を以下に示しておく。

壌 1層：白灰褐色火山仄含土層て，やわらかい。

策 2層：白灰色火山灰層で｀，ざらざらとやわらかい。

ぉ



第 3丹：灰茶褐色士層で，やややわらがく，火山灰を含んでいる。

第 3'層：暗灰茶褐色土層で，やや粘性に宮みしまっている。火山灰の含有は第 3層より少ない。

第 4層：茶褐色上層。やや料性しこ富む力＼やややわらかく，白色火山灰粒を不整に若干点在させ

てし、る。

第 5層：暗茶褐色士／曽で，やわらかい。

第 6層：黒褐色士層で，やややわらかい。

各層とも笹の根や木の根が入り込んでいる。
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なお， A地区の B-VI,VII区と B地区の H-J-II,IIIl；,(においては旧家屋の跡があって，地山I召

上面は攪乱をうけている。

第 4図は，発掘lメ］出上の土器片を各区毎こ、時代別：ナして，その数を示したものである。表採・

出土区不明をP余し、た破片総数は` 954点で、内．

1 期：栂文早期.......................94片

II 期： 縄文91 1期・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..765片

III期：縄文晩期未～続縄文期…… 95片の内訳になる。

縄文早期では， D-V~VII, E-VII区付近に 1つの阻,,か，あと I-IV, H-111区付近て比較的わ

くみつかっている。しかし， これ以外にもほとんとの区から品は少ないが出士している。

縄文中期の資料も，ほとんどの区から出士してし、るか，特に D~F-V, VI, E, D VII. vm, 

C-VI, VII区の約 1,000m2に特に集中する傾向があり｀ この分布と運文中期の遺構の分布と：iは

ぼ一致している。あと， I-IV区を中心とした地区と E, D-IX, X区なとも比較的多い。

III'期の遁文晩期末～紐縄文期初頭を中心としたクループ9,t, E VI, F-V区に集中し， あとは

散発的な分布傾向を示ず。↑［お， F-V区では、 この時期の遺構かみつかっている。

なお，参考までこ， 第 IXa層の分布する地域に関しては， この層から出土した資料を， 第 4図

の各グリッドの左側列に別記してある。また，発掘区出上遺物の図版中にも， Z記号を付して，本

層出土の資料であることを示した。また， C記号で示したのは弟 XIa層出土の資料である。

この第 XIa層出上の資料は，具体的に示せば，第 1号駆穴住居｝l|逍構外出土の S-28の縦長条ll);

（第 45図 6)，発掘区 l、J セクション北東端の pointX 出＿＋の('jlJJ:（弟 68図81)の 2点であるか，

これだけの資料のみでは，何らかの攪乱による混入も考えられ、 また例片・削片の特徴も明確；こて

きないため，単飩に出上層位からこれらの資料が古い時代の所産てあると断定することぱてきない。

ただ，月寒川左岸段fi::上の 591. S96, Sl03遺跡なとで，狭長芯石刃とか石刃槍が表採され、 本

地域付近；こ石刃鏃の逍祠の存在の可能性もあることから，近い将来により古いステージの文化の湛

物がよりはっきりした形てみつかる可能性は大きいものと考えられる。

（上野秀一）
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第 2章 遺 構

本遺跡からば竪穴住居11I3甚．士嫌 16基，渦状遺構 10甚がみつかっているが，探く掘られた

溝状遺構を除いてぱ，前述［たとおり耕作士の下に第 IXa野などの著しく汚染された地山層が堆積

し， これらの層の性格を明らかにしえないまま，淵査を行ったため，遺構の確認iこは、非常な困難

を極めた。

竪穴住居址は，後述するとおりおおむね縄文中期後半の所産で， D-VI, VII区付近に北まって

いる。また．士壊群は，土城墓と思われるものが F-V, VI区でみつかった以外は，その1牛格およ

び時代は明らかでないものが多いが，竪穴住居址の南側をとり囲むように点在している。

溝状遺構は，谷沿いに分布するが，第 21, 22号ピットのように中央の平坦部にあるものもある。

なお，前述したとおり，今次発掘地点以外にも南東側の民有地にも綱文晩期末～続選文期初頭の

遺物の分布密度は濃く， この時期の遺跡の主休部ぱ， この民有地の方にある可能性もある。

第 1節土 城

本遺跡からば， 土壊（ピット）は 16基みつかっているが， その性格および時代は必ずしも明確

でないものが多い。なお，第 14号および第 15, 16号ピット＇は各々第 2号，第 3号竪穴住居址を

掘り込んで穿たれたもので．この 3つのピットに関しては，第 3節で触れている。

第 1号ピット（第 5図，図版 3A, B) 

本ビットは， F-VI区から F-V区にかけて＃在し，標高は約 32.500mで， A地区では最も高い

位置にある。第 2号ビットとは，ほとんど接する関係にあるため， A-Bセクションは連続的にとっ

てし、る。

平面形ぱ，塙口部の北北西部分が約 10cmの深さで 99X27cm程拡がっているが，それを除け

ば下半は，ほぼ円形に近いプランを星している。従って規模は，嫌口部における最大長は， 179cm

であるが，本体iこおける大きさは．ほぽ 164X152 cmを測る。城底部は， 134x 115 cmて，濃底部

の長軸方向は南西ー北東方向をとる。深さは， 遺構確認面からは 61cmであるが， 後述するとおり

掘り込み面からば 50cm程である。

層名を列記すると以下のとおりであるが，弟 2号ヒ゜ノトとの関連で．層名ばアルファベソトにし

た。

A層：暗茶褐色から茶褐色を呈し，所により黒褐色に近い部分があり，不均ーな色調の土層であ

る。所々に大小の汚れた粘士粒を含んでおり，またやや堅くし主っている部分もあるが，

全体には，さくさくして軟らかい層である。以卜の性状からみて，何らかの攪乱を被った

層かと思われるっ堆積状態は，本ピットの覆＋全面を覆うように存在する所から，本ピッ

トとは直接関連せずにピット埋戻した後こ堆積したものである。
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B層：暗茶褐色士層で．所々に黒褐色の堅い士粒およひ茶褐色の軟らかい士粒があるが，全体に

しまりかなく， A-Bセクションラインに一部レンズ状に存在するのみで， C層の上部が古

染されただけの層かもしれない。

c層： B層およびI)層とほぼ同じ色調の暗茶褐色士層であるが，全体に堅い土粒の結合からな

り．非常に堅くしまっていて，若F炭を含んでいる。本層は，覆士上部の主体をなすもの

で， 25~30cmの厚さで幅広く堆積し， 主た城口部の北北西部分にある張り出し部分にも

このC陪ぱ堆積している。

D層：本層も．賠茶褐色を呈する士層であるが．暗灰褐色の細かな土粒を一面に含み，ややしま

りがなく，焼七粒と木炭粒を若干含んでいる。本層は， C層と凋底部に付いて准積してし‘

るE層との間にレソズ状に咬んでいる層で， C層からE)脅への覇移的な層である。

E層：賠灰茶褐色土層で，性状はD層とほほ同じで焼士粒と木炭粒を含んでいるが，全体にしま

りがなく明るい層である。層厚は， 10cm前後である。

F層：暗灰褐色粘質七層で，堅い茶褐色土粒を一面に含み．やや堅くしまっていて粘性がある。

若干焼十粒を含んでいる。 G層と同様に壁に沿って准積している。

G層：賠灰薮褐色粘質七層で．地山の粘士層に近い層であるが，やや全体に汚染されていて．若

1炭を含んでいる。

以上の内． AI付としたものは 第 1章． 第 2節で説明した発掘区のセクション（第 3図）の第

vrna層に相当する自然堆積層であり，遺構の覆ナは， B~G層てある。

墳底部は，ほぽ平らであり焼き固められ全体に赤味を帯びている。壁は、下半部は，ほぼ直線的

に立上っているが，上半に行くこ従い，少し拡がるほ向がある。なお，城口部の南東部分は，攪乱

によって立上りが明確ではない。

遺物は，南壁際に，縄文時代中期の半完形の深鉢形士器 (P-1)が．底面から 4cm程浮いた状

態で．立って出士している。この士器は，縦に半分欠失しているが，それ以外ばすべて隙間なく接

合し． ナた覆土中からも同一個休の破片が出士していない所から人て，縦に半分割れた状態で埋置

されたものかと思われる。

また． G-Hエレベーションに示したとおり，やや大形の破片が．壊央よりやや下の匹土中（塙底

より 15~20cm上）から 2個体 (P-4とP-5およびP-3)出士しているが，あとは， A層から

士器数片が出七したの人である。

石器ぱ，石鈷 (S-2) と石皿破片（縄文早期）がA層から，石）や (S-2)が，嗅口邪近くの蹂近

くから，石錘 (S-4)が， P-3~5と同一レベルから出士している。

主た，墳底部の近くの，半完形士器の東 20cmの程の所から，軽度に焼けた粘士紐が 2個 (T-

1, 2) と，さらに東側から小さな有孔石（自然石， S-3)が 1個出士している。

以上の内，半完形士器は副葬品と思われるが， この例を除いては，すべて覆士中に散発的にある

ため意識的に入れたものであるかどうかは明らかではない。なお， S-5ぱ，扁平円礫の破片であ

る。
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本ピットは，半完形の深鉢形土器の型式は．「円筒上層 d式」であるところから，その時期の土

壊墓であろうかと思われる。覆土内から出土した土器片も，ほぼ同時期の所産である。なお，本遺

構のE層から水洗抽出した木炭片の c1,年代測定結果は， 3,660士140年 B.P. (Gak-6, 595) と出て

し、る。

遺 物（第 6, 7図．図版 15-1. 16A. 18, 19B. 38-1) 

第 7図 1ほ，士凛内に副葬品として置かれていた半完形土器である。

器高ば突起上で最大 36.5cm, 口径も突起部分を合めてl 推定 27.5 cmである。底径(i, 11.1 

x 10. 6cmで，楕円形に近い形態を呈する。器厚は，胴部で 0.7~0. 8 cm程である。底部心平底

であるが，中央がややへこんでおり，軽い張り出しがある。

器形ば底部から胴中央にかけては，次第に拡がるが，胴中央から上は，ほぼ垂直に立上り，ロ

縁部でやや外驚している。胎上にしま，砂粒．細礫をかなり含むが，繊紺は人っていない。地文は，

第一種結束のある無節の羽状縄文で，突起の下の部分で，縄文原体の天地を逆転して施しており，

その結果， この付近の条の全体のモチーフが正方形に近くなっている。器内は． T寧に調整されて

いて光沢があり，器外壁のごく一部に炭化物が薄く付着している。

ロ唇部は，貼付ないし折り返しによって， l.6 cm程の幅の肥厚帯を作出しており，また 4カ所小

突起とそれから垂下する把手がつけられている。把手の幅は 3cm程で，長さは現存例では 9.4cm 

である c

この肥厚惜」と把手の上，および胴上半ごま，幅 0.4~0. 5cmの貼什文がある。肥厚常の上の例

ふ把手と叫手の間に四角形こ貼付文を 4涸施こし，両側iこ2本ずつ縦位の貼付文を付げている。

把手上には，横位に貼付文が 6~7本ある。胴中央から肥厚帯間には，上下に 2本単位の貼付文，

中央に 1本貼付文が横環している。また，把手の下には 3個，四角形の貼付文が付けられている。

これらの貼付文の上には長さ 2cm剥の絡羅体による圧痕文が，ほとんどの例に施されている。

把手上では，貼付文の上，下どちらかの側面か，あるいはそれに接して絡縄体圧痕文がある。なお，

第6図 S265遺跡第 1号ピット出土土器拓影図
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9
ニ゚第 7図 S265遺跡第 1号ピット出土土器実測図（1)および第 1号 (2~6),

第2号 (7) ピット出土石器実測図

貼付文および把手と小哭起Iよ， いずれも地文を施文後に付げられたものである。また， 口唇部ぱ，

貼付文を付けたあとにも， 平らに整形され， 貼付文が押しつぶされたような状態になっている。

第 6図に示したのは，覆土中から出土した土器破片である。 1~ 4, 7, 

(P-2) は表面が条lj脱している部分が多いが．口唇部は，突起に連なる部分で．

8は口縁部の破片で，

ー ゆるいカーブを

示している。口唇部の下には，

よび口唇部，貼付帯直下には，

それに沿ってやや幅広の貼付帯を 2列施している。この貼付帯上お

半歓竹管による斜めの内面押庄文ないし横走する沈線文などが施さ

れている。地文に，

付文が，破片内で 5本密iこ横走している。この貼付文上は，

単節羅文である。 2 (P-3) 
，
 

'も かなり風化した破片で，輻 6·~7 mm程の貼

明確ではないが．細い撚糸文が回転さ

れているようである。貼付文訂の下には，地文として粕節縄文がある。

同一個体の破片である。口唇部下に，貼付ないし折り返しによる低い肥厚帯を作り出3 ~51ま，

し，

み，

この肥厚弗上と胴部に第一種結束のある単節羽状縄文を地文として施し， その後肥厚帯上にの

やや幅広の貼付文を鋸歯状につけている。貼付文上には，絡縄体圧痕文がある。

6は， 単節網文の胴部片で， やや風化している。 7は． 深鉢形土器の把手の破片で， この上に，

横に幅 5~6mmの砧付文が 4本以上ついている。姑付文ヒは，判然としないか縄文の圧痕文があ

るようである。 8は， 口唇部の肥厚帯部分の破｝tで． この上に 2本の幅 5mm程の貼付文が， やや

波打って横走している。貼付文上は， J:.下方向の絡暉休圧痕文が短く付けられている。
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以士ぱ，し、ずれも暉久中期の十器破J：て， 3、 5. 8ぱ．茶褐色の色調を星 L. 若「の糾1砧を合

むが．殺紺；．t入ってし、なし，、また．内面は―J―寧こ整形竺れ． 光沢をもってし，る。 1. 6. 7 ::t. 各

々叫褐色，灰褐色． 褐色の色謁て． やぱり若「り細砂を臼むか，伐紺ぱ入ってし、な I.'o 2は．叫茶

褐色□色謁て， 、も昂の訓砂と私甜を臼んてし、る n

9ぱ，縄文早期の十器の破片て．調整肌が器内小こ樅走 Lて施竺れている。焼成は堅く，細砂を

かなり臼んてし、る n

第 7凶 2~ 6 iこ示 Ltこのは， 本ピノト出十••り石器てある

2 (S-1)は，黒櫂石閣の石話で克る a面↑部iこ一部原石面を残してし、るか．克とは人念fL両

面加してあるり尖頭部先端：i欠損 Lている n 尖頭部の長さ（推定）と最大輻の比は 1て．ほほ正□
角舷こ近し、か，柄部か非常こ長く．‘-llmmを測るー 柄部のエ／ハこ沿って， ほは全周こ糾Iかい倒離

領が入ってし、る。尖頭部iこおし、て：i. エノジの摩耗なし、 L紐かし、？惰{fばなく，輻広く新し＼、角lj離か

入ってし、る所から．尖頭部を再調粕 Lた例なのかもしれな Ì` 
3 (S -2) は、小形の扁平な石斧て克る。粗割りされた素材を半附製 Lとものて克るか，柄頭、こ

比へて刃部が狭く．油し、o b面側のメ］部は，色領斜こ研ぎ士げられ， 片刃状こ左ってし、る。刃部エ

ノンは．使用 iこよって社II力、＼ヽ釦l淵か人って＼、る。

4ぱ．．‘-l2x 21 mm. 最大1号 8mm の扁平な自外淫て克るり中央こ， 7x3mm程の孔か斜心こ開

し、てし、るりこの孔も自然の竹用ててぎたものて． 人［＿的な柏形ばなし、ぐ

5は．石皿の破J：てある全休形ぱ不明たか、 f享とは 4.6cm以上て、かなり f旱し、もの．であった

ようてある：，擦面，i, 破片内ての長頼方向に控痕か観察ざれるか． 1リl腑なものてはなし，。石質は、

複師石安山岩てある：，

6は、 石鈍て．凶の↑半は欠担してし，る。相対して、 2カ所、こ紐懸用の判離か入ってし、るり克と

ぱ自然面のままてあるぐ

凶版 19-1. 2、こ不［たのは，峨代部近くから出十し左粘十紐の塊てあるぐし、ずれも表面および胎

十内共こ口灰色を呈し．若「軽石か入ってし、る以外は，ほとんと粘＋たげて，糾1砂なとぱ臼まなし、

一部，薄く烹す人てし、る所かあり．意凶的か，無應識かは判断しかねるか．軽く燒げてし、るぐしか

L. 全体iこ」卜常こ脆く，水洸によって表面か応解する．， lは、大ぎ竺 4.4 X :-J. 5 Cm, /旱さ 1.8 cm, 

2ii, 5.55x:-J.25cm, I旱さ 1.8 cmて｀爪加i、各々 ns g, 24. 6 g てある：，し•ずれも，指恨と

か爪肌と判断されるものはなく． また指紋なと 4j観空竺れなし，’’

第 2号ピット（第 5凶，凶股 4A) 

本ピ ノトは， F-V区北西端，こ、第 1号ピノトと接ずるような状態て存什ずるものてある，

腺口部におitる規団は， 152X lm cmをはかり，棺円形のプラソを呈してし、る rへその長軸方向ば，

N:<:l0Wの方向てある。深名は，遺構確認面からは 20cmてある。なお，遺構の西側 4半分の壁1よ

飯線てホしてあるか， これぶ後述ずる地山の a' 層が存在していたため，その限界を確実，こつかむ

ことかて彦なかった部分てある rへ

3 7 



壊底面は．ほぽ平らであるが．立ち上りぱ緩らかである。また．底面および四周の壁は，堅くし

まってはし、なし ‘0

層位は．

第 I府：黒褐色土層で．やや粘性はあるがさくさくした層である。

第 II層：暗茶褐色土層で．粘性があり．所々に粘土粒を含む。

第 III層：黒褐色上層で．やや粘性があるが，全体に堅い土粒からなっている。

第 IV,IV’ 層：九こ茶褐色土層て．第 IV層は，かなりの粘上米立を含み，粘性に富み，全体にし

まっている。第 IV'層ぱ，性状は第 IV層と同じであるが，色調がやや暗い層である。

壌 V 層：賠黄褐色土層で．地山の粘土層が二次堆積したものであるが，全体に脆い。

地山は，ほぽ 2つに分層で含る。

a, a'層：共に．暗灰褐色粘質土層で．堅い土粒の結合体からなる。 a'層は．特に賠＜汚染され

た所である。

〇附：暗黄褐色粘質土層で．全体に堅い土粒の結合体からなっている。

遺物ぱ，長軸の一端一~北北東側端に，壌底面から 10cm 弱程浮いて，大形の面取りのある石

皿（一部欠損．縄文晩期～続縄文時代初頭）が，使用面を下にして出土している。また， この石皿

に接して，黒椛石製の有茎石鏃が 1点出士している。

＋熙ぱ，覆土中かち特にまとまりなく，羅文晩期～続縄文時代初頭の士器片が出土して 1,ヽ る。

上述の事実から，本ピットの構築された時代は，籠文晩期～続通文時代初頭の年代限定がてきる。

遺 物（第 7図7，第 8図．図版 16A, 17B, 18) 

第 8図 1~7に示したのが，本ピノトの覆土中から出土した」器片である。

1~3は． 口縁部片で， 1, 2は同一個体と思われるもので， 口唇部が器内の方に傾いて調整さ

れ． この上に縦に縄文原体を押捺し，その後 1~2cmの問隔で丸棒状工具で沈線を同方向に刻んで

いる。地文は，縦位方向の単節縄文である。この地文施文後に，同じ丸棒状T夕且で．横走する沈線

文を 5本以上施こしている。ただし．破片内では、 1では左端に． 2では右端に，縦位ないしはや

や斜めに貼付された貼付文のあとがあり， この部分でしま．沈線文は斜め上に曲がっている。また．

1の破片内には． 1個の補修孔が開いており， またその下i:::.1ケ所． ドリルで穿孔しようとした痕

がある。

3ぱ， 口唇部を欠損しているが． 1,2と同様の地文と沈線文か横走しているか． さらに， これら

を施こした後に先端がややささくれだったエ具で，縦位にも沈線文を施こしている。破片の下部は，

輪稲の粘土紐の貼付面から．きれいに器表面が泰lj脱している。同様の傾向は， 4,5の例にも認めら

れ， 4の例では，剥脱した貼付面こ沿って．すすが薄く付着している。

4, 5は． 1~3などの胴部片と思われるもので，縦位方向の単節縄文を施文後にも，再度器面

を調整していて，所々磨消され．条間が拡がってみえる所もある。

6, 7も胴部片で‘, 6しま破片上部に単節纏文か，かすかに残っているが，その下ぱ磨消されてい
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第8図 S 265遺跡第 2号ピット出土土器拓影図および石器実測図

る例である。 7は，焼成のあまりよくない｝？手の破片て，浅い単節斜縄文が観察される。

1 ~6の破片の焼成1よよく，褐色～灰褐色の色調を呈し，細かな砂粒を若干含んでいる。

第 7図 7 (S-1)は，黒耀石般の有茎石鏃で，茎部端こ原石面， b面中央こ，一次剥離面か残っ

ていて，素材がかなり部厚い縦長名lJ片であったことがわかる。両面JJu_[であるが，素材の関係で．

茎架も輻広く，厚いもので、尖頭部先端もあ主り鋭利には仕上げられていない。主た，尖頭部の指

数（尖頭部の長さ／最大幅）も， 0.76で尖頭部の長さも短し、ものてある。

第 8図 8 (S-2)は，最大輻 11.4 cmを測る石皿である。短軸の長さは， 21.1 cm程であるが，

長軸両端は欠損している。図示［た面のみ控面として利用しており，滑らかになっているか，面と

しては，仝体にややコンベックスしている。側面は、繰り返しの裔り打と研磨で、 ぎれいiこ面取りさ

れている。裏面は原h面のままである。

なお、図示した以外iこ，削片：1点と小礫 l点が，覆f'.中より出土している。

第 3号ピット（第 9図 1' 図版 4B) 

本ヒ° ／卜しま， F，（;¥V区；こかげて所在し凜口面での標高は， 32.500mである。

大きぶよ，凛口部て 59x 56 cmの不整円形てあるが， やや四辺か伯線的で，角かある所から隅丸

四角形としてもみることができる。深さは 22cm程で，底面は狭くやや丸味を常ひており．立上り

も緩かて，必ずしも底面と壁との境ぱ明瞭ではない。破綿を入れて示した西側の 2つのコーナーに

は，木の根の攪乱か入っている。

層位は，

第 I,I'層：黒色土層で，第 I層の方ぱ多鼠の木炭を含み，ややし主っている。第 I'層は．木炭
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はなく，ややしまりがなし、0

第 II層：黒褐色土層て＼第 I層iこ比べてやや明る＜，全体iこ堅い土粒か桔合した層である。

第 Ill, III'層：茶褐色土層で，第 III'層の方iこii，所々こ黄褐色の粘土粒を含んている。

地山1ま，暗黄褐色粘土層で，全体iこ汚染され，砂質分と火山性の小礫を比較的多く含んている。

なお` ヒ゜ノトの南側に，一点破線て示したものは焼土 (B-2) である。その拡がりの範囲ぱ， 72

x 44cmの不整円形で，その最大厚1ま3cm程てある。セクションでみると焼土1ま，一部ピ、ノトを

覆っており， ピノトか埋められた後こ出来たものてある。この焼土層を水洗選別した結果，その主

体1ま，火山性の細礫と木の根とか皮であるか，中こ数片大粒の木炭片が含まれていた。

遺物ぱ，覆土内から，蘊文時代中期と晩期末～続縄文期初頭の土器片が 4片出土しているが，特

iこ意識的に埋置したと思われるものはなく，また石器石片も一切出土しなかった。

遺 物（第 10図図版 16A)

1, 2 :i, 縄文晩期の土器片である。 1は浅鉢形の精製土器の口縁部破片で，外彎し，器内のロ

唇部直下こ沈線文が巡っている。口縁部は， 口唇部直下を除いては，地文の単節縄文が磨消されて

し、る。口唇部直下iこiま，浅し、沈線文か 2条横走しいる

が，あとは破片内でぱ，無文のままである。上の沈線

文iこ1ま，突起（貼瘤）がある。器厚ぱ薄く，約 3.3 mm 

で，器内外1ま丁寧に整形され，光沢をもっている。色

調ま、暗灰色～黒色を呈し，胎土には若干の細粒砂を

含む程度で，非常に堅い焼成である。

名＝
’̀1 

21ま，粗製土器の胴部片で，節の細かい単節斜行縄 第10図 S285遺躊第 3号ピット

文が施されている。 出土土器拓影図

3ぱ，縄文中期の土器片て＼先端のややささくれだった乎箆状工具iこよる，やや深い刺突文が連

続的に横に施されている。地文1ま単節縄文てある。

第 4号ピット（第 9図 2, 第 11図 1' 図版 5A, 16A) 

本ピノト Ii, D-V区にあって，遺構確認面での標高は， 32.250 m である。

凜口部の大ぎさぱ， 90x 64 cm,深さ 25cmをはかる壻円形のピノトである。長軸方向ぱ， Nl00°

W で，大略東ー西方向である。なお，西側の長軸端iこは，大きく攪乱が入っている。

蹟底面と壁との境界1ま，必すしも明確ではなく漸移的で，底面もやや丸味を帯ひている。また，

底面およひ壁1ま粘質および砂質土層で，堅くしまって 1まいない。

層位ふ

第 1層：焼土混りの灰茶褐色土陪。

第 II層：暗灰褐色土層で．堅い土粒を含んでいる＾

第 III層：暗黄褐色土層＾
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地山は， I火褐色ないし黄褐色の粘質および砂質士庖である。

第 I層の焼士混じりの七層の平面分布は， 西側に偏して． ピ ノト内に 49x 40 cmの拡がりがあ

る。層l1f.ii. 最大 16.5 cmてある。この焼土を水洗選別しに結集では，土器片と木炭片が若=t--検出

心れている。

遺物は．覆士内より，縄文中期の七器小片が 3個と黒耀石製の削片が 1点出士したのみである。

第 11図 1に示しにのは． 口縁部片て単節蘊又を施文後に横走ずるやや幅広の貼付文をつけてい

る。この上に（ま絡縄休肝痕文が．縦こ短くつし、てし、る。

第 5号ピット（第 9図 5，図肋 5B) 

E-VI区の標高：12.400 m の所に克るピノトて、大きさは， 83x 70 cm, 深さ 19cmをはかる。長

軸はN20°W（北北西ー南南東）の方向をとる不柏楕円形のピソトである。

ピットの長軸の一端ー一北端側のピットの壁際には， 33x 27 cm，嫌底面からの探さ 7cm程の小

ピ；；トか穿たれてし、る。

嫌底面と壁との境界ぱ明確でばなく，城底面も，やや丸味を帯ぴている。

層位は，

第 I層：賠黒褐色士聞で，所々に堅い黒褐色の士粒と細かい粘士粒を含み，全体に堅くし主っ

てし、乙。

弔 II, II', II"層：第 II, II'層は，賠茶褐色士層で，第 II層は，均ーに料七粒を含み，また堅

い士粒が若1ある。第 II'層は，全体に堅い粘十粒の結合休からなる。第 II” 層は，茶

褐色ナ層で，黄褐色の粘士粒を含み，ややしまりがない。

第 III,III'腎：共に黒褐色遭で．第 III層は第 1附と性状ぱ似るが， 粘ナ粒の合む量が多い。

第 III'I曽は．堅い七粒の結合体からなっている。

遺物は，東側壁の所から擦石が出十．し，覆士中から十器片 6点と削片 l点が検出されている。

遺 物（第 11図 2, 3，第 12図 1．図版 16A, 18) 

第 11図 2,3に示したのは，網文中期の胴部片てある。 2は，非常に節の大きい縄文による単節

斜行纏文が施された例で，夷面はほとんと条lj脱している。 トコロ第 6類かと思われる。 3は，底部

に近い破片で，底径が小さく，主た破片内てかなり膨みをもってし、るもので，小形の十器であった

ようである。芹ヤ底部の張り出しがある。地文は，地文施文後，調整されているので判然としな

いか，複面籠文のようである。

第 12図 1ば扁平↓叶胄円形の日礫の長軸の一側面を擦面とした石器である。擦面は，原石面を

軽く擦っただけの面て，元の原石面の凹凸が．そのまま残っている。また平面図の右端側面ぱ，繰

り返しの敲打て，平川に擦り滅っている。
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第 6号ピット（第 9凶 :i, 図版 6A) 

本ピットは， E-V区北東端にあり，標高は 32.4(）（） m である。

大ぎさは，城口部で 75x 65 cm, 深さは 17cmをはかる，隅丸方形に近い不整柏円形のフランを

呈している。凛口部の北西部には，挟木による攪乱穴が入っている。

層位は，

弟 I層：暗茶褐色士層で， 大粒の黄褐色の粘i粒を含むが． 全体としては非常に脆い。

第 II, II'層：暗褐色士層で， 第 II層は， 堅い士粒が全体にあるが， しまりはなく．第 II'層は，

やや賠く，非常に脆く，攪乱の可能性がある。

第 III層：賠灰褐色士層で．

弟 IV層：灰茶褐色土層で．

細かな黄褐色の粘十ポ立を含み，全体にしまっている。

全体に堅い士粒と訊祝色の粘士粒を含み．堅い。

第 V 層：暗褐色士層で．堅い士粒の結合体で，非常に堅くしまっているが，粘性はある。

遺物は縄文早期の破片 l点と有茎石鏃が 1点出士しているのみである。出士レベルは．

に，卿氏面および壁近くから出士している。

両者共

遺 物（第 11図 5, 第 12図2, 図板 16A, 18) 

第 II凶 5は．縄文早期の胴部片で．破片内では．特に整形痕はなく． 表裏共に無文である。 器

原は． 5~6mmで， 器径はかなり小さいものである。色調は明褐色で．砂粒と戦維を若干含むよ

うである。

第 12図 2は，黒耀石梨の小形の両面加工の有茎石鏃で，

細身こ｛午られてしる。尖頭部先端が，若干欠けている。

尖頭部はほぼ正三角形に近く， 茎部は
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第 7号ピット（第 9図 4. 第 11図 4. 図板 6B. 16A) 

D-VI区の北西溢標高 32.300mの所'.::.あるピ／卜であるか，発掘区の r-4セク、ンョ` ノをとる

ため，深掘りしに際．北四側の 1/3程を泊失している。

大きさよ現仔最大幅よ 77cmて，深さよ 12cmである。平面形は．恐らく不柏円形ないし不整

楕円形であったかと思われる。

層位は，所々こ木の根りこよると思われる攪乱が入ってし、るが．おおよそ 3つに分層できる。

溶 I層．黒色土精て，全体にやわらかくしまりかない。

壌 II層 茶褐色土層で，所々こ堅い土粒を含むが、やや脆し。

第 III層．暗褐色上層で，堅い上粒の結合体で，全体こ堅くしまっている。

遺物ぱ，覆土中から縄文中期の胴部片 1点を得たのみである。第 11図 41こがしにものて， 地文

ぱ， 3eの節が狭長な淮節縄文で克る。焼成ぱよく，赤褐色の色調て＼ 胎上ぱ，ち旦の砂粒と若千の

戟維を含む。器内ぱ調整されまた器外も縄文施文後調整されている。天神山式系統の土器であ

る。

第 8号ピット（冶 13図 1' 凶版 7A) 

本ピ ノトは， C-VI区の西端 コーナー付近にあるもので，標高は遺構確認面で， 32.200mであ

る。

規模は，略々 l69x 154 cmの卵型に近い杓円形のプラソを湛している。各所の壁部分には木の根

およひ挟木なとによる攪乱が人っている。ばさは， 27cmで，壊底面はほほ平らであるが， 立ちヒ

りは緩やかである。

層位は，

第 I層：暗茶褐色土層で，若干の炭を合んでいる。

第 II層：暗黒褐色土層で，多品の木炭と黒櫂石の削片．片岩の細片なとが人っている。本層の

木炭の (_‘,1‘ 年代測定の結果では， J,730士270年 B.P. (Gak-6, 596) と出ている。

第 III, III'層：第 IIIMIま，茶祝色土層で， ウわらかく， しまりがない。第 III'層は，暗褐色土

層で，やや Lまっている。

第 IV. IV'層：第 IV層ぱ，暗黄褐色粘質土層で．若干の炭を含んでいる。第 IV'層は，賠灰色

粘質土層で， レンズ状に人っいてる。

第 V, V'層：共に賠褐色粘質土層であるが，第 V 層の方は，若干炭を含み．あ主りしまりがな

く，第 V'圏は，第 V 層より賠く、堅い粘土粒を含んでいる。

なお，本ピットの地山は' -卜部はかなり汚染されているが， 発掘区のセクションの第 XIa層に

相当する黄褐色粘土陪である。

遺物は，覆土中から数多く出土している。土器は，破片で 71片，半完形土器 1個体（トコロ第 6

類）が出土しているか，いずれも細文時代中期の資料である。石器は，ナイフ状石器（l)，石鏃未
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成品(?) (2)．削孟 (6)．片岩製削Jl(8)．黒耀石製の削Jl(52+a) などが出士してし、る。

なお，本ピット遺構外北東の 50cm程の弟 Xa層最下面より，やはり縄文中期のやや風化した土

器片（第 14図 10)が 1点出士しているが．いかなる原因で． 本層内に包含されてしたのかは明ら

かではなし ‘o

遺 物（第 14, 15図，図版 15-2A, B, 16B, 18) 

第 15図 1に示しにのは． 本ビット内出士の半完形士器てある。推定復元の結果では， 口径約

18. 6cmで，胴部が心持ち張り， 口唇部下 2.5cm位の所iこ． 径 0.6cm程の中空の竹管状工具iこ

よる円形刺突文があり， この部分より若十外彎している。口唇部は，ほぼ平坦て．肥厚帯などは作

出していない。地文は， RLの単節斜縄文である。色調は，灰褐色を呈し．かなりの小礫と若干の

細砂を含んている力｀;,繊維は入っていなし、 0

第 14図 1~4は，口唇部を有する破片である。 1,2は．いずれも口唇部下に円形刺突文が巡る

例で， 1には小突起と肥厚帯がある。小突起上；こは，半歓竹秤による刺突かある。いすれも，口唇

部の肥厚帯上とか， 口唇部直下には，平箆による連続刺突文がある。また．胎十には多くの細砂と

若干の繊維を含むが，色調は白灰色～灰茶褐色を呈し，焼成はあまりよくない。

3は，口唇部直下こ．貼付による肥厚閑を作り，断面形に全体として四角形こ仕上げている。

この肥厚帯上には，棚文原体の末端を押圧した刺突文が巡っている。地文は，単節縄文が，斜めな

いし横走して施されている。胎士には．細砂を含むが，緞糾は人っていない。色潤は灰白色～灰褐

色である。

4は，特に肥厚帯はなく，口唇部に半戟竹管による沈線文が縦に引かれ， この下に同様の沈線文

が 2つの方向；こ斜めこ交叉して施されている。赤褐色の色調で．器内は滑らかに調整されている。

多量の砂粒と緞維を含んでいる。

5~9は，胴部片である。 5, 6は，単節の羽状縄文で， 5は第一種結束のある単節斜行縄文，

9は，無節の斜行縄文である。 7は，単節縄文であるが，縄文施文後にも調整され，一部に無文部

がある。

咤

疇―/臀り

10cm 彙OO
第14図 5265遺跡第8号ピット出土土器拓影図

46 



゜
10cm 

怠□D
7
 

対
ニ

3
 

會。g
 

鳳 駅ぅ塁い
r ;＞ 

4 

念
2.S-1 

じ［日り召□□ 8 ~ 9 ~ 10 

゜
5cm 

第15図 S265遺跡第 8号ピット出土土器および石器実測図

上述の資料の内，第 15図 1，第 14図 1, 2はトコロ第 6頬，同図 3は，余市式土器の中でも新

しい）、il第 III類，同図 41よ，天神山式系統の上器かと思われる。

10は前述したとおり，ビット外の地lllに食い込んでみつかったもので，第一種結束のある羽状縄

文があり，色ぱ灰白色を呈し，胎七中には細砂と若干の繊維が含まれていて， トコロ第 6類の破片

かと思われる。全休しこ風化してし、る。

第 15図 2~10は， 石器および使用狼のある縦長刹片である。 2は，縦長剣片を素材にして， a 

面のはほ全面に亘って加工を加えた石器で，ノ~Iレブと反対側の刃部は，かなり背が高くつくってあ

り， ここの部分のエノジの摩耗が最も苫しい所から，掻器としての用途がぢえられる。また， b面

下部は，摩耗し，光沢が失なわれている。なお， a面上部に原石面とバテイナの古い面が残ってい

る。

3は，石鏃の末成品と思われるもので，茎部端には原石面が残っているが，素材そのものは明確

ではない。ただ， a面側下半部には，幅広く，素材面と思われるものが残っている。 b面には，右

横から大きな判離が 1枚入っているが，克とは a, b[,t」面共，雑な側緑調整を試みただけで，それ

以上の加工は入っていない。しかも， b面側に集中して施されている。また， a面下蔀左右と b面

中央部左右には，明腺な傷艇があるが，これは使用痕というよりも，調整加工を入れる時のバンチ

の滑ったあとの可能性が高い。尖頭邪と茅邪を1午出しようとした意図は伺えるが，全体にまピ厚く，

また形態も否んでいる。

4も，縦長糾片を素材と［て，側縁このみ調整を加えに石鏃の未成品と思われるものである。尖

頭部先端は，欠失しており，また a面左下半は，切断面か切損面である。加工ぱ，主ず b面側縁に

入れ，その後に a面側に入れている。
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5は，半両面加工の石器の級片である。図の下部が欠損しているため，本来の形状は明らかでは

ない。 a面側は上部，両側縁を含めて全面に二次加工が入っており， b面側は両側緑にのみ加工が

入ってし、る。

6 ~10は，使用痕ないし二次加工のある縦長剥片である。 6ぱ，使用による不規則な小剥離が，

a面両側縁にある。 7は， a面両側縁と b面側縁の一部に，短い剥離が入っている。 8は， a面全

面に加Tが入り，特に側縁は，やや背の高い剥離が入っている。なお， a面右を大きく欠失してい

るが， この後，欠損面にも加工が入れられている。全体に軽く焼けているようである。 9も，軽く

焼けているようで， 光沢を少し失っている。 a面両側縁に短いが， 背の高い二次加工が入ってい

る。 10は， a面両側縁に短い小剣離が不規則に入っている例である。

第 9号ピット（第 13図2)

本ピットは， D-VIII区にあって，標高は 32.000m である。

規模は， 150x122 cmの卵型に近い不整楕円形のプランを呈している。城底面も，平坦ではなく，

一点破線で示した中央部の 85X54cmの楕円形の範囲ぱ，皿状に一段低くなっている。立上りも，

非常にゆるやかで，周囲の地山も，上部 10cm程は，非常に汚染されているため，その範囲も明確

てはない所がある。探さは，中央部で， 19cmである。

層位を概述すれば以下のとおりである。

第 I, I'層：第 I層は，黒褐色士層て｀，細かな粘士粒と若干の堅い士粒を含み，やや堅くしまっ

ているが，粘性はない。第 I'層ぱ，賠黒褐色士層で，第 1層より色調は暗く，ややし

まりがないが，全体の性状は第 I層と似ている。

第 II層：賠茶褐色士層で，堅い士粒と細がな粘士粒を含み．性状は第 1層に近い。

第 III層：暗灰褐色粘質十層で，大粒の黄褐色の粘士粒と堅い茶褐色の士粒からなり，全体に堅

＜粘性がある。

第 IV層：賠灰褐色土層で，細かな粘七粒を均ーに合み，ややしまっているが粘性はない。

地山は，

a 層：非常にしまりのない賠黄褐色土層中；こ灰褐色の土粒が点在している。

〇層：暗灰茶褐色を呈した土層で，細かな黄褐色の粘土粒が均ーに混合されている。

r層：茶褐色粘質上層で，全休に堅い上粒の結合体からなり， 6層の上部が汚染されただけの層

かもしれない。よくしまっていて堅い。

6層：黄褐色粘土層で上部層は，所によりやや汚染されている。しかし，上の方が堅くしまって

しヽる。

遺物は，縄文中期の士器片 10点と石器（削片？ （1), 石錘（1))および礫片（1)が，覆土中よ

り出土しているのみである。出十↓レベルは，濱央～城底にかけてのものか名<,その平面分布は，

南東側半分に偏ってみつかっている。
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遺 物（第 16, 17図，図版 16B, 18) 

第 16図 1, 2は， 口縁部片で， 1は， I_]唇部および器外表に， LRの単節斜行縄文を施し，この

後半戟竹管を浅く連続的に刺突しながら横に引いた

文様が，破片内で 2段施心れている。胎土には，若

二「の繊維と細砂を多量に含み，色調は灰褐色を呈し

ている。 2は， 口唇部を欠才甘ずるが，径の大きい円

形刺突文が観察される。また，刺突文の下には， 7 

x 4mm, 深心 4mmの深い穴があるが， これは土

器製作時に可燃性のものが入っていたものか，焼成

叶に焼失したものかと思われる。色調は暗灰色で，

芯干の小礫と数多くの細砂が入っている。

3, 4は，胴部片である。 3は，

LRの単節斜縄文， 4は，第一種

結束のある単節の羽状纏文片であ

る。共に，色調は灰褐色で，比較

的多くの細砂と若干の小礫と微量

の繊維が入っているようである。

第 17図 1は，砂岩製の砥石を

再利用した石錘の 1/4程の破片で

'わる。 2は， a面右側か大彦〈破

：
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第17図 S285遺跡第9号ピット出土石器実測図

損していて，形状およびその性格は不明であるが， a面左側面と上部に象ll輝痕があり， これらは a

面と b面の大ぎい剣離で，すべて切られている。その後， b面側から，細かな剥離を入れている。

第 10,10'号ピット（第 18図 1' 図版 7B) 

本ピットは， E, F-VII区にあって，遺構確認面での椋高ぱ， 32.300mである。

本例は，後述するとおり， 2個のピットが切合っている例で，南南西側の隅丸方形のピソトの方

ヵミ新しく構築されている。このピットを第 10号ピノト，古い方を第 10'号ピ ノトとするし、

両者の層位を示せば，以下の如くであるが，この内，第 I~III層は第 10号ピットの覆土，第 V,

VI層は第 10'号ピットの覆土，第 VII層は小ピ ット (SP-2) の覆土である。第 IV層ば 後述

するとおり第 10号ビット構築にさいして，整を作るために築かれた層の可能性がある。

第 I層：賠灰茶褐色土層で，全休に薄い茶褐色に汚染され，若干の黄褐色の土粒を含み， しま

りはないが，粘性はある層である。

第 II層：暗黄褐色土図で，全体が薄く汚れ，暗灰褐色の堅い土粒をやや含み， しまりなく，粘

性もない層で虎る。
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第 III層：苗褐色土層で．全体に暗黄褐色の堅い土粒をtく含み，堅くしまりやや砂っぽい層で

ある。所々に黄褐色の上粒がある。

第 IV層： （暗）黄褐色粘質上層であるが， やや汚れている。やや堅い土粒の結合体からなり，

粘性があり地山に近い層である。

第 V 層：賠黄褐色砂質上層で．堅し土粒は少ないが， ＼口やしまりがあって．粘性のある層であ

る。

第 VI層：黄褐色（砂質）土層で，全体に堅い土粒が点在するが，ややしまりなく，粘性もない。

第 VII層：苗褐色土層て．比較的きれいな粘質土層で，砧性はあるか．地山よりに しまりはな

し、。

第 10りピットにおける第 I~III層の堆積状態は平行堆積であり，その層の性状は，後述する第

11号ピットのものと極めて類似したものである。

なお，第 10号ピットの中央よりやや北に寄った所には， 22x 20 cm, 深さ 12cmの不幣円形の小

ビット (SP-1)があり， この土壌内容物は， 本ヒ゜ノトの第 II曽に近い暗灰茶褐色土層で，暗黄褐

色土中に，やや堅い（暗）茶褐色の土粒が数多く入っているものである。

遺物は，第 10号ビット中の覆士から土器｝｝ 8点， 黒耀石製削片 1点が出土している。 この内，

P-3の土器片ぱ， S P-1内から出土したものである。第 10'号ピットから｛ま， SP-2内の最上部

から風化した土器片が 1点出土しているのみである。いずれも縄文中期の所産である。

とりわけ，第 IV層の地山に近い土層が， SP-2の小ピットを覆い，この層の下がら遺物の出土

をみたことは、 この第 IV層が，意識的こ積主れたものてある惑を強くする。

遺 物（第 19図，図版 16B)

1~4は．縄文中期の破片である。 1,2は，覆土中出土のもので，

1は口縁部の破片である。風化していて判然としないが， 2本単位の

幅広の貼付文が横走し．この上に少し斜めに，箆状工具による刻みが

入っている。

2~4ば胴部片で．これらも風化が激しい。 2ii，第一種結束の

ある羽状縄文． 3 (P-1) は，単節縄文． 4は， P-2と P-4とが接

合したもので，単節纏文が施されている。いずれも灰褐色から赤褐色

を呈し，胎土中には多量の細砂と若干の繊維が入っている。

第 11号ピット（第 18図 2，図版 8A) 

喧八刷

’'臨I}’第19図 S265遺跡第 10号
ピット出土土器拓
影図

本ピ＇ノトは． F-VI区にあって，遺構確認面での歴高心 32.4~32. 500 m である。

第 18図2に示したとおり，その平面形は， 非常に長い惰円形を呈しているが． 一点砂森で示し

た南南西部分に関しては．底面および壁が明確ではなく．破線で示した部分で，一部立上り状の段

を認めることがでぎた所から，本来はほぼ円形に近いプランのものであったかと思われる。その大
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きさは140X134cm, 深さ 22cmを測る。 セクションは． A-Bセクション1本しかとっていない

ため， 南南西側の舌状の張り出しと本ピットとの関係は明確てはない。

層位ぱ， 3つの層に分層てき， いずれも乎行な堆積状態を示している。

第 I層：茶褐色士層で， 大小の粘士粒をかなり多星に含み． あまりしまりがない。

第II 層：黒褐色士層で． 所々に堅い士粒が入っており， 若干細かな粘士粒を含む。

第III層：賠黄褐色上層て、， 堅い士粒の帖合体からなり． かなり堅くしまってしる。 本層の第II

層に覆われた部分は， かなり黒く汚染されている。

遺物は， 縄文時代中期の土器片17点． 石器 （石鏃（1). 石斧片（1)' 削器？（ 2)) 4点と削片2点

が， いずれも覆土中から出土しているが， この内レベルをとった資料は， C-Dエレベーションに

投影して， その位置を示した。 これでみると， そのほとんどは， 第II層ないし第II層と第III層

との間であり， S-1の石斧片のみ第III嗜中がら出土［ている。

遺 物（ 第20, 21図， 図版16B, 18) 

第20図1, 2ぱ， 円形刺突文と肥厚帯があるトコロ第6類の口縁部片で． 共に内面にも縄文があ

る。

3, 4は． 胴部片で、 3(ま3¢の名1行 縄文， 4は． 第二種結末のある羽状艇文である。

色は， 1は暗黒褐色～黒灰色， 2と4

は， 暗灰色， 3は赤褐色で， いずれも胎

士中には， 少贔の小礫と多量の細砂を含

んでいる。 また， ごく微量の繊維が入っ

ているようてある。

第21図1は， 石斧の柄部側の破片で

ある。 柄頭に一部原石面を残し， また側

面に粗割りの痕が残っているが， あとは

入念に研磨されている。 2は， 側縁調整

のみの石鏃か， その未成品と思われるも

のである。 やや幅広の縦長剣片を素材に

しており， 尖頭部先端とa面右の逆刺部

分は欠損している。

3は， 狭長な縦長剣片のa面両側縁に

不規則な小剣離が入っている もの で あ

る。 4は， フレ ー ク ・ コア ー の打面付近

からとった扇状の小剣片 （ 削片）で， a 

面左下部縁に同様の使用痕がある。
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第 12号ピット（第 22図．図版 8B) 

本ピットは． E-VI区の遺構確認面での標高 32.350mの所にあるものてある。

本ピットは．耕作士を除去後．第 IXa層の上面を清掃した所， 212x 185 cmに1=[って．不整柏円

形に黒く汚れた部分が確認された。しかしながら．この確認面から．ボーリ‘／グ棒によってその探

度を探索したが， この中の中央部分で． 53x 42 cm, 深さ 17cmのピット様の落わ込みか確誌され

た以外は上部 1~2cm 程の下は堅くしまった土層であり，その上部が何らかの理由で汚染された

だけの所であることが判った。 ピット様の落ち込みの長軸は， ほぼ南ー北方向である。生た． この

汚染された範囲の東側において， 118x 87 cmの大きさで不整楕円形に焼けた部分 (B-7) がある。

セクションで示した所は，厚さは 3cm程であるが，その中央部 47x 46 cmの所では，焼士の最大

厚は約 11cmを測る。

層位を示せば，以下のとおりである。

第 I層：黒色土層で，若Tの細かい粘士粒を含み，所々に堅い士粒がある。

第 II, II'層：暗茶褐色土層で，第 II層は，全体にしまっていて，所々に堅い土粒がある。第 II'
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層ぱ，第 II層と同じ性状で，黄褐色土粒と黒色の堅い土粒を所々に含む。

第 III層：褐色土層で．堅い土粒の結合体で粘質土層である。

地山は，大きく 2つに分層できる。

a 層：灰茶褐色＿十層で，堅い土粒が点在し．全体に堅くしまっていて．粘性がある。

〇層：暗黄褐色粘質士層て，やや粘性のある士粒の結合体で．やや堅くし主っている c

遺物は，中央のヒ゜ゾト内からは， P-1の縄文中期の胴部片が出土したのみである。あとぱ， ピッ

トの外から，縄文中期の土器片 (P2, P-4~9)，縄文晩期の士器片 (P-3)，石器（石銀 (S-1),

石槍片（ S-2)および削片（5)) などが出士している。なお， P-4~6は，遺構確認面から 5~10cm

下の a 層中に食い込んでみつかったものである。あとは，すべて遺構確認面にて検出されている。

遺 物（第 23. 24図，図版 16B, 18) 

第 23図 1~3ぱ，博文中期の土器片である。 1 (P-1) ：-::，表面はほとんと剃脱してし、るが，複

節縄文が観察される。 2は，無節縄文が施されている。いすれも胎士中には，ち量の絨維と細砂を

含んでいる。色調は．各々暗褐色，赤褐色である c

4は，貼付文が横に施され， この 1:下両側面に，半歓竹管の内面押圧文が．連続的に施されてい

る。色調は，暗灰色で，緞維は微量で，比較的多くの細砂を含む。

3は，縄文晩期～続縄文期初頭頃の浅鉢形士器の底部片である。細かな RLの単節縄文が胴部お

よび底部に施されている。底ぱ，丸底であったかと思われる。

第 24図 1は． やや幅広の寸の短かい剣片を素材こして． その両側縁に浅い二次加工を施し，全

休として菱形に仕上げたものである。石鏃の未成品であろうか。 2は，石槍の先端部の破片で．両

面を入念に加工しているが，欠損後過度に焼けてしる。
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第23図 S265遺踪第 12号ピット

出土土器拓影図

第 13号ピット（第 25, 26図．図版 9A) 

第24図 S2’'遺躊第 12号ピット

出土石器実測図

本ピットは． F-X区にあって．遺構確認面での標高は， 3L400m程である。

本ピットのある一帯i:!:．発掘区のセクション（第 □図）で示した通り．地山は．やや有機物に富

み．黒味がちで，火山件の細礫を比較的多く含む第Xb層が分布しているため，本地帯における遺

構の確認は．かなり困難を極めた。
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本ヒ°ットの平面プランは， 第 25図に示しに通りであるが， 北側の空 l：りは明確こぱてきなかっ

た。大きさは． 213x 177 cmで． 不整隅丸長方形である。深さは， 16cmである。遺構内凛底面の

内． 二点破線で示した 163x 126 cmの範囲は，黒くすすたような状態になっている部分である。

層位を示せは＼ 以下のとおりであるが． 各々の立上りの付近にぱ攪乱か幅広く入っている。

第 I,I'層：第 I層は，黒色土層で．全休に木目が紆llがく， ややしまっていて，粘性もややある。

また， 若干暗黒褐色の士粒を点在する。第 I'層は， 暗黒褐色土1情で，全体に茶褐色か

ら黒褐色の土粒を含んでいる。全体に堅くしまっているが， あ史り粘性ばない。

第 II. II'層：第 II層は， 茶褐色土層で， 粘性の強い層であり．所々こ堅い土粒を含んでいる。

第 II'胴は，（灰）茶褐色土層で，細かく暗茶褐色土と暗灰褐色土が混合した層で，
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第25図 S265遺跡第 13号ピット実測図
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い土粒が所々にあり． 全体こしまった層である。

冶 III,III'層：第 III層は， 暗黄褐色粘質土層で． 所々に堅い賠灰褐色の土粒が点在し， 全体に

堅くしまっている。第 III'層は，

褐色から黒褐色を呈している。

性状は第 III層と同じだが， 色調は全体に暗く暗茶

遺物は． 土器｝ヤが． 21点出土しており． その内 13、＼りにつし、ては． 出土地点をぷしてある。 さら

に， その内 4点は拓影図で示したが． あとは， いずれも細片のみである。時代は．すべて縄文時代

中期の所産である。

石器の出土はなかったが， 黒耀石製の縦長剣片および削片が 27、9、'，i, フレーク・コアー関係剣片

が 2点出土している。縦長条lj片は S-1~17の 17点であるが， S-17は a面に幅広く原石面を残し，
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かなり部厚い例である。 S-12~16は，半折品で，あとは， バルブ側および先端側がごく一部欠損

する例もあるが，ほほ冗形品ばかりである。 ilit区は，遺構の北西側 4f分の所から集中して出土

してし、る。

フレーク・コアー関係判片よ， S -20, 21の 2)、りで， S-21 iま， オlihi再生， S-20 ii石核の先端

の部分の破片である。縦長剥片の出土区の中央から出ている。

削片ぱ， 22点出土してし、るが，内 8点 (S-18, 19, 22~24, 26, 27, 29) の出土地点を示して

ある。分布は縦長象1j片の出七区以外にも， 2点南東側の 4半分の所からみつかっている。

また， S-27の削片の人は焼けていた。なお， これらの黒耀石は，品子 (crystallite) の入ってし、

る種類 (A) と入ってし、なし、もの（ B) との 2種の原材からとられたものであるが，接合ずるもの

Iiなカヽ った。

S -16は，石斧の細片である。

なお， これらの縦長剥片，削片などの出土レベルは，そのほとんどが第 II曽ないし第 II層なとの

|-]「てあるが，幾つかは弟 III層中から出土してし、る (S-ll, 16, 20, 27)。なお，土器片は，す

べて卜半のレベルから出 lしてし、る。

このような未使用の縦長釦j片か数多く出土した中士は，石器の素材を生叱していた場所（遺構）

てある可能性がある。

遺 物（第 27, 28図，凶版 16B, 18) 

第 27図 1, 4, 5ぱ，胴部片， 2, 3は底部ないし底部位破片である。 1は，無節， 3~5はり1-

節雨文て，節が狭長な点から 3fの可能性が高し、。 5にぱ，貼付文（ボタン状？）の断片が観察さ

れる。

2は，張り出しがあるか，内面は剣脱している。 3も，次第に張り出す傾向にある。

色凋は， 1は灰褐色～賠灰色を呈し，表面に薄＜！犬化物が付着している。 2~5は褐色を呈して

いる。いずれも胎土中には，細砂と微量の繊維が人っているが，器内調棺はない。トコロ第 6類の

破片かと思われる。

第 28図に示したのが，本遺構出土の象IJ片およひ削l片の主だ

ったものである。 18,19か削片， 20,21はフレーク・コアー

関係剥片であるが，あとはすべて縦長剣片である。

これらの資料は，前述したとおり．黒耀石の原材の逸いに

よって，大きく 2種類に分けられる。

A原材：晶子が点在し，令明度があまりよくなし、もので，

原石面ぱ凹凸ぱ少なく． 平坦な面が多し、0 ・・・・・・資

料番号 1, 2, 5, 8~10, 12, 14, 17, 18, 20, 

21, 23, 26, 28, 29 

B原料：ほとんど晶子を含まず．透明度がよく， 1東石面は

ご心ケ／羹バ
1.P-9 

2.P-10 

4.P-11 

こ cm5P桑釘
第27図 S265遺跡第 13号ピット

出土土器拓影図
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第 1表 5265遺跡第 13号ピット出土剥片，削片計測一覧表

挿図遺物

番号番 号
資料名称

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

 

l

l

l

l

l

l

l

 

28 

18 

19 

20 

21 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

 

1

1

1

1

1

1

1

 

17 I 17 

8

9
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1

2
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々

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

// 

ク

ク

削 片

，，，， 

フレーク・コアー
関係剥片

，，，， 

削 片

，，，， 

ク

石 斧片

削片

ク

縦長 剥 片

削片

全 長

| （a) 
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32 
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0
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1

1

1
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5

0

7

1

 

2

3

1

1

 

5
 

2

0

3
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3
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5

5

5

5

 

•••• 9

5

7

4

5

5

9

 

1

1

1

1

1

1

 

．
 

ヽ
ー
、
ー
／

5

5

5

 

‘,'‘
 

•. 

‘
~
ヽ
｀
ノ
．

i

2
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2

3

 

(
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26,5 

(24) 

27 

21 

17. 75 

(10) 

(11. 6) 

19.5 

(17. 1) 

24.6 

21. 8 

5

3
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／
 

•• 

a

2

2

 
”
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~
”
5

幅

b

7

4

a

(

1

1

1

 

21. 5 

(3.0く）

1. 5 

13. 5 I 2. 5 

8. 5 I (3. 7く）I 3. o I 3. 9 I 1. 3 

5
 

5

3

2

4

 

．

．

．

．

 

2

1

0

2

2

2

1

 

2

2

2

2

1

1

1

 

10. 5 

17.4 

22.5 

17 

3.0 

0

2

3

 

．
．
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2

1

1

 

0.95 

1. 4 

1. 9 

(1. 0く）

1. 1 

1. 3 

厚 さ
-I d/c 

(C) (1) | (d) （2) 

策1111 111震

5. 6 I 8. 1 I 1. 5 

3. O I 4. 1 I 1. 4 

3. 2 I 4.3 

5.5 I 5.5 

3. 5 I 3. 6 I 1. o I 4. s 原石面 92 I A 

7. 2 I s. 5 I 1. 2 I 6. o 調整面 99 I B 

3. o I 4. o I 1. 3 I 4. 3 調整面 102 I B 

3. 7 I 5. o I 1. 4 I 3. 8 な し — A 

4. 6 I 4. 75 I 1. o I 4. o Iなし

6

7

5

0

0

0

 

．

．

．

．

．
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2

4

3

3

6

3

 

9. 6 I 11. 5 I 1. 2 I 3. 1 I平坦面 I 101 I A 

0

5

3

5

0

6
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1. o I 12. 5 I原石面 I 89 I B 

1. 3 

1

3
 

• 1

1

 

1.5 

打面幅打：［ □:原材

12.0””I調整面 (°) 0 I A 

6.4 I調整面 95 I B 
-I A | 

4.8 調整面

4. 1 調整面

原石面

1. 5 Iなし

l 

1. 5 I 6. 9 I調整面

6

1

4

 

．

．
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2

1

5

 

ー

5

5

1

0

 

-
•••• l

l

l

l

 

？
 

原石面

原石面

107 

94 

90 

備 考

ねじ曲 っている。

A

A

B

A

B

A

B

B

 

原石面ある。

．．
 

?

-

？

？

 

A

B

A

A

B

A

B

A

?

A

A

 

打面欠損

剥淵f入っている。

打面部分わ干欠損，焼けている。

（撹乱層）

ポイント ・フ Vーク

註）（1) Cross Thickness, (2) Longitudinal Thickness（第 2表も同じ）
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凹凸が名＜，孔の開し、た部分があるものもある。••••••資料番号 3, 4, 6, 7, 11, 13, 

15, 16, 19. 22, 24 

なお，いずれの原材も，縦縞状に、＇！、し～灰色の部分がある。

A原材こよる資いは，縦長糾片 10 点， i~IJ 片 4 点， フレーク・コアー関係泰1J片 2，点である 3

この内， S-28の攪乱層から出土した例を除く 9点について，原材の縦縞方向に枯線をおし、て，剃

片の剥離力向をとってみると，以下の 3種類になる。

l) ほほ平行になるもの……… 5, 9, 12, 17 (この内， 9と17は各々 17°, 15° 傾し、ーごし、る）

2) ほほ直交するもの・・・・・・•••…•••~ (111 °), 10 (74°), 14 (99°) 

3) 約 45° の角度になるもの… •••1 (56°), 2 (49°) 

ただし， この 3種類の方向の資料に関しても，その打面の位置は上下ないし方右など，，さらに各

々2種類の方向が考えられるので，冗来のフレーク・コアーの大きさとか形状なとは必す lも明確

にぱできなし、。たた， 5と 17例でみる限り，その 1つの剥離面部分の高さは， 42.0~38. 5mmであ

ることは判る。

また， 1例の象IJJj-から，少なくとも 3面を刻離面として利用し， この内 2面においては，同一面

内iこおいて直交する打面を 2つもっていたことは判るてこの同一面内にドいて直交する打面転位を

行っていたであろう事実は， 1以外にも， 2および 8例においても認められる。

B原材こよる資料ぱ，縦長条1j片 8,1八．削l片：1点であるが， この内剣片につし、て1IIl様に，原材の縦

縞方向に枯線をおいて，象ll離方向をみると以 Fの3秤類がある。

l) ほ，i平行 i こ左るもの・・・・・・・・・・・・・•. 6, 13, 15, 16 

2) 16~31° 傾斜してし、るもの・・・••• 3, 4, 7 

:l) 57° 傾斜するもの・・・...............11 

これらの資料から，この B原材のフレーク・コアーの条IJ片象IJ離のすへてを知ることはてきなし、

か， 3, 4, 6なとから推察する限り，鈍角で交わる 2つの面かあった可能性はある。また， 15例

てみると 1lll一面内において，上下の向方から刹離が行なわれてし、たことも判る。

この B原材によるフレーク・コアーの高さは，生産された条IJJlでみる限り， A原材のに比べて，

全体こ小形（平均で 3.1cm) である。

なお，出土したすべての資料のuf測値を弟 1表に示しておいた。

（1:野秀一）

（第 28図下 2段の実測図の説明）

1. 実測図左面 (a面）の輪郭線の外こある太線は，原材の縦縞方向を示したもので細線の矢印

は，個々の判離の加繋方向を示している。

2. らは．倒離面相互の切り合い関係を示 L, 白丸部分が新しいことを現わしている，

3. 番号は，上 4段の実測図の番号と一致する。
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第 2節溝状遣構

溝状遺構は 1()基入つかっ：：いるが，第 21, 22号ピットを除いては，いすれも谷沿いの所に立地

してし、る。

第 17号ピット（第 29図 1' 図版 9B) 

本ピットは．標高 33m強の所にあるが．隣接の第 18号ピットとは曹 長軸方向とか， 規模など

が似ており，両者は 1つのグループであるかと思われるつまた，このグループは，道路部分をはさ

んで， S262遺跡第 12号ピットと関連をもっている可能性もある。

長軸ば Nl67°W(Nl3°E) においており，ほぼ南ー北に近い。傾斜方向に対する角度は．ほぼ

直交して存在する。

規模は，城口部で 218X69cm，壊央部喋底部で各々 184x 30, 189 X19cmで，長軸は，短い

例のようである。深さは． 118cmあって，比較的深い。

城底面は，平坦であるが，長軸の南端壁は， 9cm程オーバーハングしている。北端壁は， ほぼ

垂直に立上っている。また、短軸 (A-B) セクションに示されているように．地山）曽の境目毎に，

壁の浅い崩落が誌められ．七グション図では波打ってみ•こる。

層位は．

第 I 層：黒色士層。

第 II 層：賠褐色士層。

第 III 層：茶褐色士層。

第 IV 層：茶褐色土層で．第 III層と同様のものであるが，やや汚れている。

第 V 層：地山のA層か二次堆積した黄褐色士）習で，堅い。

第 VI 層：黄祗色土I曽であるが，汚れてほそぽそしている。

第 VII 層：褐色ヒ層て，やわらかい。

第 Vlll層：黄褐色土閥て＼汚れてぽそぽそしている。

第 IX 層：黒色土層で，有機物を含んだ層で，底面について堆栢している。

地山は，

A層：黄褐色粘土層で，やや汚染されている（軟質）。

B層：黄褐色粘土層で，粘質がある（硬質）。

c層：灰色火山灰砂層。

D層：灰褐色火山灰層に分料できる。

以上の層堆積の様相は， A,B層などの粘土陪が，本遺構付近ではかなり深く堆積しているため，

覆士中にはC層の火山灰砂の堆積が，明確には認められていない。＇また，短軸の壁には．若干の崩

落があるものの，城底から 52cm程の所までは．ほぽ真直ぐ立ヒる傾向があり． この部分までは，

急速に埋没したものかと思われる。遺物は，覆土中からも一切検出されなかった。
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第 18号ピット（第 29図2)

標高 32.75~33. 00 m の所に．長軸をNl7°E (Nl63°W) において存在し， 煩斜方向に対して

は，ほぽ直角に位置している。

規模は，塘口部で 213x 79 cm, 城央部．城底部で各々 189x 48, 176 x 31 cmであるが，濱底部

の南端は，東側にかなり大きく曲っている (Nl4°E)つまた．凛底部の平面形は，中央部が一番広

く，両端に行くに従い狭くなっていて長軸の両側が平行にならない特異な例である。深さは． 105 

cmである。

城底面には，やや高低があり，嫌底面と長軸端両壁との境は共に明瞭ではなく，特に北壁は漸移

的である。オーバーハングは，両端の壁中央などに認められる。

層位は，

第 I 層：黒色土層。粘質に富む。

第 II 層：暗褐色土層。

第 III,III'層：褐色士層で，第 III'層の方は，やや根を多く含み．ぼそぼそしている。

第 IV 層：黄褐色士層で，地山のAないしB層などの二次堆積した層である。

第 V 層：黒色士層 (I) で、有機物を含んだ層である。

第 VI 層：黄褐色士層で，第 IV層と同様の層である。

第 VII 層：黒色土層 (II) （有機物層）。

第 VIII層：灰褐色火山灰砂層で，地山を掘り過ぎた層の可能性もある。

地山は，

A層：黄褐色粘土｝習で，やや汚染されている。

B層：黄色砂質粘土層。

c層：灰褐色火山灰砂層。

D層：灰色火山灰層。

以上で示した通り：本遺構ては，有機物を多く含んだ黒色土層はバンド状に 2枚あり，火山灰砂

層の堆積は，凛底面の例を除いては認められず，主体は二次堆積した粘士層である。

遺物は，一切出七していない。

第 19号ピット（第 30図 1' 図版 10A, B) 

標高 32.25~32. 50 m の所に長軸を N21°Eにおいて，傾斜方向に対しては北に約 77° 振れて存

在する。

規模は，城口部で約 402x 60 cm, 城央部．城底部では各々 376x 30, 352 x 17 cmで，幅が比較

的狭くかつ長軸の非常に長いヒットである。深さぱ， 137 cmをはかる。なお．長軸南端は，前年

度の試掘坑で切られている。

凛底面は，ほい平坦であり．長軸の両端および短軸の側壁ふ著しく崩落していて，いずれも底
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面の平面形に比べ大ぎく開いている。

料位は，前述した例と基本的な凡はないが．たた本遺構の場合．長軸方向に．狭くかつt知、喫壮

の層が入っている以下の第 l~IV層はこの楔状の部分の層てある。

第 I. II層：後述する各々第 V. Vl層と性状色調は同一の層で．明瞭には分層てきないが・

ただ両者共全体に粘土粒が少なく．暗い。

第 III層：暗黄褐色土層で．やや略くしまり．昭い土粒が入っている。

第 IV層：黄褐色七層で．やや占れており． さくさくしてしまりない。

第 V 層：賠黒褐色士層で．やや堅くしまっていて．堅い土粒が．かたまって所々にある。

弟 VI層：暗黒褐色土層で，全似こ堅くしまっている。

第VII層：暗黄褐色士層で．やや粘性がある。

第 VIII. VIII'層：貨褐色＿i層で．やや汚れていてしまりはない。第 VIII'層は、 第 VIII層

と同じだが．やや火山灰質である。

第 IX, IX', IX''層：すべて黄褐色砂質土層であるが，第 IX層から第 IX"際へ．順次令体に

白っばくなってし、な

第 X 層：灰褐色砂質士層で．全体に白っぽい。

第 XI層：黒色土層 (I) （有機物料）。

弟 XII層：灰褐色砂質土層。

第XIII層：暗灰色士層。

第XIV層：黒色上層 (II) （有機物層）。

地山は， 3層に分げられる。

A層：黄褐色粘＿1-界（硬質）。

B層：黄褐色砂質粘士層で，白っぽく、火山灰砂を多雇に含み．粘性に乏しくてしまりはない。

c層：灰白色、ンルト質砂層で．全体に堅くしまっている。

この内．第 l~IV層までの上から下まで中央部に細長く楔状に入ったものは． A-Bセク/ョン

の 25cm 程の南側砂層断面においても認められる所から． 木の根などによる局部的な攪乱とも異

なるようであるが，その性格は明らかてはない。

また，本遺構の骰＿1［ーの下半は．火山灰砂層が主体を占めている点は，全体に短軸側の側壁が．大

きく＇、哨落している事 tと関連しより

遺 物（第 31図 1~3, 図版 17A) 

遺物は，上部の黒色土層中から，十器片 7点と黒樹石製の削片 3点が出土しているのみて危る。

第 31図 1は第て種結束のある I白節縄文， 2は．複節蠅文のある胴部片であり， 3は底部位破

片で．底面が象LJ脱しているが軽い張り出しがあったようである。色調は，各々灰褐色．褐色～黒褐

色．褐色～灰褐色で．いずれも胎土中には多くの細砂と若干の繊維を含むが． 1には．小礫がかな

り合主れている。
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第 20号ピット（第 3()図 2, 図版

llA. B) 

椋高 :12.00~32. 25 m の所に，長軸を

N55°Wにおいて所什する。傾斜に対す

る角度は．北側へ約 47° 振れている。

規模Ii, 凋口部で：B4x 55 cm, J1黄＇）し

部，城底部で，各々 JOIx 81 cm, 372 x 

41 cmを測り，比較的輻広し、ピットであ

った 13T能性もある。沈さは， 145cmてある。

壊底部は， ほぼ平らてあるが，西側は莉 t・孔高くなっ-：し、る c• また，長軸び）嬬壁のオーハーハング
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唸や第
第 23号（6)ピット出土土器拓影図

も著 Lく<,山側の西側て 47cm, 東側て 25cmを測る。また． A-B （短軸）セクションに示され

ているように，北壁側は．垂直に近い角度で立上っているが．南壁側は，柑しい崩落状態を示して

いる。また．一点破線てホした所は．地山の火山灰砂胴部分で．鉄砲水なとによって．局部的に崩

落した 1所である。このよりな現象ぱ．発掘時においても観察された。

図位は．

第 l 層：黒褐色 1•罰で．黄褐色の土粒若干と堅い賠黒褐色土粒を数多く含んでいる。

第 II 層：暗灰褐色 1-）付で．灰（茶）褐色の大粒の呼し、 1：粒を一面に含んでいる。

第 III 層：黄褐色土陪で．やや砂質分か多いが、細か Ì、苗褐色土粒も｝＼っていて． 第 IV1-11よ

りは黄色万ばし、0

第 IV 層：黄灰褐色土）情で．第 III附より白っぽく．全体にシルトおよび砂質分が多い。やや

堅くしまっている。

第 V 層：暗灰白色砂質上層である）

第 VI 屠：茶褐色砂質 t:「曽。

第 VII恩：賠茶褐色土層で．砂質土を）＆調にし， この中に有機物分が多い土壌を多く含む。

第 VIII廣：茶褐色砂質 I層。

第 IX 噌：黒色土）苦（有機物層）で，油いものである 2

第 X I習：褐色砂質 11忙

地山は．

A層：賠黄褐色粘士附で．やや汚染されている。

B層：黄褐色粘土陪。

C)習：火山灰砂層。

D際：白色ヽンルト層。

以［ーであるが，覆土の 1半は， A, B附などの粘土層の二次堆積した陪と窪みに自然堆栢した黒

色土）曽からなり，下半は．火山灰砂層 (C層）を中心に二次堆積した層てある r

67 



遺物（第 31図 4, 5. 第 32図 1, 2. 

図版17A. 19A) 

遺物は．覆土中から土器片 3点．肖ll器 2点．

黒耀石製削片 3点か出土した。

第 31図 4は 地文施文後に横にやや幅広の

皇C 似—0 9雪
←――> 2 

叶ー一ー> 3 

゜
5cm 

第32図 528'遺跡第20号 (1.2)．第23号 (3)
貼付文を施したものであるが，風化し．破片が ピット出土石器実測図

小さいため詳細は不明である。 5は． 3 ¢の斜行縄文である。各々の色調は，灰褐色，褐色を呈し，

胎土中には．いずれも比較的多くの繊維を含み． 5は焼成はよいが．内Ihi調整はあまり入念ではな

し‘o

第 32図 1, 2は． 黒耀石製の削片の側縁に短い剣離を入れ． 尖頭部を作出しようとした例であ

るが．器種は明確ではない。

第 21号ピット（第 33図 1. 図版 12A) 

標高約 32.Smの所に，非常にゆるい煩斜方向に平行して存在するが，このピットのある付近一

帯はほぼ平川な場所である。長軸は， N82°Wで，ほぽ東ー西方向である。

規模は，壊口部で 402x 106cm，城央部，城底部で各々 370x 34 cm, 343 x 18 cmを測る。幅は

本来 20cm程で．狭長なピットであったことが判る。深さい 127cmを測る。

墳底面は，平坦である。オーバーハングは，濃口部における肩くずれ的崩落以外に， A-Bセク

ションにみられるように，短軸の側壁の下半とか，長軸西壁に顕著に認められる。なお，北壁中央

およびA-Bセクションにある円形の攪乱は．稲を乾燥させる木（挟木）を埋設した穴である。

層位は，

第 I 層：黒褐色土層であるが．やや明る＜．細かい粘上粒を多く含み．全体に Lまりがなく，

二次堆積（耕作による攪乱）の可能性もある。

第 II 層：黒褐色土層で． 所々に黒褐色の堅い土粒の小塊と若干粘土粒を含み． ややしまりが

ある。

第 III層：暗黒褐色土層で，堅し土粒の結合からなり，全体に堅くしまっている。

第 IV屑暗茶褐色土層で，性状は第 III層と同じである。

第 V 層：褐色粘質土層（I) で，堅くしまっている。

第 VI層：褐色粘質土層 (II)で， しまりがなくやわらかい。

第 VII岡黄褐色砂質土層。

第 VIII層：黒色土層 (I)。

第 IX層：灰褐色砂質土層。

第 X 層：黒色土層 (II)。

地山は，
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A層：暗黄褐色粘士層て．堅い七粒の小塊からなり，堅くしまっている。

B層：褐色粘＋．層で．やや砂質分を含むが，粘性がある。

C層：黄褐色砂質土層。

D層：灰褐色ヽンルト質砂層。

以上のように本遺構の覆土は，ド半は火山灰砂が厚く堆積し，有機物をわく含んた黒色＿十I曽も，

油い砂の間層を挟み 2枚認められる。

遺 物（第．14, 35図，図版 17A, 19A) 

遺物は，上部層から土器片 36克．石器 2点，象IJ片およひ削片 7点（内 1点焼けてし、る），小礫 3

点が出上している。

第 34図 1~4は， 口唇部に肥厚幣を作出し．その直下に円形刺突文を巡らしたもので， 1は，肥

厚帯上は， 3 g 0)斜行縄文， 2は，平箆による連続刺突文が口唇部に 1段，肥厄帯上に 2段ある。

3, 4は， 口唇部を欠損しているもので， 3ぱ．第一種結束のある単節の羽状縄文， 4 (i, 複節縄

文が器内外にある。

色調は．灰褐色～賠褐色で， 1には．多けの繊維と小礫を含むが，他は，細砂を含む程度て．戟

維は入っていなし、0

5は，象Il脱した [I唇部の貼付による肥原俯部分の破片で，肥厚帯0）ド端にも地文が危り， ここに

トから上へ径 2.5mm程0)小孔が穿たれている。器内外の色調およぴ胎土も賠灰色で，細かな砂を

芯干含むが，繊維などは含まない。

6は，破片内の観察では，角棒状工具による連続刺突文が 2段横走しているが，地文は風化して

いて判然としない。灰褐色を呈し，多くの小礫と若「の繊維と細砂を含み，内而調整などしまない。

7~9は， 単節蘊文の施された胴部片である。 7は， 第一種結束のある羽状縄文かと思われる

が，一部あとから回転した羅文と堕複している部分がある。 8も，同種の羽状櫃文であるが，一部

調整によ）て磨梢されている。以上0)3片は，器内外・胎士共に，いずれも灰褐色を呈し，若fの

< 

第34図 S 285遺跡第21号ピット出土土器拓影図

こ 2

' : '  

< l ゜
5cm 

第35図 S265遺跡第 21号ピット出土石器実測図
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小礫を含むが，細砂の含有量は少なく．戟維も含まれていない。焼成はよい方であるが，器内調棺

はなし、0

第 35図 1は，狭長で扁平な石斧であるが，刃部が欠損している。節理面に沿って， 平棒状にと

られた原材を、粗割りし，形態を整えたあと研磨した資料であるが，各所に粗割りの際の判離痕が

残ったままである。

2は，石鈷と思われる石器であるが，尖頭部先端に，素材の打面が小さいが，そのまま残ってお

り， b面には，幅広く一次剥離面がある。また，茎（柄）部は狭長に仕上げておらず，部厚い。細

部調整は，尖頚部では a面両側縁，柄部ては b面右に若干不規則な胴整があるだけである。未成品

の可能性もある。

第 22号ピット（第 36, 37図，図版 .;.2B)

本号は，遺構の周辺の地山を深く掘り下げ，長軸側の側壁を露出させ，覆土を長軸および短軸に

そって縦にスライスして行く方法で調究を進めた。まず遺構の落ち込みが確認された時点に平面図

中に見られるごとく，長軸をC-Dラインで 2分割し，短軸に対しては 30cm間隔で I~XIVまで

13分割、 (A-Bライン）し，都合 26の小グリットに区切った。 この 26分割された小グリットを順

次深さ 250cmまで掘り卜げ，エレベーショ‘ノをとる）j法で調在を進めたが， XIA-XIB, C-Dラ

インではセクション図をとっている。なお，平面図は，セクション図およびエレベーション図より

合成したものである。従って，平面写真については撮影することができたかったが，セクション写

真を載せた（図版 12B)。

大ぎさは，濃口部 319x 76cm, 壊底部 296x 16cm, 深さ 113cmをはかる。壊口部および壊底

部の平面形は共に溝状を呈し，長軸両端部はやや隅丸のコーナーがある。長軸断面の壊底面はほぼ

平坦な状態てあり，東西両端部の立ち上りはほぽ垂直に近い。短軸の断1i1i形は城口部近くが若千広

がる溝状といえよう。

遺構の埋没状況は，

第 1 層：攪乱層。

第 II,II'層：各々黒色t一層 a, bで，第 II'層の方は，第 VIII層と接する所は賠仇褐色士に近

く，第 II屈と接する所は黒色士に近くなるという漸移的な変化が翌められるが，第

II層とほぽ同じ層である。

第 III層：賠黒褐色士層。

第 IV層：黒褐色土層。

第 V 層：黒色士層 C で， 第 XI層と同じ性状の有機質に富む腐植質の黒色士で， 第 2年目に

堆積した層である。

第 VI 層：黒褐色土陪て，第 IV陪よりやや明るい，-,

第 VII層：黄褐色土暦。

第 VIII層：暗黄褐色士層。
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第 IX 層：黒色土層 dで，有機物に富む。

第 X 層：明黄色土層。

第 XI 層：茶褐色火山灰層の塊である。

第 XII層：黒色＿I-咽eで有機質に富む腐植土。

第 XIII層：茶色＿I-層。

第XIV層：黄褐色粘質土野で．黒色土が若干混入している。

遺構の壁を形成する地山層は以下の如くである。

A層：賠茶褐色土層で，第 III, IV, VI層のベースとなった層である。

B層：黄褐色粘土層で，第 Vil,VIII陪のベースとなった層。

C層：明黄褐色火山灰層。

D層：明黄褐色火山灰含み百色火山灰砂層。

E層：乳灰色火山）火層。

F層：賠灰色火山灰層で，濁った乳色に近い層。

G, G'層：青灰色火山灰砂層で， G＇層の方は G層に比べてやや赤茶褐色味が強い。

H層：賠紫茶褐色火山灰砂層で，粒子か粗い。

I層：淡紫色火山灰砂層で，火山灰粒を含む。

J層：赤褐色火山灰砂層で，粒子は粗い。

堆積の過程は，城底面に屈植質の黒色土層 d, eが問層をはさんで水平堆積し，長軸断l面西側で

は壁の立ち上りにそ→て中位まで逹し，他の類例と比へて， この黒色土層はかなり厚いものであ

る。中下位では褐色上，火山灰，火山灰砂がくり返し崩落堆柏している。この状態を長軸セクショ

ンでみるならば，西側部ではほぽ上位近くまで埋没が進んでおり，一方東側部でぱ中位まで埋没し

ていて，西側から東側に向って斜面となっている。同種遺構の長軸セクションにみられる通常の堆

積状態では，中央部を頂点とする二等辺＿二角形に近い山形の状態となっているが，本号では西から

東に向って片流れの状態となっており，西側部の埋没の早さがうかがわれる。東側部の斜辺 l̂^には

最下層にみられる黒色土層 d. eと性状を同じくする腐植性の黒色上層 C がみられ，最上層では黒

色土層 a, bが流れ込んで埋没を完了している。 また，第 XIV層は壁面を形成している B層が浮

き上がったままの状態で崩洛せずに残ったものと思われる。

本号の長軸方向は東ー西力向にとっているが地形との関係をみるならば， 谷および等闊線が彎曲

して入り込んでいるため直行とも並行するともとれる位置に構築されているといえよう。

遺物は何ら検出されていない。

（この項．内山 真澄）

第 23号ピット（第 29図 3, 図版 13A)

標高 31.50~31. 75 m て．西側に馬の背のように突出した所に立地する。

長軸方向は， N50°E (N 130°W) で．傾斜に対する角度は，約 30° 程振れている。
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規模は．城口部て 262x 78 cm．城央部および凋底部で．各々 2:10x :19. 211 x 17 cmを測り．深

さぱ 124cmである 3

購底面は．やや凹凸が虎り．北西側は一段低くなっているっ長軸端の咽は．特にえくられた部分

はなく．ゆるい角度でその面はほぽ貞直ぐに立l-^っている。

図位は．

第 I 層：暗黒祝色ナ団で． 粘性ばなく． 芹千の小粒の略い十粒と微細な黄褐色土料を含んて

し、る。

第 II 層：暗灰褐色土中に， 茶褐色と賠黄褐色土粒が混じった膚で， やや堅くしま 9") ており，

所々に厨、上粒かある。

第 III 層：暗黄褐色ナ州で．全体に汚染されているが，昭くし主り粘性も克る。

第 IV 層： （暗）褐色（砂質）土陪で，全体に砂質分が増し，やや堅くしまっている。

弟 V 層：黒色上層で． 有機物をもく含んだ層である。第VA. VB. V(_̀，層の 3つの層があ

る。

第 VI 層： （灰）褐色砂層で．第v~の間と下にある層。

第 VII層：店千有機物（黒色lこ）を含む褐色砂）曾。

弟 VIII!曽：小礫糾じり J)黒灰色土）悴で，有機物を多く含む）性である。

地山は．

A層：賠黄褐色粘＋層で．やや汚染されている。

B層：妓褐色砂質粘土附。

(_‘層：貰灰色砂層J

l)層：煎褐色砂層。

E層：赤褐色砂層。

F層；白色シルト）付。

たお， 本遺構でば、 第YA, VB, vc~および第 VII, VIII層の前；合 5-―)の有磯物を含む黒

色伯が存在している。

遺 物（第 31図6，第 32図：3, 図版 19A)

的t内より， 1危．器片と縦長象IJ片が各 1点出 I.した0)みてあるこ

第 31図6は，第一種結束のある羽状縄文の I→Jこ， 縦位に貼付文を施し， この貼付文の両側に絡

蠅体圧痕文がある。ただ，ん側の方が急角度に施されてしる。色調は．賠灰色を兄し．胎士中に多

くの細砂［若干り小礫と巌緋を含んでしる。

第 32図:3ft, a, b両面i共にホジティブ・ベルフを有する縦長象ljJ-1で，下半ば矢損 Lてし、るが．

a面の両側縁と 1)面右下部側縁に，不規ll1Jな知い剥離が入ってしる。
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第 24号ピット（弟 38図，図版 13B)

慄高 30.25~30. 50 m の所に，傾斜方向に対して直交 lて存在するもので，長軸）j向はNl44°W

である。

城口部の大きさは， 37Qx130 cm. 城底部 345x 29 cm, 深さは 151cmである。

長軸両端ぱ 15,_____16 cm 程のオ—ーバーハングが認められ、 また壊口部 _-I::半は． かなり大ぎく

開いている。城底面てみる限り，やや幅の広し、ピソトであったかと思われる。

層位は，

第 l 層：黒褐色上層てあるが，若干茶色味がかり， a層につながる二次堆栢附である。

第 II・ ri曽：黒色＿卜／曽で，小砂利を若干含み，ややしまりがある。

第 III 層：明茶褐色土層で， やや賠い1賠灰褐色士罰中に黒褐色から賠茶褐色七粒をまだらに含

んてI,、る。

第 IV 層：賠戯褐色砂質＿＋層。

第 V 層：青灰色，黄褐色とピンク色の砂層の互層。

第 VI 層：黒色上層 (I) (fr機物層）。

第 VII層：賠灰色砂層。

第 VIII層：暗黒褐色土層 (h機物層）。

第 IX 層：灰白色砂層。

第 X 層：黒色上層 (II) (ti機物層）。

第 XI 層：賠茶褐色土層であるが，若f:fi^機物を合んでいる。

第 XII層：黒色十層 (III) (ti機物層）。

地山は，

a 層：黒褐色土）悦で，前述したとおり二次堆積層である。

A腎：暗茶褐色＿卜層で，粘＿十隅が汚染ざれた層かと思われる。

B料：黄褐色砂陪。

c附：黄褐色と肖灰色の砂層 0)互層。

D附： C層と同様のものて．灰白色，陪祝色，褐色，粁灰色砂層の互層である。

以 I.0)堆積をみると，本遺構付近では，地山に粘土層が認めらわないために．覆土ば、火山灰砂

層と茶褐色系統の＿卜．層で充娯されている。

有機物を含む黒色上層ぱ，塙底面のも含めて，バ／い状に薄い間図を挟み 4枚認められる。ま

た，第 XI層にもh機物を含んでいる。

遺 物（第 39図 1, 2, 図版 17A) 

覆」ヒ層中からt器片 4点が出土したたけである。

第 39図 1は， iμ節斜縄文の胴部片であるが，地文施文後に， 器面を再度調柩している。 2は，
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詈s)三
号（4) ピット出土土器

拓影図

丸棒状工具ないしは半歓竹竹

の外面を押捺した久様が横に

連続的にある。色凋は各々灰

褐色，赤褐色で， □ }こは多星

の紘維と細砂を含んでいる

が， 1は若干の小礫と細砂の

みである。

第 25号ピット（第 39図

3' 第 4(）図， 図股

14A, 171¥) 

標高 31.25~31. 50 m の所

に，長軸をN31°Wにおいて．

傾斜方向に対して北に 23° 程

振れて所在する。

規模は，城口部で340X 180 

cm,濱央部，凜底部で，各々

419 x 51 cm, 406 x lb cmで，

比較的規模の大きいピット

で，深さは 154cmを測る。

城底面は，ほぽ平らで，長

軸両端の壁には，ややオーバ

ーハングがある。知軸側堅

は，下半は，ほほ真伯ぐに立

上るが．その上部は．次第に
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大きく開し、ている 2

層位は，

第 I, I'洞：弟 I層は，茶褐色土層で．堅い上粒フロックを枇入し，略くしまっている。第 I'層

は，灰祝色土層で．やややわらかい。

第 II, IIl層：共に1賠黄褐色粘質七層て、第 II層は非常にしまっているが，第 III層はしまりが

なし ‘0

第 IV 謄：第 V層の青灰色砂層と第 III層との批合層てある。

第 V 罰：賠黒褐色上層て，有機物を含む油層である。

第 VI, VII附：共に青灰色砂層で，第 VII陪の方がやや白っばい。

第 VIII屈：賠茶禄色上層で，有機物を含む油層。

第 IX, X層：青灰色上層て，第 IX陪Ii第 VlI層よりはさらに白っばく，第 X陪は灰褐色味が

強し ‘o

第 XI I曽：灰白色火山灰附。

第 XII層：青j火色砂門てあるが，全体に白っぽい。

第 XIII/曽：赤褐色十料で， 褐鉄分が付行している野であるが， 中に黒灰色 U)有機物を含む士が

入っている。

地山ぱ，

A附：黄褐色粘上層て，堅い士粒小塊の結合休である。

B附：灰褐色ヽンルト質砂層。

C層：灰黄褐色ヽノルト質砂ピ青灰色砂の品合砂層。

D層：賠計褐色砂層 青灰色砂層，褐色火山）火層，白灰祝色火山灰層の互層。

E附：赤褐色砂層で，褐鉄が付着している。

なお，本ヒットの下半は，はとんと同質の青灰色砂肝で充隕され，その間に布機物を含む薄層が，

3 枚ある例である，つまた，壌 n 部中央には新しい攪乱か入っている'•

遺物は，覆士中から 1点出十したのみである。第 39図 3の資料で， 口唇部に貼付による肥厚帯

を作出し，この上に幅 5mm程の貼付文を鋸歯状に施している。肥財帯下には，破片内では横走す

る2本の貼付文があり， この閻に，中空の円形工具による剌突文列がある。貼付文上には，絡縄体

圧痕文が施されている。色は明褐色で、器内は調整され．胎十中には細かし緞維]細砂を若干含ん

でいる。

第 26号ピット（第 33図 2, 第 39図 4, 区版 14B, 17A) 

標高 31.5 m 程の所に．長軸を Nl57°Wにおして． 仙斜方1{,]に対して北に 45° 程振れて存在す

る。

規校ぱ，壊口部で 466x 12 cm、凜央部，壊底部で各々 419x 51 cm, 406 x 16 cmを測り， かな

り長軸の長いピットである。深さは 121cmで， 凋底部の幅はかなり狭いが， 城 u部に行くに従
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し、，大きく開いてし、る。

嫌底部は．ほぼ乎坦で．長軸両端壁のオーバーハソグはあまり顕著ではなく．特に北北東端は．

ほぽ真直ぐに立上っている。

層位は．

第 I 層：賠黒褐色士層で， しまりがなく黒色土附中に暗茶褐色の土粒を含んている。

第 II 層：暗茶褐色七陪で．中に焼土を含んでいる。

第 III 層：茶褐色土層で，黄褐色土粒を含みしまりがない。

第 IV 層：暗黄褐色土層で．所々に堅い土粒を含むが．全体にしまりがない。

第 v 層：暗黄灰色土層で．全体に堅い土粒を含み，中央部には黒色士が点在している。

第 VI 層：黄灰色粘質土層で．全体は． 地山の堅い粘士が崩落し． 二次堆積したものかと思わ

れる。

第 VII 層：黄灰色•ンルト質砂層。

第 VIII層：黒色土層（有機物層）。

第 IX層：暗茶褐色土層で，非常にしまりがなく．やわらかい。若干の有機物を含んでいる c

第 X 層：暗褐色砂層で， しまりがない。

地山は，

A層：黄灰色粘土層で，やや砂質分が多い。

B層：灰白色ヽンルト層，

C層：灰白色と灰黄褐色のシルト質砂層の互層。

D層：灰白色と灰色の火山灰層の互層。

E層：赤褐色火山灰砂層で．褐鉄分が付着している。

なお，城口部に幅広く入っている攪乱の内．中央部のものは，挟木の跡である。

遺物は，覆土中から土器片が 1点出土している。第 39図4は， 第一種結束のある羽状縄文があ

るが．一部重複して施文している。胎土中には．比較的多くの細砂を含み．色は灰褐色～賠灰色

で，器内には炭化物が付稽している。

（上野秀一）
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第3節竪穴住居址

竪穴住居址は 3基みつかっているが．いずれも．平面形とか層堆積の点で多くの問題を残すもの

である。以下．個々に説明する。

第 1号竪穴住居址（第 41. 42図，図版 19C. 20A) 

本住居址は． D-VI, VII Iバこかけて存在するもので．遺構確認面での標高は． 32. 250~32. 200 

m である。

本住居址(i. r-4発掘区セクション＇（第 3図）をとる際． VI列北西壁を深掘りしたが， その時

点で炉址部分を切断したため．その存在が確認されたもので，厚さ 25~30cm程の耕作土を除去し

た段階では，平面的には．そのフランは必ずしも明確ではなく．最初後述する茶褐色系統の色調を

呈した第 I~II層の分布l又域をもって．本住居址のプランとして認定した。

また，縦横 3本のセク、ンョンの観察では．南嘩・西壁の立J:.りは確認できたが，北壁側はかなり

しまった地山の粘七層に近い1習（第 IV, V 層）が堆積し， 平面的にはその限界が明確にできなか

った。そこで． 3本のセクションとは別に，数力所に小トレンチを入れ層の堆積を観察したとこ

ろ．第 41図に示したようなプランが確認されたものである。

規模は． 4.65X 3. 56mを測る卵型に近い乎面形を呈している。長軸は． N52°Wで．北西側がや

や幅広く．南東側が若干すぼまっている。遺構確認面からの深度は． 17cm程である。

遺構中央には． 1. 98 xo. 96 m の不整長楕円形の掘り込み様のものを図示しているが． これは．

地山の汚染された範囲を示しただけで．意図的に掘り込まれたものではない。この中には若干の焼

土と木炭粒を含むのみで．焼J-.そのものはこの掘り込みの中央に 1.45 xo. 86mの範囲で．床面よ

り高くマウンド状に止積されていただけである。

層位を示せば，以下の如くである。

第 I層：茶褐色～灰茶褐色を呈する土層で， （二次堆積した）火山灰を含む層で． 発掘lメ．．のセ

クションの第 VIIIa層に相当する層かと思われる。

第 IIa. IIb, IIc. Ild 附•第 IIa 層は．賠灰茶褐色土層で． 大および細粒の茶褐色土粒と黒

褐色の土粒を混合した層で．全体にややしまっている。第 Ilb層は．黒褐色から暗茶

褐色に近し色調を星し，細かな黄褐色上粒と若干の大粒の同様な土粒を含み，それら

がいば均ーに混［りあった層で．あまりしまり（まなく，粘性もない。第 IIC 層は，第

II b層に近い層であるが． この層よりやや多く黄褐色土粒を含み明るい層である。た

だし．大粒の土粒は入っていない。第 IId層は，性状は第 Ilb層と同様であるが．ゃ

や堅くしまっている。

第 IIIa. IIIb, IIIc. IIId層：本層は． 賠灰黄褐色を基調とした土層で， 全体に粘質的な層

で．花1黄褐色の土粒と堅い土料が全面に分布し．しまっていてやや粘性があり．若

干木炭を含んでいる。 この内．第 IIIa層は， 全体にやや暗く汚染された層であり．
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第 IIIc/悦は，若 f焼士を含み， もろくて粘性のない層である。第 IIId層は，全体に

粘性強く，鼓褐味が強い。

第 IV層：やや黄灰色がかった黄褐色粘質士限で，堅し ‘-t：粒の結合体からなり，かなりしまった

層である。

第 V 層：賠灰褐色i層て，あまり黄褐色の士料を含んでいない。所々に若千細かし竪い士粒が

あるが、 全（本にややしまりがない。

第 VIa, VI b, VI c I曽：第 VIa層ぱ，明褐色を旱した焼士層であり，所々に竪いt粒がある。

第 VIb/f1は， まだらに賠茶褐色に汚染された黄褐色粘士層で， 軽石が点在し，やや

やわらかい。第 VIc層は焼士により汚免された地山層で， 賠黄褐色粘-tJ曽で充填さ

れており，ややばそぼそしている。地山との連いは地山がやや黄色がちなのに比べ，

やや薄い茶褐色を只し，炭や焼士をわずかに点在することである。

床面は，ほぼ平坦であるが， •面に挟木を打ち込んた，店径 20~30 cmの円形0攪乱か｝、ってい

る。柱穴はこの攪乱リうため，存在の有無は確認でぎなか→た。また，遺構内北側競よりにおいて焼

-t：5が， 遺構外北東 1.8 m 科離れた所に焼土 6がみつかっているが， いずれも遺構確品面ヒであ

る。この土壌を水洗選別した結果，焼土 5からは火山性の細礫に混じって，若干の木炭粒と 2片の

黒耀石製の削片（焼けていない）が

出七している。一方，焼!--_6は名最

の火山性細礫に混じって，数もくの

黒耀石製の削片と若干の木炭粒が出

!-・，してし、る。削片は． 乎数は焼けた

例である。また，木炭料0)中に 1点

たけ堅果類の殻片があった。

炉址焼士層の内， 第 vra陪に関

しては，多量の木炭片と火山性の細

礫と共に，土器細片，黒摺石の削片

（半数程焼けている）と 1点の縦長

争I]片，嗚瑞殷の小形鉗（第 45図16,

17) などが出土してし、なこロサン＇

フルの c14年代測定では 4,090士270

年 B.P. (Gak-6, 597)はいと出てい

る。第 Vic層は， 火山付の細礫と

共に，若干の木炭粒と黒耀石および

1馬塙製の削片が検出されているが，

これは本来的に含まれてしたもので

はなし、と考えられる。

ロ
口

＼
 
さ

イ
・
ロ

ハロ
ーロ

10 CM 

第43図 S 265遺踏第 1号堅穴住居址床面出土土器 (P-14)出土状態
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遺物に関しては，長軸の面東側から床面について縄文中期トコロ第 6知の半尤形士器 (P-14:

祁 45図 1)が出士している。あとの資料に関して心 遣構と関沌して原位置を保って出士したと

断定でぎる資料はない。

覆士の遺物の出士状態に関しては會 第 42凶に示したが， この内土器片｛ま図て出土位置ーを示した

のが 26点（縄文中期 25点，同早期 l点）， 示していない破片が 14点の都合 40点である。なお，

P-14は遺構外から出上したものである。

石器ないし使用痕のある象IJ片は総数 20，屯，縦長名ll片 13,I’i（すべて黒櫂石で， S-28を含ま n,

削片 58点（黒耀石 53点，瑚塙 2点，硬質貞岩 1、1!、し，片岩 2点）が出士している。 この内， S -7 

し接合した S-8とS-15（黒椛石の扇形象IJ且）は，遺構外の遺構確認面のレベルから出上したもの

である。なお，第 45図 6のS-28の賓料は，遺構外の発掘区セクションをとる際の深掘り小トレン

チ内の第 Xla層内から出士したものである。

また，石器ないし使用痕のある条1j片 20点の内，休l川ないし床面近くから出土した例が 10点ある。

器種は，石話ないしナイフ状石器 (S-3)，石話 (S-27)，ナイフ状石器 (s-37)，削器 (S-11),

使用痕のある削片 (S-4, 12, 33)， フレーク・コアー (S-29)， 砥石 (S-14)， 擦石 (S-31)

である。この中で， s-3, 14, 27, 29, 31, 33, 37が壁の近くから， S-4と11が炉川問辺から，

s-12が炉址内から廿llーしていろ。これ以外の S-7 + 8, 16, 30 fま覆」中，第 46図 3, 4は遺構

内攪乱｝悦，第 45図 16, 17は炉址焼＋ー中から出士したものである。

遺物の出土状態は，全体にみて特に頌向性をつかむことはできないが，遺構の西側にやや分布の

密度が濃いという点は指摘てぎるかもしれない。

註）この Gak-6,597の測定伯ふ試料の炭哀皇が不足していたため，年代の知れている他の試料との枇

合物として測定して換算して出した結果 0)ため，信頼度は他のものに比して低いものである（木越邦

彦）。

遺 物（第 43~46図，図叛 15-3, 20B, 21A, 21A. 25A, B. :18-4) 

第 45図 1は， トコロ第 6類の半完形士器である。推定 Il径 28.8 cmてかなり大ぎく，器高もか

なり高かったものと思われる。器厚は 7~10mmで，粘士紐の輪積の接合部分では．やや器厚が油

くなり，器壁のI}、J外に凹凸が虎るが，全体にはまっすぐ立｝がり，胴張りもない。

ロ唇部には．貼付せずに， ひねり出しによる肥厚帝を作出しているが． このため器内の 1.5cm 

程下の所ぱ，若干窪んている。この肥雌帯上には，半戟竹管による連続剌突文が 2段横位に施され

ている。この面下には，径 7mm程のド］形刺突文が 4, 5cm前後の問隔で押捺されている。

地文は，肥厚帯と円形刺突文部分を除いてはぽ全面に施されている。縄文は. 2 £と 3£の本数

の異なる撚紐を 1本に束ねた綱文を回転したもので、全体として斜行縄文である。図式で小すと，
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10.P-19 
1品甜

第＂図 sz闘遺躊第1号堅穴住居址出土土暑拓影図

となる。 3¢の部分は， 2 ¢の部分に比べ，やや条に対する節の角度がきつく， 3 ¢と 2¢との条

は交互に出てくるため，全体として「ハ」の字のようになっている。たた，縄文施文後に再度器表

面を調賂しているために，一部の縄文は消失している。また，縦に 2.5~3cmの不規則な間隔で，

第二種結節状のものが，とぎれとぎれてはあるが，横に押捺されている。これらの内の一部には，

中に節が観察てきるものもあるが，多くは節iまなく，撚紐そのものの押捺のような状態にたってい

る。これと縄文のつながりは，必ずしも明確てはないが，縄文の回転の単位とは関連がある所から，

縄文の原体の一部が．ほぐれfこまま．原体を回転したために，価意識的についた押捺の可能性もあ

る。色調は，器内外共灰褐色を呈するが，一部賠灰色の部分もある。器外には，一部炭化物が付着

する。胎土中には，比較的多くの細砂と微呈の繊維を含むようである。

第 44図は，覆土中出 Lの土器片である。 1, 2 iin唇部の破片で， 1 (P-16) は小突起を有

し， 口唇部直下には， 2本の細い粘土紐を楕円形に貼りつけた貼付文を繰り返し施し，小突起上に

も，現在剣脱しているが，環状の貼付文があったようである。貼付文卜とその中には縄文原体の押

捺がある。 2 (P-10) は，波状縁の一部で， 口唇部は， ひねり出しによって肥厚帯的なものを形

造っているが，肥厚帯の傾斜は水平に近い。肥厚帯上とその下胴部には単節縄文が施されている

が，肥厚帯直↑ii，一部磨消されている。 3 (P-15) Iま， 口灯1部を欠損するが， 半銭竹管の内面

で引いた沈線文が横走している。地文は第一種結束のある斜行縄文である。 4 (P-24) も， 口唇

部はないが粘土紐を縦横に貼りつけ，その側面に丸林様のものを軸とした絡縄体による．やや深

い押捺を連続的に施文している。

1~4の色調は，各々褐色，県褐色～賠灰色，賠茶褐色，賠灰色で，胎土中には，細砂を含む

が， 3には特に多い。また， 4には若干繊維を含んでしる。

5~7は，胴部片である。 5は，羽状縄文の上に，別途に回転押捺した第二種結節がある。 6.

7は，破片内の観察では，単節斜行縄文である。たた， 7は風化してして判然としないが， 6は3

［の原体を利用しているのかもしれない。色調は，各々賠灰色～灰褐色，褐色，灰褐色で， 5の胎

土にはかなりの量の粗砂が入っている。

8~11は，無文上器である。いずれも器形は小形で， 9は口唇部を有し， 11は底部である。この

内， 8, 9は同一個体と思われるもので，器壁は凹凸に富み，また強く内彎していて， どのような
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第 46図 S265遺跡第 1号堅穴住居址出土石器実夏図 (2)(Kは，覆乱層出土）

器形を見していたか明らかではない。 11の底部は， 底径 2sx22.5 mmで， 22mmのJ亘さをもち，

心持ち張り出しかある。 立ヒがりの様子は深鉢形に近い形状をとる可能性か［はい。 10は．

m m程で， 器内外， 特に器外を丁寧に整形したもので， 内外共に頁直ぐである。色調は，

器屏 5

いずれも

灰褐色を呈し，名干の細砂も含む炉特に 10は堅く緻密に仕上げられている。

第 45, 46図に小したもりは，本住居址およひ周辺出1：の石器・佑ll片である。第 45図 2~5は両

面加工の石器で， 2
 

(S 3) は， 尖頭部先端が欠損しているが， 非常に長く， 幅広い尖頭部が杓

定さわる資料てある。柄部は， 対称形に三角形に仕上けられ， 逆刺の作出も明瞭である。柄部とか

逆刺部分の加工・形態からみると石鈷かと思われるが． 尖頭部が非常に長いことも考えられる所か

ら， 柄部があるナイフ状石器の可能性もある。素材は不明であるが， 柄部端に原石面が小さく残っ

ている。 3
 

(S-37)は． 狭長に， しかも全体に薄く仕卜げられており， 両面加工のナイフ状石器

の尖顕部（刃部）の破片かと思われる。先端は丸味を帯ひている。 この 2と3ぱ，晶子 (crystallite)

のかなり入った黒耀石で， 回ー母材から作られた可能性もある。

4
 

ぱ，

(S-27) は．

丸味をおび、

る所から．

石話で， 柄部が狭長に作られたもので．

こく一部欠損してし、るが，

欠損後に再調整した結果として，

逆刺の作出も顕宮である。 尖頭部先瑞

この欠損面の一部にも細かい剥離が再度人れられてい

先端がやや丸くなったものと解せられる。

5
 

(S-30) も． 半折品てしかも細部調整は a而下部両側縁の一部にしかなく． あとは大きな糾
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第2表 S265遺跡第 1号竪

挿図番号 遺物番号 資料名称 1 全長 幅
a/b 

(a) (b) 
I 

45-6 S-28 縦 長 剥 ) i 35.55 欝霞 25.25 ”” 1. 4 

7 S-11 削 器 36.45 15.80 2.3 

8 s-4 使用痕のある界1)| 35.05 18.85 1. 9 ， s-33 ,..； 33,80 11. 40 :l.O 

10 ク 26.95 13.60 2.0 

11 S-7+8 ク 32.65 16.30 2.0 

12 ク (17. 10) 16.30 

13 ク (13. 55) 13.65 

14 ’‘ 15.40 14.20 1.0 

15 S-12 

i縦

// 20.85 9.05 1. 2 

16 長 剥 ） ｝ 31. 20 8,60 3.6 

離だけである。以上の）、1,＇、からこの資料は，石鈷とかナイフ状石器などの両面加工のい器 0未成品か

と思われる。

6 ~15は． 縦長剣片である。 14ぱ，かなり寸の短い例であるが， a面の剣離痕の観察からは，

他例と同様のフレーク・コアーから作出されたものである。

この内， 6 (S-28) は前述した如く遺構外の発掘区セクションの第 Xia層から出土したもので

ある。

第 2表は， 6例を含め．図示した泰1j片の計測値を示したものである。

全長でみると， 12. 13 0)欠損例を除くと 6~11, 16例の 33.5mm前後のグルーフと， 14, 15 

例の如く 15~20mmの小さいものとに分かれる。次に最大幅でみると 6例と 15例を除いては．

15mmの前後の所に集中している。 6例は 25.3mmで幅広く，逆に 15, 16例は各々 9.1, 8. 6 

mmで狭い。

全長と最大輻の比（全長／最大幅）をとると． 6例は 1.4, 14, 15例が各々 1.0と1.2となるが，

あとは 1.9~3. 6で，数仙が大きくなり．狭長のものであることが判る。

打面に関しては，そ CT)幅ぱ 6例が 18.3mmであるが，あとは 7, 10, 11. 14, 15例の如く 9

mm前後にくるものと 8. 9伊ljの如く 1.3~2, 5 mmて極端に狭いものとの 2つてある。この内，

打面の状態の判らない 8, 9. 15例と欠損品の 12, 13, 16例を除くと， 6例以外はすべて厭1i面

である。 6例のみは調整打面である。

以上の事実から 14, 15例を除く 7~13例と 6例とは． 幅・打面の状態などの点において芯媒を

見い出すことができ， しかも a面の剣離の稜線も， 6例はほぽ平行に 2本入っているが他例はこれ

に比べると不規則であるハ出土層位などの点からも、 この 6の資料は遺構内出土い資料と ti時代が

異なり，古い時代の所産てある可能性がある。なお， 6, 16例には二次加工ぱなし、つ

7 ~15例については．いずれもその側縁に何らかの小象lj離が入っている。 7, 9例は，両側縁に
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穴住居址出土剥片計測一覧表

厚 さ
打面幅 lI | tr 

打 角 I
d / C 面

(0) | 
備 考

(C)(I) (d) (2) 

6,60 罵霞 6.60 IIIJI 1.0 18.3 露欝 調幣面 98C 

7,35 9.60 1. 3 10.8 原石面 90° 

10. 05 10. 40 1.0 2. 5 

3.80 4.40 1. 2 1. 3 

3. 75 4.55 1. 2 8.9 原石面 106' 一部二次加「］、
ってし、る

4.30 5. 4(） 1. 3 9.8 廂：石面 105 

2.55 

3,00 焼損けている（欠
削 ~` ＼ 

4.75 4.85 1.0 7. 7 原石面 9(） 

2.90 3.45 1. 2 7. 7 ？ 

I炉址焼土内出」3.40 4.90 1. 4 

やや背の高い二次加工があるものであり．他例は主に a面の両側緑ないしとちらかの側緑の一部

に． 不規則な浅い小剣離がある。なお． 10例には． b面右上部側縁に整然と Lた剣離が入ってお

り， 13例は欠損前に過度に焼げた資料である。また 11は． S-7とS-8とが接合した例てある。

17は現瑞製の小形鉗てある。全長 12.3mm, 厚さ 2mmの小泰IJ片の上部を餘く両側面に．主

｝こ a面側からの直角に近し、小剣離を入れ．下端にノだ頭部を('「出している。尖頭部先端の b[I,II側の右

エッジは摩耗している。

16, 17は． フレーク・コアーである。 16は， b面は原石面であるが． b面側からほぼ直角に判

離を入れた痕があり． これを切ってこの面の右側の原石面を打面として．鋭角の角度で．扇状の糸lj

片を a面からとっている。なお． この資料にはこの後 a面右側縁に背の高い二次加工を加え．掻器

として再利用している。 17も． b面は原石面て， a面に現在残っている剣離痕から観察すると．ま

ず b面左の面を打面として 9回以上の剣離を入れている例である。

第 46図 1は． 小形の砥石で． a. b両面と図示した側面が擦面として利用されていろが， a面

側の方が滑らかで．若干コンケーブしている。 2は．桂岩製の粒子の粗い石質で． この表面を細か

に敲打し．滑らかに整形したもので，左図に示した面は一部平坦な面になっている所もある。欠損

品である。石斧とか石皿の敵打調整に用いた敲石であったであろうか。 3は．石錘の破片である。

4は，硬質頁岩岐の捧状0)石の両端が．繰り返しの敲打で序耗したものである。敲石の一朴かと思

われる。

第2号竪穴住居址および第 14号ピット（第 47, 48図，図版 21B, 22A) 

本住居址はD-VII区にあって．遺構確認面での標高は約 32.200~32. 100 m である。

平面形は，不整の菱形に近い形状をとるが．中央部分は一段低くなっており．その形はほぼ不粘

の五角形に近し、。外側の平面の大きさは 4.68x 4. 07mをはかり， 内側は 3.24 X 2. 33 m をはか
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る。これら両者は．後述するとおり層堆積の観察では 2つの住居址が複合したものてはなく．ベン

チを有する 1つの堅穴什居址であると考えられる。長軸方向は． N88°Eで東4 西方向をとる

外の輪郭線の内．南但1]の部分は・部攪乱が入っていたため，立上がりが明確てなかった所で． こ

のラインはセクションから推定した。また、内段の南側の一部は，その立 l：がりを確実に捉えるこ

とができなかった所である。また西側の所も段が明瞭ではなく，ベンチ部分から内側へ漸移的に

下がっている。

92 

層堆積を示せば．以下のとおりである。

第 I 層：賠灰褐色～茶褐色を呈した上層で，細かな賠黄褐色土粒と茶褐色土粒が混合した層

で．全体にしまりなく粘性もなし。

消 Ila, Ilb層：第 IIa層は黒褐色～暗黒褐色を呈した士層で．所々に黒褐色の堅い土粒を含

み，若干の賠黄褐色の細粒も入っている。全体にややしまっているが，粘性はあまり

ない。第 IIb層は賠茶褐色 l-．層で全体によくしまり，茶褐色と賠黄褐色の七粒が細か

く混合した層である。

第 IIIa, Ill b層：氾 Illa層は， 県褐色土）怜で， 全体に大粒の黒褐色の堅い I粒の結合休から

なっている。若干木炭の細粒を含んでいる。第 IIIb層は．茶視色の色調を呈するが，

性状は第 IIIa層と同じである。

第 IV層：賠灰褐色がら暗褐色を桔調とした I・）晉て，若干の茶褐色の堅い土粒を含み．ややしま

っているが粘性はない。

第 V 層：賠茶褐色上層で，全体にややしまっているが粘性はない。細かな黄褐色土粒とやや賠

い黄褐色の土粒が混しりあった層てある。

第 VIa, VI b, VI c, VI d. VI e層： この層は暗灰褐色～賠黄褐色を基調とした層で． やや

堅い賠灰褐色から賠茶褐色の土粒と若干のやややわらかい暗黄褐色土粒を含んだ．全

体に粘性のある層である。 この内． 第 VIa層は大粒のやややわらかい黄褐色土粒と

若干の堅い暗（灰）褐色の土粒からなる層であり， 第 VIb層はやや堅い暗茶褐色の

±粒に．若1の賠黄褐色の土粒を含む嗜である。第 VIC層は（黄）明褐色の細かな＋．

粒を多数． そしてやや堅い暗灰褐色土粒を若干含む層。第 VId層は賠（灰）黄褐色

土屑で，賠灰褐色の大粒の堅い七粒と賠黄褐色のやわらかい土粒からなり．全体に粘

性がある。第 VIe層は賠黄褐色土屈で，堅い士粒をかなり多く含む層である。 これ

らの層は．いずれも床面について堆積している土層である。

第VII)特：暗褐色（粘質）土層で，若干やや堅い土粒を含むが粘性は強い層である。ただ，全体

にしまりはない。

以 1::7つに分陪した層は，大きく 4つにまとめられる。

(A):弟 I層の賠灰茶褐色から茶褐色土層。

(B):第 Ila, Ilb層（黒褐色～暗黒褐色上層），第 IIIa, Illb層（黒褐色．茶褐色土層）。

(C) ：第 IV 層（賠灰褐色～賠褐色 I'.層），第 v~ （暗黄褐色土層）。
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(D):第 VIa, VI b, VI c. VI d. VI e層（賠灰褐色～賠苗褐色（粘質）士層）｀ 第 VII~

（暗褐色粘質士層）。

この内 (A) とした第 I懸は．発掘区セクションの第 vma喘に相当する層かと思われる。

本住居hl：内には第 47図に示したとおり． SP-1, 2の 2つの小ピ y 卜と第 14号ピットとした

ピノトがある。

S P-1は，長軸の西側，一段下がった内段に接して存在するもので，大きさは 91x 85 cmの小

帖円形のプランを呈し，探さは約 18cmである。

層位を示せば，

“料：黒色士層で， しまりなくやわらかい層である。なお，本層を水洗選別した結果火山性の

細礫と軽石片に混じって比較的名くの木炭細粒と黒耀石岐しり削片 1点が検出されている。

8層：黒灰色士層で．全体に汚決竺れた暗灰褐色粘質土思中に粒状にやや堅い黒灰色の十-f立を含

み．全体にややしまっている。

r層：賠黄褐色士層で，所々賠灰褐色に汚染されている。

6 ！曽：黄褐色砂質土層で，やや昭くし主っている。

なお，セクションラインの南東部分には挟木による攪乱が入っていて，立上がりが明確ではな

し、

゜
S P-2は， 遺構中央よりやや東に偏した所にあるもので， 大ぎざば約 100x 78 cmの卵形を呈

した小ピ 1 卜で，深さは最大 15cm程であるが，底面は東側に向.―)-（やや高くなっている。

A-B七クションに示した層位を説明ずれば，

a 廣：賠黄褐色士層で，やや汚染された賠黄褐色の粘質士陪中にやや大粒の灰茶褐色の土粒を若

-f含んでいる。木炭の細片が少し含まれていた。

＂居：賠灰褐色士層で，全体にやや汚染された賠灰褐色粘質十料中にまだらにやや明るい／火茶褐

色の七粒が入っている。

r屈：黄褐色粘質土層で，やや砂げく褐色味の強い粘質士一度る。

6附：灰褐色粘質土層で，粘性と［主りのある粘質士層である。

なお， C-［）セクションに示したよりに，住居址の北側に住居:111埋没後に掘られた第 14号ヒ、ノト

がある。このヒットの乎面形は，最初その存在を知らずに全体を掘り下げたため明らかではない

が， セク・ンョンライン部分での城口の大きさは 1.23m程である（破線部分）。実線で示したのは

壊底部の一部である。深さは住居hrの遺構確認面から約 31cmである。

層位を示せば，

a陪：茶褐色土層で，非常に細かな黄褐色の粘土粒を均ーに含み， ざくさくしていて粘性もない

層で，二次堆積層の可能性もある。

b層．賠茶褐色士層で，堅い茶褐色しり上粒をかなり含み、 また細かな賠灰褐色の士粒も若千人っ

ている層で，全体にしまりかあり粘性もある。木炭の細片を若-f・含んでいる。

C, C1, C"料：賠灰褐色士層で， CI曽の方は大粒のやややわらかい貨褐色の士粒と若干の堅い賠
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（灰）褐色の士粒を含んだ層てあり， c'層は暗灰褐色のやや堅い士粒と賠故褐色のややや

わらかい七粒からなる層で，全体に暗く汚染されているが，粘性はある。 c’'層は， c'層よ

りやや汚免は少なく，堅いt粒を数多く含んでいる層てある。

なお， このセクゾョンラインでは出てこないが， ピット下部の東側に墳底面に接してやや砂質ぽ

く，汚染された細かい七粒のみ含んた黄褐色七層が堆積してしる。

第 14号ピット内から確実に出士したと思われる遺物は， 十器片 4点と黒耀石製削片 l点のみで

ある。この内， P-1の資料 1点だけを図示した（第 49図20)。20は半戟竹管の内面を横に引いた

もので，裏面は名lj脱しているが，表面の色は褐色で，胎士中に細砂を含んでいる。なお， P-2は，

内面にも縄文があるトコロ第 6類の破片。 P-3, 4は風化した縄文中期の胴部片である。

第 2号竪穴什居h|r）ヽ］出土の遺物に関しては，遺構内床面に明確に原位置を保って出十したと思わ

れる資料はない。第 48図に示したのは 点をとった資料の出十位料と出土レベルを概念図で示し

たものであるが， t器片はすべて点をとってあり， この内縄文中期の資料が 73点， l,U早期のもの

が 1点である。

石器ないし使用痕のある条lj片は，第 50図に示した 7点 (s-6, 19, 23, 28, 34, 37, 54') と黒

耀石製の条lj片 11点（ S-2, 5, 7 ~10, 17, 24, 32, 35, 50)か出七しており，いずれも点をお

としてある。黒耀わ彼の削片Ii，点をおとしたもの 46点（石器と争lj片および S-18, 26. 44, 56を

除く資料で，内 S-4と41は焼げていた）と点をとっていないもの 74点（内， 焼げているもの 4

点）の都合 120点である。石斧関係の象lj片（片岩）は， S-29の 1点と点をとっていないが， あと

3点出士している。

石器ないし使用痕のある剥片の内， S-19, 23 (S P-1内）， 28は，床面に近いレベルであるが，

S-6, 54'は覆十中央， S-37は遺構確認面のレベルである。これら 7点の平面分布は， S-19,28, 

34, 37, 54'の5点は外側のベンチから出tしており， S-6, 23の大形石器は内側の SP-1の内

外から出士している。あと， 剥片類は S-5, 32を除いて SP-2・の東側に集中しており， 削片も

S P-2の周辺から東側と南側の外のペンチの 2カ所にまとまる傾血がある。士器片も削片の集中

内にかたまり，さらに西側の SP-1の周囲にもまとまりがある。

遺 物（第 49, 50図，図版 24A, 25A, B) 

第 49図 1~19に示したのが本竪穴住居訓出七の土器片である。

1 (P-14)は羅文早期の胴部の資料で， 表裏共に平滑に調格された無文士器である。明褐色の

色調を呈している。

2 ~19は，縄文中期の資料である。 2 (P-71)は， 斜めに調粘された幅広の口唇部上に長 Hの

刻みが入っている。胎七中には，餓維とか茎などを含んでいて中空の部分がある。 3は， P-58と

発掘区 (D-VIII区）出七の土器片とが接合したもので， 口唇部とその貞下に， 2本の幅広い粘七紐

を貼り付け，各々のLに縦に縄文原体を圧痕したものである。色は賠灰色で，太目の繊維と細砂を

含んでいる。 4 (P-61)は， 3と同様に粘t紐を 2本低く貼付け，各々の貼付の上には， 2本づつ
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第 50図 5265遺跡第2号竪穴住屋址出土石器実測図

半戟竹管の内面を連続押捺したものがつけられている。色は黒褐色～茶褐色で，多量の細砂を含

む。 5(P-34)は， 口唇部を欠損し， また風化が激しいが，半裁竹管の内面の押捺がある。 6(P 

-53)は，小突起と肥厚帯があり，肥厚帯―卜Kこ円形刺突文がある。 7 (P-57)は， 口唇部直下に，

破片内で， 1段平箆による連続刺突文が横走する。色は黒灰色である。 8 (P-18)は，地文の上
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に平箆による連続刺突文が 2段観察でぎる。色は暗灰色である。 9a, P-7とP-65とが接合した

例で， 口唇部は欠損ずるが， 1付外面に第一種結束のある羽状縄文がある。

10~19は，胴部片である。 10~13は羽状縄文で， 10例以外は第一種結束によるものである。 14

(P-74)は，地文はイ頂明であるが第二種結節が数本横に走る。 15~18は，斜行網文と思わわるもの

て， 15ぱP-8とP-30とが接合した例である。 19ぱ，裏面が剥脱しているが，表面に赤色物質の

付着がある。

第50図に示したのは，石器ないし使用痕のある泰1j片である。 1 (S-37) ば有茎鏃で， a面に

原石血， b面に節理血を残し，茎部を除いては側縁調柏てある。茎部は三角形で，狭長には仕 j：げ

られてしない。 2~4は，縦長象Il片である。 2 (S-28) は， a面右側縁に若干使用痕がある。打

面は小さく原石面である。 3 (S-54') は， 下半が欠損しているが， a面右側緑どその裏面に調整

判離がある。 4 (s-9) も 知l片の先端の破片で， a血右と b面左側緑にやや村の高い調躯刻離

がある。尖頭部を作出している，点から，石鏃0)未成品の可能性もある。

5'(S-34)は，砺質頁岩製で，横断面五角形に縦に節理された石材の 2面の一部に剥離がある。

上下両端ぱ欠損してし、る。用途は明らかではない。

6 (S-6)は， 凝灰岩製の砥石の破片である。側面は使用してないが， 平坦な両面に擦痕が観

察される。

7 (S-23) しま，面取りのある部I厚い石皿の蔽片である。両面共使用しているか， a面側の方が

平坦である。

第 3号竪穴住居址および第 15号， 第

16号ピット（第 51~53図，図版

23A, B) 

本遺構は， D-VII区にあって、 その遺構

確認面での標高は，約 32.lOOmである。

本遺構ば，後述する‘とおり，第 3号竪穴仕

居址と第 15号および第 16号ピットし')3つの

遺構が軍複したもので，それらがかなり接し

て切合いまた数多くの攪乱が入っていたた

めそれら U)遺構の確認ぱ困難を極め，明確に

できなかった部分も多い。

耕作＋ーを除去した段階で， まず確認された

のは第 15号ピットである。ほほ柏円形に黒

褐色士層の拡がりが認められたものてある。

この時、点では， 第 16号ピット， 第 3号竪穴

住居址の存在は，その jー一部を発掘区セクショ

c
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第51図 S265遺跡第 15号ピット実測図
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ンの第 VIIIa層と耕作上の混じった層が覆っていたため確認でぎなかった。

第 15号ピット（第 51図）しま，塙口部の大きさ 113x 83 cm, 深さ 21~18cmをばかる，ほぽ楕

円形のビットである。長軸は． NllCEでほぽ南ー北方向である。

摺位を示せば，

第 I 層：黒褐色土層で，所々に黄褐色と堅い賠黒褐色の土粒を含み，ややしまっている。

第 lI I曾：暗茶褐色上層で，第 I「曽と性状はほば同じだが，全体に粘土粒を含む量が多く．堅く

しまっている。また，少鼠の木炭片を含んでいた。

第 III層：賠褐色土層で， 第 II料と性状は似るが， 粘土粒の含む量がさらに多く．堅くしまっ

てし、る。

第 IV層：暗褐色土）情で，堅い上粒の結合した層である。

なお．本ビットの城底面の層は．はぽA-Bセクショソラインを境に大ぎく変わり． C-Dエレベ

ーションに示したとおり，北側は砂質ぽい褐色土屑南側は黄褐色上層である。

遺物は，東壁に近い塙底面から，断面楕円形の擦石が出土してしる以外は，覆士中から散発的に

土器片 (12点）が出土したのみである。なお，底面および壁際から黒耀石製の削片が数多く出土し

ている。これらの層を水洗選別した結果では，火山性の細礫に混じって，数多くの木炭片，黒耀石

の細かい削片，石斧の素材である片府の削片，土器の細片が検出され，また赤色物質の細粒も出土

してし、る。なお，木炭片の中に 1点昭児類の殻片（グルミ？）があった。

第 16号ピットおよび第 3号竪穴仕屈址は， 前述したとおり覆七の上にA層が堆栢していて， そ

の平血プランを上からは確認できなかったものである。

第 16号ピットは， 第 3号竪穴件居址を切り込んて構築されたもので， その壌口部における平面

形は明らかにすることができず，渡底部近くの立上がりの一部のみ確認しただけてある。確認され

た限りの大きさは，約 150X78cmの不整楕円形のフランを呈している。深さはセクション図でみ

ると 29cm以上と推定される。長軸方向は， N39°Eでほぽ北東一南西方向をとっている。

層堆積ぱ，

A層：賠灰褐色の七層で，粘性はなく， さらさらした細粒の粘土粒を均ーに含んでいる層で，耕

作土がかなり含まれている。耕作土と発掘区セクションの第 VIIIa層（旧腐植土）が混じ

った層かと思われる。

B層：灰茶褐色土I曽て，全体に堅い上粒からなっている。

c居：暗黄褐色砂質七層で，黄褐色砂質土層をベースに茶褐色土粒が点在している。

なお，幅広く縦に入っている攪乱層は，暗褐色士層で，粘性はなく細かな砂を含み，粘土粒もほ

とんと含まれないものて， これは挟木による攪乱かと思われる。 A層ぱ遺構覆土上面を覆っている

堆積料で， BとC層か覆土である。 C層は，最大阻 7cmで猥底面について存在し，あとはB層が

厚く堆栢している。

遺物は，覆土内から十器片 1点（ P-1), 縦長倒片 1点 (S-3)， 削片 3点 (S-1, 2, 4) 

が出士 Lているのみで危る。
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第53図 S265遺跡第3号竪穴住居址出土遺物分布図

第 3号竪穴住居址は，南南西から東側の壁の立上がりが明瞭につかめなかったため，その平面フ゜

ラソは必ずしも明確ではなく，また城底面も第 16号ピットがあったため一部分しか判っていない。

痕口部での大ぎさは，おおよそ 150x78 cmをはかり，その乎面形は長軸の一端がやや狭まる卵

形を呈している。長軸方向はN43°Eをはかり，ほぼ北東ー南西方向である。南西側の城口部のライ

ンしま他に比べてやや直線的になっている。深さ (i，遺構確認面から 19~22cmてある。

層堆積も第 15号，第 16号の両ピットで切ちれているため，墳底面および壁付近の層しか明らか

ではない。
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イ層：灰茶褐色士層で，やや暗く，堅い土粒からなる。

ロ層：灰茶褐色土層で，全体にやわらかく，堅い士粒は含んでいない。

ハ，ハ＇層：共に暗黄褐色粘質土層。ハ層は，やや汚染された粘質土層で，堅い士粒が若干のみで

しまりはない。ハ＇層は，堅い土粒が多く． しまっている。

ニ層：茶褐色士層中に焼士が点在している層。

ホ層：赤褐色を呈した焼＋層。なお．本層を水洗選別した結果では．火山件の細礫に混しって，

やや多めの木炭細片． クルミ殻片 (1点），若干の黒耀石製の削片などが検出されている。

この焼土層は本住居址の中央部よりやや南西に偏した所にあり， 40x 21 cmの大ぎさで不整卵形

に分布する。層厚は最大 8cm程で， その長軸は北西ー南東方向で， 本住居址の短軸方向と一致す

る。

なお． 本住居址の長軸の北東端には． SP-1の小ピットが穿たれている。凛口部での人きさは

33 x 32cmで，深さは 26cmである。小ピット内の士壌内容物は暗黄褐色士層で，火山性細砂をか

なり含み，粘性はない。

遺物に関しては， 士器片 15点． 石器ないし使用痕のある名1j片3点 (S-29, 32と」：：層部出士の

例）， 倒片 5点 (s-2, 12, 14, 19, 35で，内 S-19以外ほ黒耀石）， 削片 48点（内第 53図に点

をおとしたもの 37点で，石質はS-35が片岩製であるが，あとは黒耀石製である。なお， S-37の

資料は焼けていた），小礫 1点 (S-20)が出士しているが，すべて覆土中と考えられ，他例と同様

遺構と関連して原位償の状態で出一十したものはない。

遺物の平面分布における傾向性は， 明確ではないが， S P-1を中心とした遺構の北東側と焼土

の周辺にやや集中する。なお，焼土下のかなり深いレベルから出土している S-37の黒耀わ製の削

片は焼けていた。

遺 物（第 54, 55図，図版 24B, 25A, B) 

第 15号ピットからは，前述したとおり縄文中期の土器片 12点と石器 l点が出士している。

第54図 1, 2は同一個体と思われるもので， 口唇部を欠損するが器内外に第一種結束のある羽

状縄文があるものである。ただ，器外は横回転，器附は縦回転である。いずれも縄文施文後再度調

整されている。なお， 1の資料は，本ピット内から出＋」したのは上の破片だげであり．下の 2片は

第 2号竪穴住居址の P-7+65の土器片で，両者が接合した資料である。

3, 4は底部片である。 3は，張り出しがあり． 4にはそれはほとんど認められない。

あと 8片は胴部片で，内 4片が風化の著しいものである。

第 55図lは断面長楕円形の擦石で， 長軸の一側面を擦面として利用している。擦面の幅は 0.8

~1.1 cmである。また a, b両面に 2カ所づつ相対して凹みがあり， 凹石としても利用されてい

たものと思われる。たたし， a面の方が全体に凹みは探い。さらに， この両者の面も局部的に擦っ

ていて．乎坦にたってし、る。

第3号竪穴住居址出土のものの一部は，第 54図5~12と第 55図2~4に示した。
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第＂図 S265遺跡第 15号ピット (1~4)，第 3号竪穴住居址 (5~12)出土土器拓影図
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゜
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『り
= 4.S-32 

第55図 S265遺跡第 15号ピット (1)．策 3号竪穴住居址 (3~5)出土石器実測図

第 54図 5, 6 (P-3, 11) は，いずれも口唇部直下に低い肥厚帯を作出し． この下に円形刺突

文のあるもので， 6には口唇部上と肥厚舟 1：に各 l段の平箆による連続刺突文がある。

7, 8 (P-8, 5) ぱ， 同一個体と思われるもし丁て， 3 ¢の縄文を表裏と口屈部上に鹿し， n 

唇部下には，数段半歓竹管梯のエ具によるィ＜規則な述続刺突文を横走させている。色は赤褐色であ

る。たtこし， 8の破片には内面纏文は観察されなし、0

9, 10 (P-7, 13) は， 阿一手法による地文を打する胴部片である。山内清男（山内 1964) の

いう異条の一柚と思われ，記号で示すと

L i[ ［ 
になる。色は人裏共に灰褐色てある。また，表面は比較的滑らかに調整されているが，裏面は凹凸

が激しし 'o
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11 (P-10) は，胴部片， 12(P-2) は，底部位片である。

第 55図3は側縁調整の削器の破片， 4, 5 (S -29, 32)は，狭長な小形の縦長剥片の側縁に浅

い剣離のあるものである。 4は，下端に尖頭部を作出している。

（上野秀一）

（参考文献J

山内清男： 1964『縄文式土器』日本原始美術 1
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第4節焼 士

焼士は， S265遺跡の発掘区内からは， ピットと関連してみつかったのを含めると B-1~B-8 

まで 8例ある。すなわち． B-2は 第3号ピットの城口から濱外にかけて分布するものであり，

B-5, 6は第 1号竪穴住居址内の遺構確認面のレヘルと遺構外にあり． B-7は，第 12号ピットの

遺構外にあるもの． B-8は 第4号ピットの遺構内濱口部（第 I層）にあるものである。 B-1,

3, 4は，単独にみつかったもので，この 3者につし、て以下に概述する。

(1) 焼土 1 (B-1) （第 56図，図版26A) 

焼士 lfi, F-V区にあって，標高は 32.400mである。焼士の拡がりは． 50X38cmで． 層厚

は 3cm程である。この焼士層を，水洗選別した結果では，黒耀石艘削片と木炭細片が各 1点みつ

かったのみであった。焼十ーの北側の限界部分には． s-1とS-2の2つの配石があったが．各々擦

石と石皿の石器の破片である。共に焼けていた。また焼士内およびその周辺から羅文中期の士器片

6点，同晩期 4，点． フレーク・コアー 2点，黒耀石梨の削片 2点，小礫 2点が出十している。

なお，本例は石組のある炉址であった可能性もある。

A と -/ ＼ジ‘ • 
8-4 8-3 

L 32 600 B 
A 

---＝が土
0 20CM 

゜
1M 

1,9_, 

第56図 S265遺跡焼土 (B) 1および焼土 (B) 3, 4実測図

遺 物（第57, 58図，図版 26B)

第57図 1, 2は， 縄文中期の資料で， 1は 地文施文後に横走する粘士紐を破片内て5本横還

させたものである。地文は， RLの洋節縄文と Lの無節蘊文を別々に回転して羽状としたもので．

貼付帯上にはRLの縄文が施文されている。色は褐色を呈し，胎士中に繊維は含まない。

2は， 口唇部直下に低い肥厚帯を作出し， 口唇部と肥厚帯上に羽状に，細い丸棒状工具による刻

目を入れている。

3~6比羅文晩期のもので， 3は内面の口唇部直下に，丸棒状工具による深い沈線文と撚紐の

押捺がいずれも縦に入っている。 4, 5は，沈線文が施されたものであるが，細片のため文様構成

｛ま明らかではないG 6ぱ，胴部片で．羽状に糧文が施文されている。なお，所々条問が開いてみえ
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第 57図 S265遺跡焼土 (8) 1および付近出土土器拓影図

るのは，縄文施文後に再度器面を調整しているためである。

第 58図 1ii, 断面三角形の擦石である。 破損品であるが， 破損後に所々黒くすすけている。 2
 

は．

ひ．

部肝ーい石皿の破片で， 擦面は原石面に近いままで，

火熱を受けたことが判る。

3, 

あまり滑らかではない。

4は，黒耀石製のフレーク・コアーである。いずれも b面に原石面を残し，

全体に赤味を常

a面側から，糸lj

片をとっている。共に焼けていて，

(2) 焼土 3,4
 

(B-3, 

本来の光沢は失われている。

4) （第 56図）

燒土：｝， 4も、 F-V区にあるもので， いずれも粘土層の上面が焼げていたものである。

第3表 S 265 

番 号 遺 構 名， 区 大 き さ 厚 さ
| 

B-1 

B-2 

B-3 

B-4 

B-5 

B-6 

B-7 

B-8 

調

焼土 1, F-V 区

第 3 号ビット

焼土 3, F-V 区

焼土 4, F-V 区

第 1号竪穴住居址覆土上面

第 1号竪穴住居址遺構外

第 12 号 ピッ ト

第 4 号ピット第 I 層

第 1号竪穴住居址，

第 3号竪穴住居址，

炉址

炉址

50 x 38cm 

72X44 

18 X 17 

56x24 

47 x37 

93x84 

118 X 87 

49x40 

145x86 

40x21 

3.0cm 

3.0 

3.9 

2.0 

3.0 

22.0 

11.0 

16.5 

14.0 

8.0 

色

-

'

-

.

'

 
賠赤褐色

明褐色

褐色

明褐色

褐 色

褐色

賠赤褐色

明褐色

赤褐色

（内容物： ◎非常に多い， 0多い，△少ない， Xなし）
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第58図 S265遺跡焼土 (B) 1出土石器実測図

B-3は， 18x 17 cmの大きさで， 厚さは 3.9cm程である。本層を水洗選別した結果では．木

炭細片 1点と火山性の細礫と軽石が若干検出されただけである。

B-4は， 56x24cm, 層淳 2cmのものであるが，本層を水洗選別した結果ては，火山性細礫が

若干みつかったのみである。

遺物は，いずれも何らみつかっていない。

（上野秀一）

遺跡焼土一覧表

内 容

黒耀石削Ji物I 士岱片 1細礫およぴ軽石I 
備 考

性 状 炭化物

腐植土やや多く，粘性ある＇ △ △ 

I 

X 

I 
X 

配石 (2個）を有
する

パサパサして細粒分多い △ X X 

゜
遺構内～外

やや木目細かい △ X X △ 

木目細かい（含灰？） X X X △ 

さらさら △ △ X 

゜やや木目細かい △ 

゜
X ◎ 堅果類の殻片 1点

土壌サンプルなし

腐植土多く含む △ X △ X 

パサパサして粘性なし ◎ △ △ ◎ 
縦長剥片と石錐出
土

木目細かい

゜
△ X 

゜
クルミ殻片 1点
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第 5節まとめ

本節では， S265遺跡で検出された土城 16基と堅穴住居址 3枯，そして S265, S 263 • 262, S 

269の諸遺跡からみつかった溝状遺構 24旭について，以下にその問題点を簡単にまとめてみたいと

思う。なお，上述の 4遺跡の遺構一覧表は，第 4, 5表に示した。

(1) 土墳

S265遺跡からみつかった 16某の土城は，第 1号ピットを除いては，その造られた時代とか性格

し文明確ではないものが多いので，事実品載と重複するが，個々に触れていきたいと思う。

① 第 1号ピット

本ビットはほぽ円形に近いプラソを足し， 164x 152 cm, -50 cmで規模の大きい土購である。

覆土下部には，焼土粒 (D~F層）と木炭粒 (C~G層）を含み，城底部は焼き固められたような

状態になっている。覆土の上には， A層とした旧腐植土層（第 VIIIa層）が准積している。

土凛内の南壁際には，縄文中期中能の「円筒上層 d式」の半完形土器が，底面からやや浮いた状

態で出土している。また， この土器の近くの比較的城底面に近いレベルから， 2個の焼けた粘土紐

と有孔石（自然石）が出土している。

また，城底面直上に堆積している E層から水洗抽出した木炭の c14年代は， 3,660士140年 BP. 

(Gak-6, 595) と出ている。

以上の状況から，本 1:::゚ ノトぱ円筒上層 d式期の土城墓であろうと考えられる。

② 第 2号ピット

楕円形のプラ‘ノを呈する浅いが，大形のピットで，遺構の長軸の一端（北北東）に，縄文晩期～

続緬文期初頭の石皿が，城底面から若「浮いた状態で配され，またそれに接して石鏃が 1点みつか

っている。さらに，覆土中出土の土器片も，すべて網文晩期末～続逼文期初頭の資料で，本遺構は

この時期の土猥墓である可能性が高い。

③第 3号ピット

本ビットは，不整円形を呈する小形の土城で， ピット南側の城口部から城外にかげて焼土 (B-

2)が分布するものである。翌土中出上遺物ぱ，非常に少ないが，縄文中期と同晩期末～続縄文期

初頭の土器片である。後述するとおり，その構造とか大きさなどから，第 2号1:::° ットとほぼ同時期

の土城墓でばなかろうかと考、Vとられる。

④ 第 4, 5, 6, 7号ピット

1/3程欠失した第 7号ピットを除いては，それらの平面形は， 楕円形から不整楕円形を呈するも

ので，その規模は， 90~75x 70~65 cmと比較的小形のものである。いずれも壊内に意識的に羅か

れたと思われる遺物はなく，また覆土中出士の遺物量も非常に少ないため，時代限定もでぎない。

なお，第 4号ピットては， 覆土の第 I嗜中に焼土 (B-7)を含んており， また第 5号ピットの

長軸の一端（北側）にiま小ピットが穿たれている。石器としては第 5号ピットの東壁から断面楕
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円形の擦石，第 6号ピットの濃底部近くから有茎石鏃か各 1点出土している。

⑤第8, 9号ピット

第 8号ビットは， 不整楕円形を呈する大形のビットで， 覆土全面に木炭粒を含むが， 特に第 II

層では， 多贔の木炭粒と黒耀石製の削片が検出され， この層の木炭のC"年代は， 3,730士270年

B. P. (Gak-6, 596) と出ている。 また，第 II層を中心とした覆土中からトコロ第 6類の半完形士

器が 1個体出土した。以上の諸事実だけからは， この土城の性格は必ずしも明確ではないが，人為

的な縄文中期中葉（トコロ第 6類期頃）の遺構であることだけは明白である。

一方，第 9号ピットもイ滉整楕円形のフランを呈するもので，中央部は皿状にややへこんでいる。

ただ，本遺構は周囲の地山が．過度に汚染されていたため，プランそのものが不明確であり，また

遺物も縄文中期のものが若干みつかったのみで，時代とか性格は決定できない。

⑥ 第 10, 10'号および第 11号ピット

両ヒ°ノトの全体形は小整の長楕円形てあるが，共に長軸の一端 1/3程は古い時代のピソトないし

攪乱層で，本来のピットは，円形から不整円形のプランを呈していたものと考えられる。その大き

さは， 154~140 x 147~134 cm で大きく， 覆土の堆積も両例共 3つの層からなる平行堆積層であ

る。第 10号ピットでい壌内中央よりやや北に小ピットかある。

遺物に，両ヒ°ット共少なく風化した賓料が多いが，いずれも縄文中期中葉の資料である。

⑦ 第 12号ピット

本ピットは， ビット本体は 53x 42 cmで非常に小さいものであるが，その周囲 212x 185 cmに

亘って，不整楕円形に黒く汚染された部分があるもので、東側においては，焼けた面が人きく拡が

っている。以上のあり方がら，本遺構か通常の＿い廣とは性格の異なるものであった可能性がある

が，遺物の出土は少なく時代はイ遁月である。

⑧ 第 13号ピット

本ピットは， 不整の隅丸長方形の 213x 177 cmを測る人形の遺構で， その城底面は黒くすすげ

たような状態になっている。

覆土内（主に第 I, II層）からは， 2種類の原材からとられた数多くの縦長剣片が，あるまとま

りをもって出土しており，剥片を生産した場所か，剣片類を廃棄した場所かと思われる。土器片

は，すへて覆土上半から出土したものであるが，縄文中期中葉（トコロ第 6類）のものである。

⑨ 第 14, 15, 16号ピット

3つのピットは，いずれも竪穴住居址埋没後に穿たれたもので， 第 15号ピットを除いては， そ

の城口部の平面形は明らかではなく，城底面を確認したに留まる。

第 15号ピットは， 前述の第 4, 5, 6, 7号ビットと同種のもので， 東壁に接して断面楕円形

の擦石が出土している。 また， 第 14, 15号の両ビットの覆土中からは多量の木炭粒と黒耀石製削

片が検出された。

第 16号ピットに関しては，一面に攪乱が入っていて，また凛底部の平血形すらも明確でないが，

覆土上面は，耕作土の少し混じった第 VIIIa層が覆っている。
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以 l：し巧十棗廣ぱ， 第 13号 1::^ ノトが北西側の谷沿いに離れてある以外は， 標高 32.5~32. Omの所

の約 800m2 グ）所に集中しているもので，かなり汚染された漸移層の第Xa層の分布範囲と一致し

ている。このため．第 1号ピットとか溝状遺構などの深く穿たれた例を除いては，いずれも深さが

20cm前後で， この第Xa層を壁としているために，その範囲を明確につかまえることが非常に困

難てあった。また，遺跡全体から出士する遺物も，運文中期中葉を主体としながらも，縄文早期，

同晩期末～続纏久期初頭のものがあり，かつまた士壌内に意図的に埋置したと思われる遺物が殆ど

ないために．そ i})+-JJ貨の造られた時代を推定しうる材料に欠げる例が多い。さらに，上述したとお

り．＋り廣i})平面形・規模・構造なとも多種多様であり， しかも各タイプにおげる数は少なく，その

傾向性す r丁つかまえることがてぎない。

たた．前述［たとおり、 発掘区におげる各時期の士器群の出士比率をみるならば， F-V区とそ

り）問辺に．纏久晩期末～続遁文期初頭の資料が多く，また第 2号， 第 3号ピソト， そして P-X地

点とした所からまとまって出十＿した 2個体の半完形士器も， この時期の資料である所から，おおよ

そではあるが， こり）時期の生活舞合の中心はこの付近にあると考えられる。

一方， 3)，い）艇穴仕肘址は，後述するようにいずれも栂文中期中葉 4,000年 B.P.前後の時

期のもいてあると考えられ， さらにこの 3基の住居址を取り囲むように分布する 10甚の士壊の覆

十＿出＋＿遺物は，いすれも縄文中期中座の資料が主体で，稀に縄文早期の士器片が出士し，罷文晩期

末～統縄文期初頭の資料は，第 12号ピットの遺構確認面で，混存してみつかった以外は出土してい

ない点から，投土中出＋＿の遺物というイ”安定な材料ではそれらの遺構の時代は 3基の竪穴住居址と

ほぽ同時期，おおむね縄文中期中策の所産の蓋然性が高いと考えてよいのではなかろうか。ただ，

第 1号ビットは，前述した竪穴仕肘址の周囲を取り巻く士城と規模および構造において明確に異な

り， また位附する場所も少し離れている。時期も 11]筒上層 d式（サイベ沢 VI式？）期であり，

他方第 1号怒穴住居址およひ第 8号ピットは，出七した半完形土器の時代からトコロ第 6類期ない

しそれに極めて近い時期の所廂と朽えられる。現在における該期の土器型式編年の教える所によれ

ば，サイヘ沢 VI式の方がトコロ第 6類よりも， 少し古く編年される（吉崎 1965, 高橋 1976) よ

うで， これを侶じる限り， l：述のトゴロ第 6知期の遺描と本ピ y 卜は，大ぎた時問的隔たりがない

にしても同時h在したものではないと朽えねばならない。

ところで， これら 16駐0)＋ー服の件格については， 第 1号および第 2号ビットは低と朽えられる

が，あとは，その性格を決定する根拠に乏しい。たた，第 12, 13号ビットとしたものは， それが

遺構として認められるかとうかの問穎をも牛んているが， 少なくとも両者は給ではなく， 第 13号

ビットに関していえば，象1J片の製作址ないしは廃棄の場所であろうかと思われる。しかも，その生

産されている糸ll片は， トコロ第 6類などに特徴的に伴うと朽えられる所から， この時期にぬられた

可能性が沿］し、0

以 Fに，第 1号，第 12, 13号，第 14, 15, 16号，そして縄文晩期末から続縄文期初頭の第 2'

3号ビットを除く，件格，時期共に確定的てない土城 10基についてまとめると，規校0)遼いから，

次の 2つのタイプになる。
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長軸 90~75 cm, 
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仁
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...第 4,

長軸 169~140cm, 

形をしたも 0¥,

短軸 70~64 cm, 

• L
3
 

6, 

こリ）内， [ l l ] 

匂軸 l54~122cm, 

第 8,

深さ l2~25 cnlい （イミ帖）中行円形リ）小さし、ヒ／＇、て

7号ヒ／ト

，
 

_
 

（
｀
 

タイフどしだ 4Iii;は，

10, 

深さ 28~19 cm I}) 1芍舷栢 l'J形ビ 1叶召万形t［ビI})

l1号ヒノト

さらに上層堆栢とそい！似仇から第•8, 9号ヒ J 卜と第 10.

11号ヒノト 'J)2種に細分される c, J_.1悦堆栢に関しては，前者は，疫上最 1部に目然堆禎層 i})第＼1II

a腎か輻Ii入くあり， そリ）ドに（賠） 茶褐色` （賠！火）褐色．

塙底面およひ吃に近し、1位0)み札質を帯びてし、る c9 後者は．

餡頂褐色t［とI})-L腎か順序よく＇、堆積し，

|11J様に最 1・.1曽に第▲ VlII a咽かもるか．

そいドは平行堆柘て 2陪あり、

摘てぎる。

そ I})内塙代 1（旧こ三）し、た閉ば（賠）苗褐色 1:1苦てあるとし、’℃)）窟し、か指

(2) 竪穴住 居 址

3甚い堅穴仕屈祉ぱ， D -VI. VlI区に接して存在するも 0)て． そI})平面形は， 第 1りと第 3り

ぱ圧軸I})一端がややートぷまる卵形に近し、形態， 第 2 号は外側い輪郭：ょィミ暫い］〗を形てあるか． 内段リ）

形状(tィミ柏 I})]i.角形としてみてよく，

た形状てあったビ朽えられる C9

し、ずれもそ 'J),「面形リ）拮本フランとして互角形なし、し卵形的

そI})長軸）J|（，］は， 第 1りがN52c,Wて，

}j向， 第 3号はN119 cw (N 41 ° E) 

その中間 0)所に位栢＇：してし、る。

規校でみると， 第 1号． 第 2りは，

-f:`  
¥- 9 北東—南西）j 向て，

東—西第 2号はN92c'Wて土は南東—北西い力向てあり

各々 465X ]56, 

第 1号と第 3りは直交し，

468 x 407 cmて，

弟 2りは

長軸が共に 470cm弱I})

もI})てあり． ］方第 3号は 150x 78 cmて， I咆J)2 }1い）半分以ドの大ぎさてある。

住居址 0)構凸 IO)迎し、1i. 第 1りては， 住居址I})ほif中央に， 仕屈址0)長軸に平行して 145X 86 

cm I})大ぎさ I})不賂柘円形I})焼J_I}汀上積（マウン‘卜）か認められた

96cm I})大ぎさで炉 I})掘り込み様いもいを図ぶしてし、るが，

ぷしたもいて，心図的に掘り込まれたもリ）てはなし、）。第 3りては，

（なお． 第 41. 42図中に198X 

これは焼J_•O汀り染が及んてし、る範囲を

詞様0)焼J..0)集積か， 長軸に

1自交して 4(）X 2l cm I})人ぎさて存在したc,

(SP-1) ヵ穿たれてし、る。

また、 北東端には． 33 x 32 cm. ~26 cm o-i,j、ヒノト

•方， 第 2号におし、ては， ／`、ンチを有ずる ．．段構凸い住屈址てあるか， 焼士t［し、し炉.blは仝く認

められなし、。そして，

0）ィミ悴卵形0)小ヒノト

中央よりやや由に 附段I})尖頭部側にやや偏よって， 1(10x 78 cm, -15 cm 

(SP-2), 

18 cm O)ぼぼ1リ形の小ピ、J 卜

J_層堆積iこご）いてみると｀

そして内段の長軸0)西端側 0)やや北寄りり I所に91x 85 cm, 

らヵ，にてぎt［し、が，

第 1号 0 覆」は，

(a) 第 II曽て，

第 lり、

(S P-1) がある r-'

第 3号は， 第 15. 16号ピノトによる攪乱が， 幅Iiへく入ってし、て， 明

第 2りに/)し、てみると以 FI})如くて主なJ

第 I~v暦まて分層したか， 以ト-04 /)にまとめられる。

発掘にセクション I})第 VIIIa f苦に対比される［日脱柏士陪てある。
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(b) 第 IIa, IIb, IIC, IId料で，黒褐色～暗茶褐色系統の七層。

(C) 弟 ma, IIIb. IIIc, IIId層の賠灰黄褐色を基調としたやや粘質を帯びた層と第 IV層

の黄褐色粘質土層。

(d) 第V咽の暗灰（茶）褐色士層。

この内，（ b) としたものば全体に堅くしまった層で，色調およひ性状も，（ a) の旧腐植七附

に近い点から， この層も自然堆積層とぢえられる。

(d)に関しては，風化・脱色された地山の第 XIa層と同質の層て，覆上の壁際にのみ堆甜して

いることから． 壁が肩崩れしたものが再堆桔した層かと思われる。（ C) の第 IV層は， 遺構の北

東壁付近に幅広く分布するもので， t陪の結合状態は．地山の第 XIa屑に近く，やはり脱色され，

やや白ばくなっているものであるが，その性格は (d) と同じものかと考えられる。第 IIIa, III 

b, IIIC. IIId層ば喋底面について堆栢した、 やや粘質を帯びた層で， その成因については明

らかにぱてぎない。

ー）j, 第 2号に関しては．事実記載の項で述べたが，同様に (A)~(D) の4つにまとめられ

る。 (A) としたものは， 第 1号と同様の第 vma層の旧腐植七層で (B), (C)は， 第 1号の

(b) に相当し．（D)は第 1号の (C) と (d) を合せた層に当るかと考えられる。

遺物に関しては，原位置を保った状態で出七したと思われる資料は．第 1号で，長軸の南東側墜

よりの比Wi近くからトコロ第 6類の半完形七器が出士しただけで，あとはすべて覆士中である。

覆十中出七の遺物に関しては，事史記載の項で詳述した通りであるが，七器片は第 1号，第 2

号第 3号各々 40, 73, 15片で， 第 1号と第 2号で， 各 1片づつ縄文早期の破片がみつかった以

外は，すべて運文中期中葉のトコロ第 6類，天神山式などの破片である。石器および使用痕のある

剥片は，各々 20,7, 3点出土しているが，第 1号では，両面加工の石話およびナイフ状石器，削器

および使用痕のある剣片， フレーク・コアー，砥石，擦石（？）などが出土しているが，石鈷とナ

イフ状石器に関しては，破損品と再調根のある資料ばかりである。第 2号は，有茎石鏃，削器，砥

石，石[111などであるが， これらの資料もすべて破損している。第 3号では，小形の使用痕のある刻

片の破片が出七したのみである。削片は，各々 58, 120. 48点出七しており，その大半は黒耀石で

あるが，若干嗚涵，硬質頁岩，片岩などの石質のものが入っている。

これらの遺物の分布は，第 1号ては墜近くから出土した例が名いという以外は特にまとまる傾向

はないが，第 2号では，東壁から SP-2にかけてと南壁側の外のヘンチ．そして西壁から SP-1 

にかけての 3カ所に集中する傾向がある。第 3号は，遺物の出t星が少ないが， S P-1を中心と

した遺構の北東側と焼土付近にやや分布が濃いようである。特に第 2号では， 遺物の出士量も多

く，ある程度のまとまりをもって出七しているので，遺物の廃棄状態は復元でぎそうであるが， し

かし厳密に原位置論的な問題意識をもって，遺物の埋没状況を調脊しておらず，また層位も明確で

ない部分が多いので，可能性の指摘に留めておく。

それては， これらの住居址の作られた時期はいつなのであろうか。第 1号については， トコロ

第6類の半完形土器が床面に接して置かれていた事実と，資料的に少なく正確なデーターてはない

112 



が， 焼土内抽出の木炭の C“ 年代の測定結果ては， 4,090士270年 B.P. (Gak-6, 597) と出ている

点から， トコロ第 6類期の遺構である可能性が高し。他方，第 2, 3号に関しては覆土中の遺物を

もって，おおまかな時代限定ができるだけであるが，第 2号では，羅文早期の貝殻文土器，サイベ

沢 VII式（？），天神山式系統の土器， トコロ第 6類などがみつかっており， 第 3号では， トコロ

第 6類天神山式系統の土器などが出士していることからこれら両者の住居址も，第 1号と同様

の時期一ートコロ第 6類とか天神山式系統の士器の時代 (4,000年 B P 前後）か， あるいしまそれ

に近い時期の所産の可能性が高いように思われる。ただ， この 3つの住居址は，その規模，長軸方

向，構造の点で各々異なっているという点は今後の問題である。

(3) 溝状遺構

溝状遺構は． S265遺跡で 10届， S263遺跡で 11基， S262遺跡で 1基， S269遺跡で 2基の都

合 24基みつかっている。 S265遺跡以外の溝状遺構の事実記載は． 後章で述べるが． 紙面の関係

で，一括してここでまとめておく。

I. 第 2章で述べた如<, S263遺跡から S262遺跡をへて， S265遺跡に至る遺跡群は， S267・

268, S269遺跡と同様に． 南西向きの谷沿いの台地上に立地している遺跡群で， この 3.2kmに

亘る地帯には．以下の 3つのまとまりをもって溝状遺構が 22基分布している。

(I)群： S263遺跡第 1~11号ピットの 11基

(II)群： S262遺跡第 12号ピ y卜， S265遺跡第 17, 18号ピットの 3店

(III)群： S265遺跡第 19~26号ピットの 8甚

(I)群は，標高 33.0~37. 3 m の谷沿いの 100mの問に 11基分布しているものである。これら

の溝状遺構の形態は， 内山真澄（内山 1977) の分類に従えば， すべて「A型」に属する狭長な溝

状のものである。凋底部の規模でみると．長軸の長さは，第 1号と第 11号が， 各々 433. 360cm 

で大きい以外は， 189~234cm, 平均値 208cmの所に集中する。短軸（輻）は，第 10号ピットを

除いて 16~29cm迄の幅があるが，平均値 22.5 cmの所に集まっている。深さば， 第 1号が 87

cmで浅いが，あとは 113~178cm（平均値 150cm)を測る比較的深い例である。

これら 11基のピットの内， 第 11号例および第 1, 2号例を除く 8基は． S263遺跡の E, F~  

VI~VIII区の約 600m2に集中し，しかも第 3号と第 4号 第5号と第 6号， 第 7号と第 8号，

そして第 9号と第 10号の各々は，長軸方向，乎面形， 構造， 規模において類似し，各々 1組をな

し，接して存在するものである。第 1号と第 2号も，乎面形と規模において異なるが，その長軸方

向はほぼ等し<, 1組と考えることも可能である。これらの各組は，少なくとも同時期に穿たれた

ものと解することも可能であろう。これらは，第 5号と第 6号の組が谷に平行している以外は他の

4組はいずれも谷に向って配列されている。なお，第 10号ピットは，短軸側の壁が殆ど崩落した都

分がなく．ほば垂直に立上ったもので， しかも，層位は各層，性状および厚さもかなり均ーで，漿

底部において黒色土層も明確に確認されない特異なものである。本例は，肩崩れおよび壁の崩落す

る以前の本来の溝状遺構の形状を留めている貴重な例であると思われる。
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(II)群の 3基のヒ＼ットの分布する地域は， 現在道々真駒内御料札幌線によって切断されている

が．本来一連なりの台地J• に分布していたものと思われるものである。この 3 基も，その形態は内

山のいう 「A型」に属するものであるが， 堀底部でみると長軸は 157~189cm, 短軸 16~31cm 

で，「A型」の中でも小形の部類に入る。 この 3基の内， S265 遺跡 Bl~にある第 17, 18号の両ピ

ットは，平面形，規模， 長軸方向においてほぽ一致し， 1つの組になるものである。他方， S262 

遺跡の第 12号ピットは， これらと約 goo近く長軸方向が異なっているが， しかし， 規模および谷

に対してほぽ平行する位置関係にあるという点において，両例には共通項が求められる。

(III)群の S265遺跡A地［メでみつかった 8基の溝状遺構は，城底部でみると，長軸の長さは 211

~406cm, 短軸 16~41cm迄あり，全体に大形の例が多い。内山の分類に従うといfれも「A型」

になる。遺構確認面からの深さは， 113~154cm迄克る。

この 8基も，第 21号と第 22号，第 23号と第 24号，第 25号と第 26号とが， 15~20m 離れて

長軸方向を略々同じにして位置しており， 各々 1組をなすものと考えられるが， S263遺跡例程，

規模，平面形（構造）の点では類似性はない。この内，第 25号，第 26号の組は，他 2例とは直交

する位置関係にあるが，いずれも谷に対してほぼ平行するように削置されている。

これらの遺構の埋没状況に関しては，内山による詳しい報告があるので，繰り返し述べないが，

城底面に有機物を含んだ県色土ないし（暗）県祝色十層が堆積し，その上に黄褐色．灰褐色，青灰

色などの火山灰砂ないし火山灰質土層および黄褐色，褐色などの粘士とか料質土層が，繰り返し層

をなしてあるいはブロック状に存在し，最上層には．黒色の腐植土層があるのが通例のものであ

る。なお， S263遺跡第 3, 4. 9号ピット． S262遺跡の第 12号ピット， S265遺跡の第 18~26

号の半数以 1:::.のピットにおいて，城底面以外にも，城央から，吸底部付近に有機物を多く含む薄層

がある。この有機物を含む黒色土層ないし暗褐色士層中は，山田悟郎氏の分析によれば，植物の残

片と考えられる褐色棒状物質および植物の葉片などが多址に含まれており，また S267 • 268遺跡第

13号Tピットを、埋七を除去した状態のまま，一冬経過した時点で崩落堆積状態を再調在した結果

では，「遺構最下の城底面には，枯葉や落葉の層が 5cm 程の厚さで水平堆和しており，··…•又，長

軸断面において山形を示す琲積層の南北両端にちかい斜辺 1:｝こ枯葉や落葉の層がみら（れた）」（pp.

209-211) という結果が得られているなどの事実から， これらの有機物を含む層の実体は， 枯槃や

落葉が堆積したものと考えられる。なお， この内，斜辺上の枯葉や落葉の層は，上述の城央から城

底部に幾枚も認められる有機物を含む土層に対応するものである。そして， これらの溝状遺構は秋

に穿たれ．冬期間に利用されたと考える（内山 1977) と，有機物層の問題および著しく自然崩壊を

起こしているという問題も脱得力をもって理解できるかと思われる。

なお， S263遺跡の第 10, 11号ピットの 2つは， この有機物層が存在しなかったり，不明瞭な例

である。第 10号ヒ゜ノト例は最下層の第 VI層から大惰夕の木炭粒がみつかっただだげであり， 第 11

号ピットも，第x層中に若千有機物を含む黒色土が混入しているだけであった。この 2つの例は，

比較的短期間に埋没したためか，あるいは落葉の季節以外の時期に穿たれたためかなどの理由が考

慮されねばならない。また第 10号ピットは， 地山層の状態が， 他のピットのそれと特に変わらな
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いにもかかわらず，壁の崩落とか肩崩れの殆とないものて， この点からも，凍結期間一冬期間にな

る前に埋没したもの，換言すれば春～夏期に穿たれたものである可能性が高くなってくる。

ところて， S269遺跡の第 1号，第 2号ピットと S265遺跡の第 26号ピットは，最上層の黒色土

ないし暗黒褐色土層の直下に焼土を含んていた例である。同様な事例は，東京都八モ子市下耕地遺

跡（岡田・服部ぽか 1974)のSK07bの遺構においても認められている。こわらの焼土層Ii, 最上

層の黒色土とか（暗）黒褐色上層などの而下にある例が多いことから，遺構そのものがかなり埋没

した後に堆積したものてあるが，その成囚については明らかではない。

なお， これらの溝状遺構の構築年代に閃してば，他遺跡例と同様に，それを決定する事例がなく

不明である。さらに，本遺構の性格としては，内山が詐述している通り，冬期間に，‘ンカなどを対

象とした 1陥穴」てあったと考えている。 しかも， S265遺跡の溝状遺構内検出の黒色土層（有機

物層）の花粉分析の結果によれば，遺跡付近ぱ， ‘ンラカバ， カシワ． ミズナラなどの樹木が点在す

るス入キ草厭的な場所であったことも，冬期間におけるシカの「居つき場所」として好条件を備え

ていたように思われる。

（上野秀一）

〔引用文献J

1村山真澄： 1977 「札幌市 S267, 268 遺跡の土壌群~ T I::Cソトにつ＼ ご」『札幌市文化財調査報

告情』 XIV所収

岡田淳了・服部敬史ほか： 1974 「下耕地遺跡の調査」／春 n台・ト耕地迅跡』所収
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第 4表 5265遺跡土墳および竪穴住居址一覧表

ピット

名 I1平 面 形｀規ー ロ 1模深さI小 ピ 卜 長軸方向 I1挿図番号図版番号 土 器 型式 髯土雷1破器片挿図番号 図版番号 1 石 器 器 種 一石石器1石器片 挿図番号 図版番号 焼 炭 化 物 備 考番号 区
ヅ ± 

I 
5~7 I 3A, B I 円筒上層d式ほか

1 
1 F-V, VI 円 形 164 X 152 50 I Nl70'W 1 20(I 7-1 15-1 石鋸，石皿，石斧，石錘，有孔 5 6 7-2~6 18, 1 城底部 覆土 焼けた粘土紐 (2点）

＼ (SW-NE) 6-1~9 16A, 19B 石 38-1 (D-F隔） (C~G麿） cl’ 年代 3,660士140y. B. P. (Gak-6, 595) (E層）

2 F-V 楕 円 形 152x 103 20 N33"W 5 4A クンネトウー L式 16 8-1~7 16A 石Jill,有茎鏃 2 5 7-7 17B, 北北東端に石皿を配する。
8-8 18 

3 F, G-V 不整円形 59x56 22 N35°W 9-1 4B タソネトウー 1，式ほか 4 1炉1~3 16A 凜口～漿外 第 I. I'暦
(72 x 44) (B-2) 

4 D-V 楕 円 形 90x64 25 NI00°W 9-2 5A 円筒上暦 d式ほか 3 11-1 16A 1 第 I層 第 1居(E-W) (49X40) 

5 E-VI 不整楕円形 83x 70 19 北端SP-1 N20'W 9-5 5B トコロ第 6類ほか 6 11-2, 3 16A 擦石 l 12-1 18 擦石は東側壁出土。(33x27, -7cm) (NNW-SSE) 

6 E-V 不整楕円形 75x65 17 Nll3'W 9-3 6A 縄文早期 1 11-5 16A 有茎鏃 1 12-2 18 時代不詳。

7 D-VI 不整円形 77x? 12 9-4 6B 天神山式系統 1 11-4 16A 遣構の 1/3程欠失。

8 C-VI 不整楕円形 169X 154 27 N60'W 13-1 7A トコロ第 6類 1 71 15-1 15-ZA, B ナイフ状石器， 石鏃，削器 ， 60〈 15-2~10 18 第 I~V'恩 C"年代 3,730士270y. B. P. (Gak-6, 596)（第1I陪）
14-1-9 16B （覆土全面） 遺構外第xa層最下面より．第14図10の土器片出土。

不整楕円形 150X 122 ， D-Vlll 19 Nl28'W 13-2 トコロ第6類 10 16-1~4 16B 石錘 1 1 17-1 18 遣構中央部 85x 54 cm, fill状に一段低い。(K52°E) 天神山式？

10 E, F-W 隅丸方形 244X 147 28 中央SP-1 Nl6l'W 18-1 7B 天神山式ほか ， 19- 1~4 16B 1 第 10号と第 10'号は切り合い第 10号の方が新しい。(154) (22 X 20, -12) 第 10'号の平面プラソは不明。

11 F-VI 不整円形 140 X 134 22 Nl42°W 18-2 8A トコロ第 6類 17 20-1~4 16B 石鏃， 石斧，削器？ 4 2 21-1~4 18 

12 E-VI 円 形 53x42 17 Nl0W 22 8B 天神山式系統 ， 23-1~4 16B 石鏃，石槍 2 5 24-1, 2 18 遺構外 遺構周辺212x 185 cmは汚染され，焼土も認められる。(N-S) タ、ノネトウ ーL式 (118 X 87) 遺物は，遺構外より出土したものが主体。

13 , I F-X 不整隅丸長方形 213x 177 16 Nl4'W 25, 26 9A トコロ第 6類 21 27-1~5 16B 縦長剥片 17点 29 28-1-21 18 遣構城底面 163x126 cmは焼けている。剥片製作址？

14 D-VIl 不 明 123 X'"( 31 47 21B, 22A 天神山式 4 49-20 24A 1 b層 第 2号竪穴住居址を切り込んで構築c
トコロ第 6類ほか

15 D-VU 楕 円 形 113 X 83 20 N169'W 51 22B 天神山式？ほか 12 I 54-1-4 24B 擦石 1 多数 55-1 25B 第II居 第JI陪より堅果類の殻片 1点と赤色物質検出。
第 3号竪穴住居址を切り込んで構築。

16 D-VII 不整楕円形 150 X 78( 29 Nl4l'W 52 1 4 第 3号竪穴住居址を切り 込んで棉築。(NE-SW) 

DW  1 D-VI, VII 不整楕円形 465x356 I 17 N52'W ， 41, 42 19C, 20A トコロ第 6類ほか 1 40 45-1 15-3, 20B ナイフ状石器． 石鋸，削器．フ 20 71 25A, B 遺構内B-5 炉址焼土 遺構中央に炉址 (145X86) 
44-1~11 21A, 29A レーク・コアー，砥石，擦石 38-4 遺構外B-6 （第VIa, b, c層） 炉址焼土内木炭c14年代 4,090士270y.B.P.(Gak-6,597) 

DW  2 D-VII 不整菱形 468x 407 20 S P-1 (9lx85, -18) N92°W 47, 48 21B, 22A トコロ 第 6類 74 49-1-19 24A 有共鏃，削器，砥石，石皿ほか 7 135 50-1~7 25A, B 第ma恩 ペンチを有する（内段324X 233) S P-2 (100x78, -15) (E-W) 天神山式ほか S P-1, a恩

54 I l 55-2-4 I 25A, B 
DW  3 D-VII 不整楕 円 形 150 X 78 20 北東端SP-1 Nl39°W 52, 53 23A, B トコ ロ第 6頬 15 54-5~12 24B 削器ほか 3 炉址焼土 遣梢中央に炉址 (40X 21) (33 X 32, -26) 天神山式系統 （ホ層）
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第5表 S269, S263, S262, S265遺跡溝状遺構一覧表

名
壊口部濱口部壌央部凛底部

平面形長径x短径長径x短径長径x短径
深さ 長軸方向 標

cml Cffil Cffil cm 
長楕円形 350 x 98 I 330 x 36 I 365 x 18 I 128 I N6°W I 27~26 

/,, I 382x 73 I 375x40 I 418x23 I 123 I N34°50'W I 27~26 

B-V-3~5 

H, 1-Vlll 

S263 1 E-XI ク 402X 67 400x46 433x27 87 N4°W 33~33.5 169° (11 °) N. 16 s. 23 

ク 2 D-X ク 231 X 76 189 X 31 193 X 20 135 N30°W 33~33.5 145° (35°) s. 6 

ク 3 E-VII ，，，， 217x116 174 X 33 217 X 23 157 Nl0W 34.5~35 143° (37°) N. 14 s. 31 

ク 4 F-VDI ク 275x 110 上213X 56 189x29 178 N3°W 34.5 155° (25°) s. 13 
下183x34

，，，， 5 E, F-Vlll ク 307 X 172 217 X 40 220x 16 113 N117°W 34~34.5 goo (goo) 
(N63°E) 

ク 6 F-Vll ク 228x 70 195 X 36 188x20 121 N134°W 34.5~35 105° (75°) 

，，，， 7 F-Vll ク 226x 80 193 X 40 206x23 135 N2°W 35~35.5 150° (30°) N. 3 s. 11 

ク 8 F-VI ク 244X 115 194X40 213 X 19 126 N5°W 35~35.5 149° (31 °) N. 10 s. 8 

ク ， F-VI ク 222X 69 204x25 210x 19 119 N32°W 35.5~36 180° (0°) N. 14 

ク 10 F-VI ク 219x 38 205xll 234x 11 118 N56°W 35.5~36 30° (150°) N. 28 

ク 11 c-rr ク 321 X 82 315 X 41 360x29 144 N48°W 37~37. 35 go (1710) N. 30 s. 17 

高
傾斜に対する 長軸端壁の

角度 （註） オーバーハ‘ノグ
備考

m cml cm 
101°101(78°50') IN. 15 i S. 201 (A地区）

161° (19°) IN. 17 IS. 251 (B地区）

S262 1-12 I D-XV 

S265 17 I J-11 ク 218x 69 184x30 189x 19| '118 Nl67°W 33~ 127° (53°) s. 9 (B地区）(N13°E) 

ク 18 J, K-m ク 213x 79 189x48 176x 31 105 N163°W 32.75~33 78° (102°) N. 10 (B地区）(N17°E) 
，，，， 19 D-Vlll ク 402X 60 376X30 352 X 17 137 

N201°W 32. 75~32.5 103° (77°) N. 14 (A地区）
(N21°E) 

，，，， 20 F-Vll ，，，， 334x 55 301 X 81 372X41 145 N55°W 32~32.25 133° (47°) N. 25 s. 47 (A地区）

，，，， 21 E, F-V, VI ク 402x 106 370x34 343 X 18 127 N82°W 32.5 180° (0°) (A地区）

ク 22 D, E-W ク 318x 78 302x35 298x17 113 N91°W 32~32.25 73° (107°) (A地区）

，，，， 23 F-IX ，，，， 262X 78 230x39 211 X 17 124 
N130°W 

31. 5~31. 75 31 ° (149°) (A地区）(N50°E) 

ク 24 D-X ク 370x 130 315 X 57 345x29 151 Nl44°W 30.25~30.5 90° (90°) N. 16 s. 15 (A地区）

ク 25 C-IX, X ，，，， 340X 180 300x63 291 x37 154 N31°W 31. 25~31. 5 157° (23°) s. 5 (A地区）

，，，， 26 A, B-IX ク 466x 12 419 X 51 406 X 16 121 Nl57°W 31. 5 135° (45°) (A地区）

，，，， 194 X 591 174 X 30 1157 X 161 951 N72°W I 33~33. 5 46° (134°) 

註）谷の頓斜と，遺構長軸方向とのなす角度である。
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第 3章溝状遺構内検出の黒色土の花粉分析に

ついて（第6, 7表，図版 40)

山田悟郎

はじめに

これまでに， Tピットと呼ばれる溝状の遺構は道内各地の遺跡で数 10例以上発掘されている。

しかし，その性格について，いまだに明らかにされていない。

今回取扱った試料は，溝状遺構内から採取されたものである。花粉分析の側から，いまだに不明

な溝状遺構の性格及び形成時期，そして当時の環境を解明するための手がかりを得ようと考え，分

析にあたった。分析結果がこれらの問題の解明のためになんらかの手助けになれば幸いである。

試料及び処理方法

試料は，溝状遺構の底面及びその上位にレンズ状に堆積していたパミスを含む腐植質黒色土（以

下腐植土という） 22点である。ただし， 溝状遺構内の堆積状況は， これらの腐植土が溝状遺構の

周囲から風水等により流入した 2次堆積物であり，掘削直後の埋戻土でないことを示している。

処理にあたっては試料各 300gを1£ビーカーにとり処理を行った。処理方法は 10%KOH（室

温： 24時問）→水洗（上澄液が透明になるまで）→混酸処理（温煎： 1分）→水洗→KOH(5%）→水

洗→アセトリシス処理（温煎： 30秒）→比重分離 (ZnCl2, 比重 2.0 : 1, 000 rpm 60分）→水洗，の

のちグリセリソゼリーで封入し，カバーグラスの周囲をマニキュア液でツールし各 3枚のプレパラ

ートを作成した。

検鏡は 400倍及び 600倍で行ない，粒径の測定，写真撮影は 600倍で行なった。検鏡にあたって

は，樹木花粉（以下APという）を 100個以上，草本花粉，胞子（以下NAPという）を含めて

200個以上同定することを目的としたが， どの試料も花粉含有量が少なく，各 3枚作成したプレバ

ラート全てを検鏡したが， 12点の試料についてはAP, NAP合計しても 100個に達しなかった。

また植物の残片と考えられる褐色棒状物質（混酸処理である程度溶解する）， 及び植物の葉片等が

多量に含まれてした。

図示するにあたって，各試料ごとの花粉，胞fの出現数を数表に，又棒状グラフには出現数が

100個以上のものについて， AP, NAPの総数を基数とした百分率で表示した。

分析結果

検出された花粉ぱAP:Picea (トウヒ属）， Abies（モミ属）， Pinus（マツ属）， A/nus（ハンノ

キ属）， Betula（カハノキ属）， Quercus（コナラ属）， Ulmus（ニレ属）， Jug/ans（クルミ属），

Acer（カエデ属）， Salix（ヤナギ属）， Ericaceae（ツッジ科）， /lex（モチノキ屈）， Hydrangea（ア
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ジサイ属）， NA  P : Artemisia（ヨモギ属）， Carduoideae （キク亜科）， Cichorioideae（タンボボ

亜科）， Chenopodiaceae（アカザ科）， Caryophy llaceae （ナデンコ科）， Umbelliferae （セリ科），

Polygonaceae（タデ科）， Gramineae（イネ科）， Lycopodiaceae(ヒカゲノカズラ科）， Osmundaceae

（ゼンマイ科）， Polypodiaceae（ウラボ、ン科）の 13属 11科である。

なかでも， A/nus, Betula. Quercus等の樹木花粉， Artemisia,Carduoideae, Cichorioideae, 

Umbelliferae, Gramineae等の草本花粉， Osmundaceae, Lycopodiaceae, Polypodiaceae等の胞子

が高率で検出された。

以下各ピットごとに，分析結果を述べることにする。

第 19号ピット

第 XI層（黒色上層 I)：渭状遺構の底部近くにレンズ状に堆積したパミス（軽石）まじりの腐植

土で， 78個の花粉，胞子が検出されただけである。なかでも Artemisia,Umbelliferae, Gramineae 

等の草本花粉の出現率が邸い。

第 XIV層（黒色土層 II)：底部に堆積した腐植士で 262個の花粉，胞子が検出された。 A/nus,

Quercus, Artemisia, Carduoideae, Umbelliferae, Gramineae, Polypodiaceaeが高率で検出され

た。第 XI層にくらべて樹木花粉及び胞子が占める割合が大ぎい。

第 21号ピット

第 VIII層（黒色士層 I)：底部近くにレンズ状に堆積した軽石まじりの腐植士で， 41個の花粉，

胞子が検出された。草本花粉の割合が大きい。

第 x層（黒色上層 II)：底部に堆積した腐植土で 144個の花粉，胞子が検出された。第 VIII層

にくらべ樹木花粉， 胞子の占める割合が大ぎ<, A/nus, Quercus, Artemisia, Umbelliferae, 

Gramineae, Polypodiaceae等が高率で検出された。

第 22号ピット

第 V層（黒色士層 C)：底部近くにレンズ状に埴柏した軽石まじりの腐植士で，軽石が多いた

め， 17個の花粉，胞子しか検出できなかった。

第 XII層（黒色土層 e)：底部に堆積した腐植士で 33個の花粉，胞子が検出された。 Artemisia,

Polypodiaceaeが多く検出された。

第 20号ピット

第 IX層（黒色土層）：底部に堆積した有機物（植物の残片らしい褐色林状物質， 及ぴ薬片）に

富む腐植土で， 107個の花粉，胞子が検出された。 Abies, Alnus, Quercus, Artemisia, Carduoi-

deae, Gramineae, Osmundaceae, Lycopodiaceae, Polypodiaceaeの出現率が高く，なかでも Abies

が 6.5％検出された。
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第 6表 S265遺跡溝状遺構内黒色土検出花粉一覧表
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M し

亙迅 一ミ kト, 令 ぢ 占 ミヽ ミ ; 3 5 5 5 とゞ 5 8 ご
I 

XI 黒色土 I レソズ状 3 1 5 4 2 1 20 2 1 2 13 19 1 1 5 78 
19 

XIV 黒色土 1I 底 部 23 2 27 3 5 4 23 ， 3 14 72 3 5 67 262 

vm 黒色土 I レンズ状 2 2 4 1 3 3 

3 1 | 

15 1 z 7 41 
21 

X 黒色土 1I 底 部 16 1 13 3 1 3 15 1 5 51 2 4 26 144 

V 黒色土 c レ‘ノズ状 1 3 1 2 1 5 1 3 17 
22 

XII 黒色土 e 底 部 4 4 4 2 1 1 8 1 1 1 1 8 33 
I 

20 I IX I黒色土＼底 部
2 I 7 I I 16 I I 11 I 1 I I I 1 I 3 5 I I 3 14 I 26 i 10 8 107 

v-a 黒色土 vソズ状 2 1 1 1 3 14 1 3 3 29 

V-b 黒色土 レソズ状 1 1 3 1 1 2 1 3 21 1 5 3 43 

23 V-c 黒色土 レ‘ノズ状 3 1 1 2 1 13 1 3 2 27 

VII 褐色砂 レソズ状 3 1 3 1 1 1 5 1 1 17 

VM 黒灰色土 底 部 1 4 1 2 1 1 10 3 1 24 

vm 黒色土 レンズ状 1 13 14 3 1 4 5 1 2 48 2 4 7 115 
26 

IX 暗茶褐色土 レンズ状 6 13 17 23 1 1 19 29 4 15 210 30 11 88 467 

VI 黒色土 I レソズ状 3 1 4 5 2 1 16 7 1 13 53 

渭 暗黒褐色土 レソズ状 25 2 31 6 1 6 5 10 1 1 51 11 7 31 188 

24 X 黒色土 II レ‘ノズ状 1 1 27 1 40 18 1 1 2 10 3 20 4 1 45 ， 3 21 208 

XI 暗茶褐色土 レンズ状 43 6 37 6 1 1 7 27 13 1 5 1 96 26 ， 39 318 

XN 黒色土 m 底 部 4 50 1 50 19 1 l 1 7 22 8 2 3 1 114 10 19 39 351 

V 黒色土 I レンズ状 15 1 10 1 1 3 1 1 31 ， 15 21 109 
18 

VII 黒色土 Il レンズ状 1 18 5 29 16 1 3 12 7 3 5 95 37 16 69 317 

17 IX 黒色土 ・レンズ状 I 2 5 
2 I I I I 1 

1 I I I I 
29 3 2 ， 54 
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第 23号ヒ゜ット

第 Va, Vb, Ve層（黒色土層） ：いずれも， レンズ状に堆積した有機物に富む閲植土である

が，含まれてし、る花粉は少なく，第 Va罰29個，第 VI)糟 43個，第 Ve層 27個の花粉，胞子が

検出された。いずれの試料も少ない花粉数のわりに Gramineaeが多く検出された。

第 VII彫（褐色砂層）：第 VIII層の 1一位に堆積した黒色土をわずかに含む褐色砂であるため花

粉，胞子の出現数ぱ少なく， 17個しか検出とれなかった。

第 VIII円（小礫まじりの黒灰色土層）：底部に堆積していたが，小礫や軽石が多い腐植土であっ

たため花粉の出現数は少なく 24個しか検出されなかった。

第 26号 ピ ッ ト

第 VIII廣（黒色土層） ：）氏部近くにレンズ状に堆積した褐色棒状物質，葉片が多く含まれた腐柏

-|＿ーで 115個の花粉，胞子が検出された。 Alnus, Quercus, Artemisia, Carduoideae, Grarnineae, 

Lycopodiaceae, Polypodiaceaeが優勢でたる。

第 IX層 (II乳茶褐色土附） ：底部近くにレンズ状に堆秘した，若干の軽石を含む粘土化した腐柏

土で 467個の花粉，胞子が検出された。 Betula, Quercus, Ulmus, Artemisia, Carduoideae, 

Urnbelliferae, Grarnineae, Osrnundaceae, Polypodiaceaeが優勢てある。第 VIII胃こくらべて，

Betula, Ulmus等の樹木花杓， Osrnundaceae 等の胞 j•が多く検出された。 また Carduoideae,

Grarnineae, Osmundaceae, Polypodiaceae守の草本花粉，胞子が多く検出され 86％以 I:も占める。

第 24号 ピ ッ ト

第 VI層（黒色土層 I)：底部近くにレンズ状に堆積した軽石まじりの腐植土で 53個の花粉，胞

fしか検出されなかった。

第 VIII層 (11¥i黒褐色土層） ；第 VI層と詞様な腐植土てあるが，有機物（褐色棒状物質及び葉

片）が多く， 188個の花粉，胞子が検出された。 Alnus, Quercus, Cichorioideae, Gramineae, 

Osmundaceae, Polypodiaceaeぐりが多く検出された。

第 X層（黒色土層 II)：第 VIII層と同様の腐植土で， 208個の花粉，胞J'が検出された。 Alnus,

Quercus, Ulmus, Artemisia, Cichorioideae, Gramineae, Polypodiaceae等が多い。他の試料と

くらべて樹木花粉が多く検出苔れ 44％を占める。

第 XI層（賠茶褐色土層） ：軽石と有機物のまじった腐植土で， 花粉， 胞fの含有量が多く 318

個検出された。 Alnus, Quercus, Artemisia, Carduoideae, Gramineae, Osmundaceae, Polypo-

diaceae等が多く検出された。

第 XII層（黒色土層 III)：底部に堆積した腐柏土で有機物の址が多く， 351個の花粉，胞fが検

出された。 Alnus, Quercus, Ulmus, Carduoid⑱ e, Gramineae, Lycopodiaceae, Polypodiaceae 

かちく検出されたc,
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第 18号ピット

第 V層（黒色土層 I)：底部近くにレ

ソズ状に堆積した腐植土で 109個の花

粉，胞子が検出され，

Gramineae, Lycopodiaceae, Polypodia-

ceaeが多い。

第 VII層（黒色土層 II)：底部近く

にレソズ状に堆積した有機物を多く含

む腐植土で317個の花粉，胞子が検出

された。なかでも，

Ulmus, Artemisia, Gramineae, 

Lycopodiaceae, Polypo-mundaceae, 

diaceaeが多い。特に Osmundaceaeが

多く検出されている。

第 17号ピッ 卜

第 IX層（黒色土層）：底部近くに

レソズ状に堆積した軽石を多く含む腐

胞子の含有量は少柏土である。花打

なく 54個検出されただけである。

Gramineae, Polypodiaceae 

出されている。

考 察

A/nus, Quercus, 

腐植土は火山灰性黒ボク土とも呼ば

れ， 比較的乾燥した，

下したり，

A/nus, Quercus, 

Os-

が多く検

空気の流通のよ

い陸上での風成堆積物である。水中や

湿地のように酸素の供給の悪地面に落

水によって堆積物中に運び

こまれた花粉は保存がよく化石として

残るが，乾燥した地面．空気流通のよ

い所に落下した花粉は微生物（土壌バ

クテリア等）によって分解されたり，

直射光と酸素で光学的な自己酸化分解
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を起こず、また仕粉の神籾によプ)ても腐蝕作用に対する抵抗］〗いが人られ，それはl三とし］花粉

自体を構成している化学的成分（外膜を構成するスポロポレ——ニン） 0）酸化の程度による。つま

り， スポ r"ポレーニンの:;;-有量い多いも r})は酸化に対する抵机が強いU)である。さらに．砂買堆積

物や腐植 t中の花粉はかたよった腐植をうけやすく．特に落i汀性広莱樹木の仕粉ぱ分解さわやナし

とし、う。

このたひの分析の結果． 13屈 11科の花粉が検出されたが． I蘭植十しいり花粉．胞子が腐蝕作用

をうけやすい土棋U)中からこれらの花粉，胞子が検出されたのは．水笠により搬入されたレンズ状

埴梢物で、空気中にさちされた期間が知いために、あ主り強し、腐蝕作用をうげなか．＇）たため：：考え

られる。

分析試料の腐柏七ぱ構成物の，誓いか t)大ぎく 3つ；こ分預することがてぎる,

1) 火山灰（車1石）を名旦に合む艇柏 L。

2) 軽石を含むが同時こ有機物（植物組織）を多量に含む秘禎土。

3)軽石は少ないか，ほとんと含まれず，有機物に窪む腐柏1:o

1) の瀾植土から検出された仕粉， 胞 fの数は少なく． 2). 3) の腐植土からは名量の仕粉，

胞fが検出されている。また 1) の腐柏いまピ、／卜内にレソフ、状に堆梢してし、ることが多く． 2)' 

3) の腐柏上はヒットの底にへはりつくように堆積している。腐植士の構成物の違いと．堆栢状況

の湘いが，花粉、胞子の合有数の違いとたって現われている。

訥状遺枯の性格については不明な点が名いが現在のところ， ビットが掘られた後． しばらく放置

されており． それが除々に埋積一竺れたらしし、こどが， ヒノトを即めてし、る土地／）堆積状況から推定

されている。レンス状や，底部にはりつく状態で堆積している腐植土は周囲から水によって運びこ

まわたものてあり，その 1下を押める火山灰質しハ堆積物1よ凍紺界で剛［iの壁から崩壊したも 0)であ

ろう。このたびの分析に使用した試料はこのような状況で堆粕した腐柏七であることから．中に含

まわている花粉は，腐槙i-が形成された時と，風，水等によっこ計尋状遺構内に運ばれて再堆柏した

時の 2回にわたって混入しまじり合っていることが予想ざれる。しかしながち先に述へたよりに腐

植しが形成された時に混人した仕粉の大半は邸蝕作用をうけ， 酸化に対する抵抗の怖い Polypo-

diaceae, Lycopodiaceae笠を除いて、消滅してし、るこどが予想しこれる。分析結果から とのヒノト

でも樹木仕粉の Alnus,Quercus,草本花粉の Artemisia,Carduoideae, Umbelliferae, Gramineae, 

胞了の Osmundaceae, Polypodiaceae, Lycopodiaceae笠り花粉．胞子か共通して検出され，その出

現ホも同様の煩向を示している。

主た札幌じ固辺におげる沖積世の古植生の変遷iこ関ナる研究は Nakamura(I 963)，塚田 (1958),

五日嵐・熊野 (1974), IGARASHI (1975) があり，それらによると沖積世初頚から現在まで幾度か

の植生の変遷があ，たこどが報しられてし、る。ぐ）まり秘植土の形成がはじまってから何度かの植生

の笈化があったことが，含有花粉の構成神の変化という形で腐植土に品録されていることである。

したがって，溝状退構が拙られた際に掘りあげられた」が溝状遺構の周囲に散乱し．それらか雨水

に洗われて再堆積したのてあれは．各ピ／卜ごどの各花粉の出現率ぱ不規則な形て現われるはずて‘
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ある。しかし結果は上記の通りである。したがって掘り上げられた腐植士が形成された時に混入し

た花粉．胞子は酸化．腐蝕作用で消滅し．それぞれの出現率に影響を与える程多く含まれていなか

ったか．又は新たに形成されつつある腐植士が流入したものかのどちらかが考えられる。いづれに

しても再堆積した際に混入した花粉．胞子の種類及び数量を反映していると考えることがでぎる。

腐植士中ての腐蝕．酸化作用により消滅した花粉．胞子もあり．分析結果がそのまま当時の植生

を現わしていると言い切れないが．得られた結果からは溝状遺構が掘られた場所は． Alnus（ハン

ノキ等）やQuercus(ミズナラ，力、ンワ等）などの陽地性の樹木がまばらにはえている， Gramineae

（ススキ．ササ等禾本科植物）を主な構成種とし．それに Artemisia（ヨモギ笠）． Carduoideae（キ

ク等）， Umbelliferae（ツリカネニンジン． エゾニュウ等）がまじり合った阻地性のススキ草原的

な環境であったことが推定される。そして第 24号ピットの近くには Cichorioideae（タンボボ等）

の花が咲ぎ．その花粉が混入し，第 18,24, 26号ピットなど谷に近い場所では河辺林からの Ulmus

（ニレ等）の花粉が混入したであろうことも推定で巻る。

第 20, 24号ピットという互いに離れたピットから針葉樹林花粉の Abiesが他のピットにくらへ

て多く出現している。このことから他のピットと形成時期が違うとも考えられるが．今のところ．

それを確証づける資料を得ることはでぎない。

結 論

以上述べたことから次の事項があぎらかになった。

〇 このたびの花粉分析により 13属 11科の花粉．胞子を検出することができた。検出された花

粉．胞子の大部分は腸地性植物の花粉と、ンダ植物の胞子である。

〇 花粉の保存状態が悪い風化堆積物の腐植士の中から比較的多星の花粉．胞子が検出されたの

は，空気中にさらされる期間が比較的短かかったことと．内部がいくぶん湿気を帯ひていたこ

とから腐蝕．酸化作用の影響を強くうけたかったことからである。

〇 ビット内にレンズ状に堆積した腐植士より．底部にへばりつくように堆柏していた腐植士の

方が花粉の含有量が多い。

〇 樹木花粉より草本花粉．胞子の量が多く，特にイネ科柏物の花粉が出現する割合が高いこと

から，溝状遺構が掘られた場所の環境として． 、ンラカバ．カシワ， ミズナラ等の樹木が点在す

るススキ草原的な場所を推定する-レ'-―かでぎる。いくぶん湿った河辺林には，ハンノキ

レ．ヤチダモ等の林があった。また一部のピットの近くにはクンボポが牛育 lていた。

〇 今回の分析の主な目的であった．溝状遺構の掘られた時期が一年中のりちい/)てあったかに

ついては，それを説明しうる結果は得らわなかった。
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第4章発掘区出土遺物

本遺構からは，（l）縄文早期，（II)縄文中期，（III)縄文晩期から続縄文期の土器，石器などが，遺

構内外から出 1：している。発掘区における遺物の出士状態および分布に関しては，第 1章，第 2節

で概述したとおりであるが，遺物の分布のあり方は，遺構の分布とほぼ一致している。

第 1節 士器群について（第 59~65図，図版 27A~31B)

ート器群は以下に記すとおり 3期7群に分けられる。

I 期： 縄文早期・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..第 I群

II 期： 纏文中期.....・・・・・・・・・・・・・・・・・..第 II, III. IV, V群

III期：縄文晩期～続縄文期………第 VI,VII群

I期縄文早期

第 1群土器（第 59図，図板27A)

本群の資料は．すべて貝殻文に特徴づけられるクループである。

文様構成の違いから a~eの5つに細分され．それに胴部片と底部片をそれぞれ一括 L f. g 

として．都合 7つに分けて説明する。

a (l) 

このグループは， 1片のみで．器外に貝殻条痕文があるが，それ以外の文様はないものである。

波状縁で， 口唇部は，やや外傾して．平坦に調整されている。器内は，平坦で滑らかである。

b (2~4) 

貝殻条痕文を地文として， 口唇部の外表面側の角に貝殻などによる刻目があるグループで， 2は

内外共，横走する条般文がある。口唇部は．やや外傾して． ＇げ日に調整されている。内面に，｝欠化

物の付着が認められる。 3は．器外にやや太めの貝殻条痕文が丸り， 口唇部ぱ外傾して．し王ぽ 'i'tH

に調整され，内面は平坦で滑らかである。 4も． 3と同様の例であるが． 口唇部の外傾はあまり強

くなし ‘0

この 3片の内， 3に関しては．波状縁であると判断される。また． 4の胎士中には赤褐色の鉱物

（鉄分？）が入っている。

C (5~9) 

沈線文があるグループで． ごれに貝殻腹縁文とか綱棒状の先端がやや尖った，断面円形の施文具
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第59図 S265遺跡発掘区出土土器拓影図 (1)(I期第 1群）

による刺突文が組み合されている。なお．沈森文と刺突文は同一のエ具によって施されたものであ

る。 5ぱ，外傾し，平担に調整された口唇部上にも，貝殻腹縁文があるが，その後再度調整され，

腹縁文は一部消えている。口唇部直下には， 1本横走する沈線文があり， この下に貝殻腹縁文が数

段横に施されている。さらに．破片内卜剖:にも．沈線文が横に走り． この中に珠い刺突文がある。

6, 7は， 口唇部を欠損するが，共に横走する沈線文と貝殻腹縁文があるものである。なお， 6で

は．破片の左側に斜めの沈線文も観察される。 7の胎」叶 Iには軽石が入っている。共に器内は平滑

に調整されている。

8は．横走する沈線文開とこれと平行する屈じ工具による剌突列があり， さらに沈線文の中にも

刺突列がある。口唇部は，平らで， この卜→にも刺突文がある。内面は，貝殻条痕を施文後に，滑ら

かに調整している。

9も， 口唇部を欠損するが．地文として細かな貝殻腹縁文が所々観察されるもので，腹縁文を施

文後調散したものと思われる。この上に，斜めに細い沈線文がある。

d (10) 

10の 1点だけてあるか．絡網体圧痕文が施されたもので， その原体はR{¢ であ 7
¢ 

J。また，破片
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内上下に，工共をやや斜めしこして剌突した刺失，いが横に巡ってしる。内面は．滑らかに調整されて

し、る。

e (11 ~16) 

このクルーフは｀ 口唇部直下に 1,~2条の貼付文が横走ずるも (1)てある。貼付文は，し、ずれも粘

土紐を貼付後に，その両側を調整しており，また貼付文上には刻目がある。

11は．貼付文の断面は三角形で，ごの上に貝殻による刻目があり貼付文の下には、貝殻腹縁文

がある。 12は，やや幅広0)貼付文力＼ ll唇部 F1 cm程の所にあり，その上には 11と1n]様のエ且に

よる刻目がある。また， 口唇部直下にも，刻目と同様のエ具による押捺が，横方向に施されている。

13は， 口唇部の直下に 2本の平行する貼付文がある例で，この上に．細かい刻日がある。器内外共

に． 地文として貝殻条痕文が横に施されているが． 器外のは． 施文後滑らかに調整されている。

14は． 口唇部は丸味を帯び． 口唇部 F1 cm程の所に，やや幅広の貼付文があり． この 1一ーに深し亥1l

目がある。 15,16は，小片であるが， 口唇部直Fに，いすれも断面二角形の貼付文と．その上に刻

目があるもので，貼付文の両側縁は，調整のため浅くへこんでいる。共に，器外には貝殻条痕文が

ある。

以上の 6点の内， 11~13,15の4例の口唇部は外傾し，その面は平坦に調整されているが， 16は，

外傾せず平らである。また， 13例を除いてしま，裏面には貝殻条痕文は観察されないが，いずれも t平

滑である。

f (17~25) 

胴部片を一括して fとする。

いずれも，器外には横走する貝殻条痕文があるが， 23例はやや太目である。器内は， 18と23例

は，器外と同様の貝殻条痕文が横に施されており， 17ぱ，箆状のエ具による横と縦の調整がみられ

る。 24, 25例は，無文であるが滑らかに調格されている。

20~22は，いずれも器表面が黒褐色の色調を呈するもので，地文として貝骰条痕文を横走して施

こした後に，丁寧に調整し， 21は．条痕文が，ほとんど消えてしまっている。器内にも，横走する

調整痕が．部分的に観察されるが，いずれも滑らかになっていて，そのエ具は明らかにはできな

ぃ。なお， 19の器内面は象lJ脱している。

g (26, 27) 

いずれも平底で，かなり急傾斜に，ほぼ真直ぐに立トーっている。

以上の資料は，その器面は，平坦かつほぼ真直ぐに仕上げられているのが全体の傾向であるが，

これたけの資料からは．側々に器形を推定することは難しい。また，色調は，赤褐色～灰褐色を呈

した例が多く，胎土中には，細砂と微量の火山灰を含む傾向があるが，これが果して，この時期を
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特徴づけるものであるかどうかは，今回の資料たけからは判然としない。繊維は，観察されない。

なお，この群の土器片は第 1号ビット（第 6図9)．第 2号堅穴住居址（第 49図 l) などでも

出土している。

第 I群とした縄文早期の土器梢は，条痕文，沈線文などをもつ平底士器群で，あえて型式名を冠

れは． a~cのグループは，沼尻・虎杖浜式の仲間． d, eは，上坂・アルトリ式（吉崎 1965) の

仲1蜀かと毎えられる。現在．縄文早期の平底土器群ば，道東においては，大ぎく 2段階に分げられ，

その古いステージに沼尻，東釧路 I，大楽毛，テンネル，浦幌式などの貝殻文，条痕文，沈線文を

有する乎底士器群，新しいステージに粕縄体ll痕文，短縄文，組紐圧痕文など罷文を特徴とする東

釧路 II, III, IV式に代表される一群がくる（沢 1974) とされている。この中で，新しいステージ

の仲間は，全道的な拡がりをもつが，古いスナージでは，道南部においては，尖底CT)貝殻文，沈線

文を特徴とする七器群が， この時期に対峙されるようである。しかし，未だ古いステージ 0)各地域

における編年，そして両者の関係は，明確にされていない現状で今後の研究にまつ所が大きい。し

かも，札幌市 T210遺跡（上野紺 1976)の第 1群第 1類とした古しステージの士器群には，平底と

尖底の両者を含み，両地域に挟まれた道央部における貝殻文，沈線文クループの土器群の様相は，

かなり杓雑で虎る。

II期縄文中期

籠文中期の栢料は，発掘区出七総土器片数の 80％を占める。以下の第 II~V群の 4群に分けら

れる。

第 II群土器（第 60図28~52、図肋27B)

この群は，円箇上層式の系統の士器群である。これらは，小片のため全体の文梯構成は不明なも

のが多いが，破片内で観察でぎる文様要素の違いから，おおよそ以下の 4類に分けられる。

第 1類 (28~37)

この類は地文施文後に口杓部および口緑部に幅 5mm程の細い貼付文が幅広く展開されるもの

である。貼付文上には撚糸文．絡羅体庄痕文，編文原体圧痕文などがある。さらに，剌突文の有無

で 2種に分けられる。

a (28, 29) 

このグループは，貼付文と剌突文を有するもので，共に口唇部は欠損している。

28は，地文施文後に，やや幅広の貼付文を横と斜めに貼付し，この上には貼付文と乎行に，撚り

の方向の違う 2種の撚紐の圧痕を施こし，全休として八字壮iこなっている。貼付文『月にに先端釘

ささくれだった角棒状工具を，心持ち斜めに剌突した刺突文列がある。 29は，全体のモチーフは不
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明であるが．幅 5mm程の貼付文卜に“、貼付文に直交して撚糸文がある。刺突文ぱ，角棒状のエ具

を用いている。

b (30~37) 

このグルーフ iま，砂片内 J)観寮ては，刺突文列が認められなし、も 0)てある。

貼付文上の文様の地久！泉体には，以下の 3種類がある。

(1) 同種ないし 1本の撚紐を 2つに折り．貼付文と平行に押捺したもの…………30, 34 

(2) 同種ないし 1本の撚紐を 2本単位にして，軸にまいた絡縄体を貼付文に直交ないしやや斜

めに，押捺あるし、it1i f回転したもの…………:11~:B, 35 

(3) 縄文原体を押椋したもの……… •••36, 37 

30~32は， I I唇部を1げる破片で， 30は，小突起とジ）まみ出した低し、肥厚帯があり，小突起 F

には，楕円形（？）にたると思われる幅 1cm程の幅広し、貼(t文がある。この貼付文ぱ，細い貼(I

文と違い貼(、J後（』縁を凋整しており．その中央iこぱ刺突があるようである。口唇部の肥摩帯 j に

ふそc乃 17‘ ，こi(i11し、貼付文があり` 口唇蔀下にも同様 0)貼付文が展開する。 31は， 肥l厚ヽ：けはなし、

が， 口唇部（直―卜）に，破片内でみる限り，斜めの貼付文が密に施されている。 32は，なたらかな

小突起部分の破J¥て，突起直下に環状の貼付がある。突起1:．の口唇部は平坦であるが， これに迎な

る裾の部分ては．その断面は三角形になるようてある。

33, 34は，横に平行する 2本の貼付文があり，細い貼付文の展開の下を限る文様かと思われる。

36例は，器厚が 16mmに及ぶ厚いものて，横走する貼付文に接して，鋸歯状の貼fl文か展開し

ている。 37は，貼付文は、楕円形を横に叱らねた形の貼付文であり，器形がこの氾fがてよやや外

に丸くりI；ってし、る。

地文い刊るもの：ま， 34例しかなし 9か， これは第一種結束のある羽状縄文であるぐ）

同袖り〉資料は，遺構て‘ぱ，第 1号（第 6凶 2,7, 第7図 1)，第 4号（第 11柊Il)，弟 13号（第

27図5)，第 25号（第 39図3)の語ビ、ノトと第 1号竪穴住居址（第 44図 l)なとて出士している。

第 2類 (38~47)

この類は， 口唇部に肥厚帯があるが，肥厚帯下には，地文のみで文様のないも 0)である。ただし，

小破片のため肥厚帯下の文様の布無が小明のものもあるが，便宜士一括して， ここで説明する。-

の仲問は，さらに肥厚帯上の貼付文とか刺突文などの有無によって、 2神こ分れる。

a (38~42) 

このグルーフiま，肥摩帯卜に貼付文，絡絹体圧痕文，刺突文なとかあるものである。

38~40は，貼付文のあるもりて‘,38は，貼付ないし折り返しによる仙い肥厚帯があり，貼付文

は，鋸歯状に展開するものとちえられ，貼付文上には，貼付文に平りして，絡縄体圧痕文がある。

39は，ひねり出しによる低い肥厚帯があって，この上に縦に貼付文か並ぶもので，貼付文上とその
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間に絡縄体圧痕文か，やはり縦に押捺されている。

40は，貼付ないし折り返しによるかなり高い肥厚術があり，左側の貼付文ぱ剥脱しているか，ニ

の上に貼付文が鋸歯状に展間ずる。貼付文上には，撚糸文がある。この破片は，右側に小突起か克

るようで，右側に向って，全休に厚く，また高くなる鋲向がある。

41は，ひねり出しによる低い肥厚帯があって， ここに縦位に絡罷体を深く押捺し，貼付文を施し

たようなモチーフに仕l：げたものである。この器形も，波状の傾向があり，突起をともなうものの

ようである。

42 Ii, 貼付ないし折り返しによる仇い肥厚帯があるが，肥淳帯 I，内 1辺は平坦で，この上に細い撚

糸文が横に施されている。その下iこ．先端のやや尖った棒状工共による刺だ文が並列して施されて

し、る。

b (43~47) 

このグループは，肥厚帯があるが，その上は地文のみの例である。

43, 44は，貼付ないし折り返しによる比較的高い肥厚帯を布する例， 45~47は， ひねり出しに

よる低い肥厚帯があるものである。

地文ぱ， 43が第一種結束のある廿壮纏文， 45, 46は， 結束の有無は1ヽ 叫であるが， 羽状縄文で

ある。

この第 2類と同種の資料は第 1りに 1 卜（第 6図3, 4, 8 ?），第 1り（第 44図 2)，第 2号

（第 49図 2) 略穴住居址なとで出土しごいる。なお，第 1号ピノトの第 6凶 8は、小片のため，肥

厚帯下にも貼付文がある可能性もある。

第 3類 (48~51)

いずれも小破片のため全体の文様構成は小明であるが， 口唇部直下に，やや輻広の貼付帯を数段

つけ， この上にやや長目の刻目があるものてある。後述するとおり，色調が第 1, 2類と明確に異

なり灰褐色から賠灰色を呈したもので克る。

48は， 口唇部部分を肥厚させ，この卜]こ 2本，幅広の貼付帯が克る。この貼付帯上には，撚糸文

ないし絡面体庄痕文を施こし，その後指て/)まんだように両側を若十へこましていて，文様がほと

んど消えている所もある。さらに，下の貼付婚にぱ，斜めの狭い刻目か克る， 49ぱ， 口唇部下に 3

段貼付帯があったものであるが，ほとんど剖脱している。現存部分でみると， 3本の貼付帯1ま，重

なるように貼付されていたようである。この貼付常の上にも，刺突文（刻文）が並列して施されて

いる。 50は， 口屈部を欠損しているが，貼付帯とその上に斜めの深い沈線状の刻目がある。 51も，

口唇部を欠損し，仝体のモチーフは明らかではないが，地文施文後に粘土紐を貼付したもので， こ

の上に左下りの刻 Hがある。

同様の資料ぱ，第 23号ピ、ノト（第 31図6), 第 1号（第 44図 4)，第 2号（弟 49図3)竪穴住

居址なとで出土してし、る。
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第 4類 (52)

1片だげてあるが、 口唇部を断面三角形に謁堺ずることによ;・,:低い肥厚帯的左ものを作出し，

地文施文後に， この上に沈森文が 3本横走してし、る。

以＿K． 4類に分けて説明したが． これらの色調は．第 1. 2粕は，褐色～賠灰色であるが．褐色

のものが1f本を占め，ーカ第：l, 4類心賠灰色～黒褐色を＇！＇！、明らか iこ色調か異なっている c

胎土は，ずへて細砂を含み，それに微量の殺維と小礫が若1人っているが． これらは意識的に糾

ぜたものかどうかは明らかてはなし ‘0

この冶 I[ 群ぱ，所謂 IIr]筒土器上層式 I ii)系統を引くもり）て， この内第 1和Ii江坂（江坂編

1970) およひ村越（村越 1974) のいう円的 1暑 c, d式に村臼するもので， 巾純に対比すると aグ

ループは C 式に， bグループは d式に属するものかと考えられる。第 2類も， a, bの2つのグル

ープに分けたが，前述した1り箇上層 C~ e式のいずれかに屈するものであるが，破片が小さいため

具体的に所属を示すこどはでぎない。

第 3れ！は， 口唇部［百下こ、やや幅広り）貼付文を数段つけ， この上にやや長 Hの刻目があるもの

で， ’r210遺跡の報告の第 II群第 2類に相当する。

第;4 mも，札幌市 N309遺跡（上野・砧；橋編 1975)の弟 l群K類と同釉の資料で， この第 3、 4 

類に共にーサイベ沢 VII・見晴町式＇頃に対比てぎる百料である。

第 III群土器（第 60図53~66, 第 61図67~75, 図版28A)

本群は，半歓竹管を多用し，一般に「天神山式」，「智東B式」などと称せられるグループ＇とその

系統を引く土器閉を—括して第 III 群とした。

ごらに，大きく 2類に分：ナられる。

第 1類 (53~74)

この類は，半歓竹管による内l(II押庄ないし刺空文（内面突引文），北線文なとを特色どするものて

、L--f 

しi')0。

いずれも，小｝｝のため器形を伺いえるものはないが． 口縁は波状線ないし小突起を打するものが

名＜，波状縁0)頂部ないし小突起 0)下には貼付文が垂下する例が多いようである。さらに，幾つか

ぱこの貼付支から貼付文ないし沈線文が．横ないし斜めに展開ナる

53~55 Iま，岐状縁ないし小空起部分の破片てある。 53, 54は．波状縁で． 口唇部が共に幅広い。

53は，頂部の下に環状の貼付文， 54は，ルーフ状の幅の広い貼付文があったようであるが， 風化

が激しく，約1脱部分が多いため，全体のモチーフは判然としない。口唇部上と貼付文上ないしその

側面に．半戟竹管の内面を引くか，あるいは空引ぎした文様か連続して施されでし、る。
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55は，突起のある破片で，突起の頂部は平らである。突起の下には，幅の広い貼付文を横環さ

せ，さらにその下に細い貼付文を亜下させているようである。なお，破片右側に，半歓竹管の内［（1i

を引いた沈線文がある。突起の頂部直下には．半歓竹管を器[hiに対して，かなり急傾斜に立てて剌

突したものがあり，また横走する貼付文の上部には同様の剌突文．下部にぱ横に内面を引いた文様

がある。それ以外の文様ぱ，象lj脱してして不明である。

56~60までは，いずれも口唇部を欠損するが，波原部ないし突起↑に垂下する貼付文およびボタ

ン状貼付文を有するものである。

56は，垂下する太い貼付文とその下端から八字状に展開する細い趾付文があるもので，これらの

貼付文の両側面ないし片側の側面に半歓竹管の内面押圧がある。また，一部条lj脱しているが，垂下

する貼付文の上部から横に半赦竹管の内面を引いた貼付文が走っているようである。

57は，垂下する貼付文があり，その側面に半裁竹管の内面押圧文がある。また． この下端から 4

本の横走する半赦竹管の内面を引いた沈線文がある。

58は， 2本の細い貼付文が垂下し，その下端から，横に一本貼付文が走っている。いずれも貼付

文の一側面に半歓竹管の内面押圧がある。 59は， V字状に貼付文があり，貼付文上とその一側面に

半裁竹管の内面押圧文，破片上の左側に，先端がややささくれだった棒状工具によるやや深い刺突

がある。 60は，ボクン状の貼付文があり，この周辺に半歓竹管の内面押圧文がある。また，破片左

側に 2条の半戟竹管による連続の内面突引文がある。

61~63は， 口唇部を有する破片で， この内 61. 62は， 口唇部に幅広の貼付による肥厚帯的なも

のを作出し， いずれも半妓竹管の内面の押圧があるが， 61は横， 62は縦に施こしている。また 61

には，工具は不明であるが刺突文がある。これらの直下には，半戟竹管の内面を引いた貼付文を 1

本横走させている。なお， 62では，さらにこの下に半歓竹管の内面を引いた沈線文がある。 63は，

II唇部とその而下および rI緑部に半歓竹管による内面押圧文および沈線文がある。この資料は，右

側に向って II唇部が高くなる傾向にあり，波状縁になるものかと思われる。

65も， 口唇部に近い位置の破片と思われるもので，幅広の貼付帯とその下に半歓竹管による沈線

文がある。貼付帯上には，半歓竹管を器面にほぼ垂直に刺突している。

64, 66~71までは，いすれも口唇部を欠担する資料てある。 68, 69は， 半歓竹管の内I(liを引い

た 2本の貼付文が横走している。

64, 66, 67, 70, 71ふ半歓竹管による沈線文があるもので，破片内では，ほとんどの例は横走

であるが， 64では， 横走の沈線文間をつなぐように縦にも入っており， 71では斜めのものも観察

される。なお，横走沈線文の数は， 66と67例では 3本である。なお， 後述するとおり， 70と71

は，焼成・色調が他と異なり，緻密で赤褐色を呈している。

以上の資料と同様なものは，第 1号（第6図1)，第 8号（第 14図4)，第 10号（第 19図 1)'

第 12号（第 23図4)， 第 14号（第 49図20)の諸ピットと第 1号竪穴住居址（第 44図3)，焼土

1 （第 57図2)などの覆土中からも，各 1片づつ出土している c

72は，沈線文が横走するが，そのエ具は，半歓竹管ではなく，棒状のエ具である。
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73は．半戟竹管の外面を連続的に突引いたものが，横に走っている。

74 Iま，以上の資料とは，若干異質ログルー／て，内面にも網如があるものである。 口唇部下に，

半戟竹管の内面による連続突引文と輻広の貼付文が横走しているが，突引文は，今迄のに比べて不

規則なものである。

これら 72~74などに近い資料は遺構では，第 3号（第 10図3)，第 21号（第 34図6)，第 24号

（第 39図2)の諸ビットで出士しており． また特に 74例と同種のグループが， 第 •9 号ビット（第

16図 1), 第 2号（第 49図 4. 5)．第 3号（第 54図 7, 8)竪穴住居址などで出土している。

第 2類 (75)

1片だけであるが．第 1類に比べ器厚は薄く，絨維は含まず、灰褐色の色調を呈するものであ

る。肥厚帯とか貼付文はなくなり，丸棒状工具（竹管の外面も含む）による横走と縦位の沈線文が

ある。また器内面にも蠅文がある。

以＿卜の第 1, 2類の資料の色調は，暗赤褐色から赤褐色を旱するものと暗褐色から褐色，明褐色

のものとの 2者がある。胎士中には，すべての例に細砂を含むが，それ以外に微量の繊維と小礫を

含むものが多い。器内調整ば．入念に行なわれており，光沢をもった例もいくつかある (55, 61, 

68~70, 72. 73)。

本群の土器群の中で，第 1類は，「天神山」，「智東B式」といわれるものの系列に属するものであ

るが．第 2類は， T210遺跡の報告の第 II群第 4類と同種のもので，「天神山」，「智東B式」など

と而接的な脈絡をもった， これらに後続するグループかと思われる。

第 IV群土器（第61図76~93. 第62図103. 104. 図版28B)

この群は，一般に口唇部下に肥厚帯があって． この下に円形剌突文が巡るものである。ただし，

肥犀帯のない例とか，肥厚帯上ないしその下に連続刺突文があるものもあり，文様構成により幾つ

かに細分も可能であるが，破片数が少ないので， ここでは一括して取り扱う。

76~78は，肥厚帯1ーに平箆による連続剌突文があるもので． 76, 77には小突起がある。連続剌

突文Ii, 76は 1段． 77は2段克り， 78には口后部上と肥厚帯に各 1段ある。肥厚帯の幅は， 77が

2. 7cmで幅広いが， 76と78は各々 1.7, 1.0cmで狭いものである。これらの肥厚帯の下は地文が

施されていなかったり， 磨消されていたりして，無文部がある。同様の傾向は 79~83の諸例にお

いても認められるものである。

79, 80, 89ば低いが幅広〇肥厚判があるもしりで，肥厚帯上は地文のみてある。 79, 89例には，

器内にも縄文がある。円形剌突文は，いずれも大ぎい。

81~84は，低い肥厚帯を作出しているものであるが， 83例の如く，口唇部下 1.5cm程の所の地文

を磨消することによって肥厚帯部分と胴部とを分けているものもある。 83には器内面にも縄文が
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ある。

85~88は，肥隕帯を作出していないもので， 88例を餘いては， 無文部もなく． 地文が全面にあ

る。 85と88は． 口縁部〇煩きは．ほは貞直ぐてあるか， 86例ては， PJ形剌突久列の所でやや外反

しており，また 87は，全体に大ぎく外団してしる。 87には，器内面にも縄文がある。

なお，以上の行料に牡徴的に認められる所謂 i円形刺突文」は．エ具としては，中空しりものとそ

うでないものの 2者があるが，本遺跡の例は，少なくともいずれも工具を刺突するだけではなく，

凹転させている。この、や、，今後礼意せねはならなし ‘O

また， 9（）例は， 肥厚部はなく油手で、 さらに破片内ては円形刺突文は観察されないものである

が．焼成が，以 1この諸例と類似し，器内l(liにも麗文がある所から，一応こ］）仲間に入れた0

Yl ~93は胴部片であるが， 91は羽状網文の縄文の方向がかわる所に， 平箆状Jこ具による浅い迎

紐刺突文かある。 92,93は同一個体と思われるもので，横に一条の半歓竹管による連続剌突文があ

ろ）地文は、第一柿結束いある羽状縄文てある。この 2例は，焼成とか色調などの点では，後述す

る第 V群に極めて近いものである。

l(）3と104ぱ， I）VII区の第 VIIIa 層から出 ::1—したもので，同一個休の胴部片である。地文と

して一種の異条縄文が施されたものである。同様な例は，同じ D-VII区内にある第 3号磋穴住屈

址内覆土中からも 2片 (P-7, P 1：し第 54図 9, 10) 出＿I~しており，これら 4 }}はすべて1』一個

体かと思われる。

l‘}ヒの内， 76~91の諸例し＂色調は赤褐色，灰褐色，褐色など様々てあるが，灰褐色～褐色のもの

が名いようてある。胎土中には，ほとんどの例に小礫を若・f含み， 89例では軽石が入っている。ま

た， till砂をナベて含いが， 82,87, 91には牡iこ多いc 俄維は，肉眼的な観察では明瞭に含まれてい

る例が少なく．半数の例に微耽の緞維の痕跡が認められるだけである。器内の調整は，第 II,III群

；こ比へて滑らかでは九し、0

92. 93例は，灰白色の色調で， 若「の小礫と比較的多くの細砂を含み， 103, 104は， 灰褐色を

呈し，若千0)小礫と紬砂を含むが， し、一ヤれも戟維の担跡1ま観察されない。まだ、 いずれも胎士内の

色調が，器内外と同 L．色を呈し，第 IT. III群とか第 IV群の 76~91例などに認められたサンドイ

ッチ状の黒色部がほとんど認められない。器l)、］調整は， 92, 9:l例は， 76~91例に比へて入念て平

滑になっており，逆に 103, 104例は，器外表l(liは比較的滑らかであるが，器内は凹凸が激しい。

遺枇では， 76~89 例と同様なものは．第 8 号（第 14 図 1, 2, 第 15図 1)，第 11号（第 20囚 1,

2)，第 21号（第 34図 l~ 4) の諸ピ／卜と珀 1号（頌 45図 1)，第 2号（第 49図 6,7)，弟 3

号（第 54図5. 6) の怪穴住屈址なとでも出十している。なお，第 15号ピット出土の第 54図 1'

2とか第 2号堅ぺ住居tJl出土［〉第 49図8, 9もこの群に入るものである。

本群は、 トコロ第 6知といわれる仲罰である＼）なお，第 62図 103, 104そして第 3号昭穴住居址

内覆土中出土の第 54図 9, 10(/）賓料は，一種の巽条縄文が施文されたものである。類似の異条羅
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文は， 常呂郡常呂町朝日トコロ貝塚C トレンチ第 2層 （貝層） （東大文学部編 1963) 出土の Fig.

52-3, 岩内郡岩内町東山遺跡第 2地点第 4層（大場・桐井 1958) 出士の第 24図83, 松前郡福島町

館崎遺跡（佐藤 1975)の第 44図58などがある。朝日トコロ貝塚の例は， トコロ第 6類，東山第 2

地点は円筒下層 d式，館崎は円筒上層 a式の地文として施文されたものである。朝日トコロ貝塚の

報告者は，この縄文は，撚紐 3段左撚り（第 14種）のもので， 2段左撚りの撚紐と 2段布撚りの撚

紐の 2本を一緒にして 3段目を左撚りにしたので， 2段左撚りの撚紐は撚りがもどり， 2段右撚り

の撚紐は撚りがかかっていると説明している。

第 V群土器（第 61図94~102, 図版 29A)

この群は，幅広の貼付文（帯）が，数条横環し，地文として，結束のない撚りの方向の違う 2禾盾

の原体による羽状縄文が施されたグループである。

94~100ばすべて口唇部を欠損しているが，破片内に横走する貼付文があるものてある。貼付

文は，いずれも地文施文後につけられたものであるが．貼付文上にも地文と同し両文か施されてい

る。しかも，周囲の地文の方向とは反対方向の撚りの原休を用いる場合が多いようてあ／らまた，

95とか 97例のように貼付文上の地文を施文する際に， 貼付のない部分まで及んで施されている例

もある。なお， 100の貼付文は，他に比へ細いものである。これらの資料の地文は， いずれも縄文

の節が大ぎい。

101, 102は，口唇部を有する破片で， 口唇部には，貼付ないし折り返しによる低い肥厚帯があ

り， この上には縄文原体か絡縄体の剌突がある。 101は， 口唇部の断面は四角形に，近く， 口唇部は

幅広く刺突は 1万1]で虎る。 102I屯肥厚帯上は佃文て，断面l:t丸味を帯び．肛厚帯上に 2列，そし

て口唇部と器内面の角に 1列， 刺突列がある。地文ぱ， 102Iま不明であるが， 101は，節の細かい

単節縄文である。

以上の資料の色調は， 表裏共に賠灰褐色～灰白色で全体に白っぽく，胎土内部も， 94~100まで

は同じ色で，わずかに 94, 99の2例にのみ，一部に黒色部が認められるだけである。 101, 102例

は，胎土内部はサソドイッチ状に賠い色調を呈している。全体にみて，胎土内には大粒の砂粒が多

．＜，小礫もほとんど心例に認められるが，繊維は合まれー：いない。器内調整に， 光沢かもつ程では

ないが比較的入念て危る

遺構内で， 同様の例は、 第 8号（第 14図3)，第 20号（第 31図4)，第 21号（第34図5) の

諸ヒ°ットと焼土 1の周辺（第 57図 l)から出上している。特に，第 8号ピットの資料は， 101例と

同じモチーフのものである。

本群は，余市式土器群で， この中で円形剌突文のあるものは伊達山式である。

底部 (105~116) 

縄文中期の底部を一括して， ここで取り扱う。

142 



これらの資料ぱ．大きく 3つに分けられる。

a (105, 106. 112) 

いずれも．やや強し張り出 1があって．底面ぉ土ひ張り出し付近が．入念に凋整され．底面から

上 2cm程は無文部にたっているものである。 105, 106は光沢をもっている。 105の瓜仔は．推定

11 cmである。

これらは，前述した第 II群 I'.^ 器に伴う可能性が強iい。

b (107-~111. 113, 116) 

110の例を除いて．浅い張り出しがあり．ほとんど底面近くまて、 地文が施され，器面調舷が．

aに比較して顕著てなし、ものてある。 109, 116の推足底径は各々 11. 10, 4cmてある

110は．張り出しはないもので，胎土中には細砂を多く合l大．風化の度合が激しいも (1)である。

これらはおおむね第 IV群のグルーフに伴り例が冬し、-/J')：思われるが， 110は第 Ill群に伴

う可能性もある。

C (114, 115) 

以上の 2種類の中に含められないものである。個々に説明すると， 114は，器厚は薄く，底径も

推定 4.7cmで小さいもので，底部の弘り出しはた＜，地文が底面まで及んでいるc破片内では．

立上りもかなり急煩斜である。

115は，器厚は池 <0.5 cmて｀，推定底径 4.3cmご破片内では無文であろ。器形は、小形の深

鉢形土器かと思われる。器内外ぱ，滑らかに調整されている。胎土中には，細砂を比較的名く含む

が，焼成は緻密である。以上の特徴から，この資料は，第 VI群 (III期）に共伴する可能性もある。

なお，無文の小形深鉢形土器の資料は， 第 1号座穴住居址の出土例の中（第 44図 11) に類例が

あるが，両者は焼成とか胎土，調整，器厚の点で著しい相異がある。

III期縄文晩期～続纏文期

この時期の資料は．大きく遁文晩期末から続直文期初頭のもの（第 VI群）と続湿文期の後半の

もの（第 VII群） 0)2者がある。

第 VI群土器（第 62図117~14:-l. 図版 30)

この群は，文様構成の違いから．以下の 4種類に分けられる。

a (117~120) 

この仲間は，所謂 1情製土沿j とされるものて危るが． ＼~、千れも小破片の tこめ，全什、のモチーフ

は判然としない。
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6

117は． 口唇部内側に，浅くやや幅広の沈線文が 1本入り，器外には． 破片内で 4本の同様の沈

線文が横に走 っている。 4本目の沈線文の所には a突起があ る。沈線文群の下は地文のようであ

る。

118, 119は同一個体である。 118でみると口唇部は．平らに調整され．全体に内彎している。ロ

辱部直下 7mm程は，無文部であるが，その下には地文を施文した上から細い沈線文を横に走ら

せている。

120は，器厚は薄く浅い沈線文が，不規則に横に走るが，中央のものは， 途中から上の沈線文と

連結している。

いずれも，器内は入念に調整されている。

同種のものは，第 3号ピットの第 10図 1の例がある。

b (121~127, 第 63~65図）

この仲間は， 口唇部内側に文様をもつ土器で，表面は地文ないし無文である。

第 64, 65図に示した 2個体の土器は， F-VI区から，まとまって出土した資料であ る（第 2図

P-X)。その範囲は 34x 21 cmである。第 63図はその出土状態の実測図であるが． P-aに関し

ては，上部のレ ベルにあったために． 口縁部部分の破片のほとんどは，耕作土除去の際，取り上げ

たものが多く，わずかに胴部片

の一部を実測しているにすぎな

い。第 63図に示した破片 のレ

ベルは， 上が 32.530m, 下が

32. 450 m である。

第 64図に示した P-aの資料

は， 口縁部片 2点と胴部～底部

片 1点であるが， 3者は接合し

ないが，明らかに同一個体であ

る。図では．各破片を推定され

る器形に近い位置において組ん

でいるが，中央に配した胴部片

～底部片は． 23.5 x 19. 5 cmの

＼
 

゜
10cm 

第63図 S2 5遺跡 F-VI区(P-X)土器 (P-aおよび P-b)出土状況図

（註， P-a:斜線， P-b:網）

大きさであるが， ほとんど平坦で， 破片右側でわずかな傾きを認める程度である。縄文の条の走

行方向とわずかな凹みから，破片左側の直径 9cm 程が底部と考えられる。 口縁部片も． 口唇部下

6cm程の所からわずかに内彎しているが．その下は． ほとんど平担である。羅文の走行方向と器

厚傾きなどから器形を推定すると， 直径約 37cm,器高 4cmの浅い皿状を呈するかと思われる 。

器外には，底部を含め，全面に RLの単節斜行縄文が施され， 口唇部の器内に撚紐の圧痕文が，

横に 2条と縦に狭い問隔で入っている。 口唇部には． 2連の突起がある。
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第65図に示した P-bは， 2片の大形の破片

から柑定した，復冗実測図で烹る。口径約 25cm

の粗賛‘4ピ鉢形土器で， 口唇部下 2.5cm程の所

から若干外屯巧し，そのドが心持ち張る。地文と

して RLの単節斜行縄文が崩され， 口的部は内

傾して調整され， ここにも同様の蝿文がある。

口唇部の頂部の外側には，羅文原体の押捺によ

る刻日がある。

121 ~125ぱ， 口唇部内側に丸棒状工具(?)

による沈線文と撚糸圧痕文t［いし縄文，縄文原

体の押捺 (122)がある。 121~123までは． 波

状縁の頂部部分の破片で， l員部には， 121では

2個， 122,123では 1個の幅広の沈線文があり，

頂部以外の所では， 121, 123~·125 は， 細い沈

線文と撚糸圧痕文が縦位に， 122では， 縄文を

施文し．その上から蠅文原体を縦に押捺してい

る。なお， 121, 122例には頂部の卜に， 貫通

する 2個の丸棒状工具による刺突がある。さら

に． 121の頂部下の内画こ四方向から刺突した

十字状の刺突文があり，それを取り囲むように

撚糸圧痕文が環状に押捺されている。

126, 127は，撚糸圧痕文はなく，沈線文およ

び刺突文だげのものて， 126でみるとそのエ具

は，中空の丸棒状のものである。また 127は、

沈線文というより刻目に近いものである。

同様なものは， 遺構では焼土 1出土の第 57

図3なと力；ある。

C (128~131) 

この仲間は，器表面にも，沈線文および剌突

文があるものである。

128例では， 口附部内而には． 縦位に沈線文

と縄文原体の庄痕があり，表面には平行沈線文

があるものである。 129~131は，口唇部を欠損

するが，破片内に横走する平行沈線文があり，
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その沈線文群の下に丸棒状工仄によるザ角形状の刺突夕1jがある 0

遺構出 i一例で近い資料としては，弟 2号ピット（第 8図 l~ 3)，焼土 1 （第 57図 4, 5) なと

の例がある＾

d (1，い）

l片たけであるが，平担な 17唇部上と口縁部に地文が施されるだけで，それ以外の文様のないも

0)て，ゆるく外彎している。器内凋整は， a~c例にltべて粗い。

その他 (133~143)

lふ｝は，以上の b~dG')Iヽ じれかのクルーフに含まれるものである。紺位に部厚い貼付が施され，

縦に小iしが貫通している。）it形土器の端部の破片 0)可能性が高い。

134~141は，胴部片てある。 134~138は地文が施されたもの， 139~141は無文のものである。

なお， 134例には，細い貼付文が剥脱した痕がある。いずれも，器内調整は入念である。

142, 143は，浅鉢形の丸底の底部片である（）なお，底面｝こぱ破片内ては、地文ぱ観察されぢ＼ヽ

消 VI群の土器翡iば， a~d の 4 つ iこ分庁 9：：：ロ！直したがこれは 1 つのセットとして捉えうるもの

で，その諸特徴と組み合せから， 大測 C2へ A'式， 二枚橋式に対ltされる「タンネトウー L式 I

（野村 1962) ，千歳i|！ママチ遺跡（石川•佐膝はか 1971), 「西岡式」（加藤 1976) などの仲側に対比さ

れるものである。しかし，細かくみると，紺l:(/）貼瘤が少ないこと．沈線による変形工字文風の菱

形文がないことから、 この 3者の中で土より占い様相を呈するもし「）と思われるが， 口夕／了、］、ウー

L式］に特徴的にある粗雑な太い皮状ま戸は山形の沈線文が認められない所から， これよりも若干

新しく位置つけられる資料かと思われる。 tcお， bグループとした FVI区 (P-X)からまとまっ

て出土した 2個休の I,．器の内， P-aは人形の浅い皿状を星するも(/)であるが， この釉の行料は，管

見の範囲では認められない特異な器形てある。

第 VII群土器（策 62図 144, 図脱：¥1A) 

1片たげてあるが，紐かな剌突列りthll,li二角形の低い貼付文，撚糸文を特徴とする破片であるが，

全体に風化か激しく，剥脱部分がもし、ためモチーフははっぎりしない。

この資料は，所謂「後北 C2式 Iに相％するものである。
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第 2節 石器群について（第66~77図．図版 32~39)

本遺跡からに遺構内から 89点， 発掘区から 166点の都合 255点の石器が出I:している。石器

の器種としては，石鮨ないし石槍，石鏃，伍錐，ナイフ状石器，各種の削器と掻器．使用痕のある

剥片， フレーク・コ・アー．黒耀石棒状原石，石斧， 各種の砥石． 擦石， 石皿． 敲石． 石錘などが

ある。 これらの石器群は，種々の器種型式を合み． I.II. III期の各時期のものがあるが、すべて

の例＼こついて，器種刑式から1均代を判定するこしは難しいのて，一括して．器種鉦に記載をすすめ

る。

なお，石器全点の計測値とい質1こ閃しては、巻末の第 9, 1(）表に一覧表にしご示した。

1 石話ないし石槍（第 66図 1~7) 

石鈷は，全長は． 1， 5例を除くと 58（推定） ～42cmまであるが， 1例に関しては．推定全長

65-70mmで．かばり長く．幅も広いものてある。尖頭部の指数（尖頭部の長さ／最大幅）をとる

と． 3, 4例の如く各々 0.84, 0.95で，幅0)）jが長いものと． 2, 6, 7例0)如く 1.23~1. 39に

なる狭長のタイプの 2種があるようである。柄部は，いずれも太いものであるが． 1,,]様に指数（柄

部の長さ／最大幅）をとると， 1がo.76で，幅の方が大きく，また 7は 1.42（推定）で狭長な例で

克るが，あとは 1.04~1.11の範囲に入り．にぼ両者の長さに等しいものである。重量は， 1は15.4

gで重たいものであるが．あとは 5.5~3. 2gのもので． 特に 5g前後のものか多い。 なお， 2 li 

8. 2 g強で若1重量がある。

これらの資料の内， 1. 3, 6例では尖頭部のエッジが著しく摩耗しており． また 5例を除く全

例の柄部のエッ‘;;こぱ，使用なし、し渦整による細かな剣離力さ、ある。 5例にに，ニッジにはぶとんど

摩耗とか把部澗整がない所から．未成品の可能性もある。

なお，素材に関しては， 5, 6例の b面に一次剣離面が残っており， また 2, 6例の柄部端に原

石面， 4例の柄部端にフレーク・コア一段階における一次剣離面がある所から， 5は横長剣片， 2,

1, 6, 7は縦長創片と考えらかる。

ネガティブ・バルブを有する側縁の小例離（細部調整） [;J:., 6例を除いて，尖頭部と柄部の各々

の端の周辺に顕杓こ認められる（）たお． 7例では，柄部端が破損後．破損面から小剥離が入）てい

る。

以上の諸特徴から 1例と 2~7例は，機能面ないしは狩猟対象の点で異なっていた可能性かある。

2 石鏃（第66図 8~21) 

石鋭は， 14，点出土している。 17, 21は無茎鋭であるが，あとはすべて布茎鏃である。ィi質は，

9例は硬質頁岩で，それ以外は黒耀石製である。

12点の有茎鏃は，種々のタイプがあり，細かくみると以下の 4種類に分けられる。
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aタイプ (8, 9, 18) 

推定全長 45~39mmで， やや長く，

逆刺は1＜明瞭で，尖頭部および茎部が共

こ二等辺角形を星するもので危る。尖頭

部の指数をとると各々 l.43, 1. 40（いず

れも推定値）になり，また柄部の指数を

とると各々 1.11, 1. 07と両者ぱ近似仙

を示す。素材は， 9例では， b面に一次

剣離面が残っており，横長剣片を用いて

いることが判る。 18例も，破損が大き

く明確でぶ欠いが， このクイプのものて

あろうか。

bタイプ (10~12)

推定全長 44~34mmで， a タイプと 19 

同様長い例である。逆刺は明瞭に作出し

ていないが，茎部は両側をややコンケー

ブに条り離を入れ細身に仕上げている。尖

最

ou 

2t  -.19  

22 -- •2.20 

c13 

尖

頴

部

長

91/ 4i 09 

●99 

●IO 

23 •石話

0 石議 aタイプ

•石議 b クイプ

3 石滋 C クイプ

•石鏃 d タイプ

100 ；OD 
\\~\\ ¥¥ 

54 53 51 51 団 99 絡●7 46 45“ 
全長

頭部の指数は， 10,11例では各々 1.60, 

1. 38,茎部の指数は各々 1.30, 1. 46の値になりaタイプに比べて尖頭部，茎部共に狭長である。な

第 8表 S265遺跡発掘区出土石話・石鏃の形態三角図表
（点の横の数字は，資料番号，第66図）

ぉ， 10例の尖頭部先端付近の a面左エッジには上端から入ったファセット (facet)が 1本入ってい

るが，これは意識的なものではなく， 使用時におげる破損と思われる。素材が判るものに 12例の

みで，縦長剥片を用いている。

C タイプ (13~16)

全長 31~27（推定） mmで， a,bタイプに比べ小形のもので克る。尖頭部の指数をとると 1.23~

0.97の値を示し，ほぼ正三角形に近い形態である。茎部は， 欠損していないのは 13例だけである

が，その指数は 0.54と極端に短い。逆刺はやや明瞭に作出しており，尖頭部の側縁は，全例やや膨

みをもっている。素材は， 13例が横長ないし寸の短い剣片， 15例は縦長象lj片であったと思われる。

dタイプ (19, 20) 

全長は各々 25, 21 mmで，小形のものであるが，全体形は aタイプと類似してしる。ただ茎部

の側縁はややコソケープに調柏されている。尖頭部および茎部の指数は，各々 1.08と1.40および

1. 16と0.70で， 19例は茎部が長く， 20例は逆に尖頭部が長い。なお， 20例の a面右側の尖頭部

側面は切断面である。素材は，各々縦長と横長ないし寸の短い幅広の条lj片である。

17と21例は，茎部の作出はなしものであるが， 17例には基底の扶ぐりは入っていない。 21は，

狭長なもので，対称形に仕上げられている。
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第8表は， 全体形の判る石話と石鏃の全長， 尖頭部の長さ， 最大幅を三角形図表 （Triangle 

diagram)にして形態上の類似閃係を示したものである。 上述のタイプ分類に符号して， タイプ毎

に近い位置にきている。

3 石錐（第 66図22~24, 第 68図78)

石錐にほ， 2種類ある。

aタイプ (22, 23, 78) 

縦長の部厚い剣片を素材にして， a面伽縁に背の高い剣離， b面側に平坦な象lj離を入れ断面台形

にしたもので，一端ないし両端に尖頭部を作出ししている。全長は，各々 52.0, 36. 5 mmで長い

ものである。

22は，両端に尖頭部を作出したもので， b面側の尖顕部の剥離ほ入念である。いjすれも尖頭部先

端と先端から約 8mm まてで）エッジは摩耗し，仝体に丸味を帯びている。 23ぱ，一端のみである

が，同様に先端とその周辺のエッジは摩耗が著しい。石質は， 22は硼瑞， 23は硬質貞岩割である。

78ほ，黒耀石帳で a面両側緑と b面下部に剥離が入っ：いるもので，尖頭部ぱ丸味を帯びるが，

使用による脈耗とか小剣離はあまり顕著ではない。

bタイプ (24)

珊瑶製の小形の有茎錐である。縦長ないし短柵状に剣離された厚い剣片を用い，一端に狭長な尖

頭部を作出したものである。／尤頭部の剣離は， b面側面と a面左側縁に入っていて，その断面形は

正方形に近い。茎部には剖離（加工）はない。 b面ヒ部にみられる大ぎな剣離ぱ，切捐面なのか意

識的に厚さを減じるため施されたものなのかは明らかではない。尖頭部先端とかエッシは序耗ぱし

ていないが，細かな刃つぶれ状の剣離がある。

4 両面体石器（仮称） （第 66図25~30, 第 67図31~33) 

25~33の9点の資料は，いずれも両面加工ないし半両面加工の石器であるが，今迄知られている

器種型式にぱ当てはまらないものである。ただし，両面加工の尖頭器とかナイフ状石器などの未成

品とか破片の可能性もあるが，それらを含めて一括して取り扱う。また「両面（本石堺＇という呼称

も，器種名としては適切なものではないが，仮称としてここでは用いる。

25~27は，いすれも破片であるが， 一端に尖頭部状のものを作出する傾向かある。 25, 26は入

念な両面加工で， 25でiia, b面の各左側縁に， 26では a, b面の各々の右側縁に細部調整があ

る。なお， 25例には，下端は，フレーク・コア一段階での剥離面で，恐らく打面かと思われる。 26

例では，原石面が下端にある。

27は，半両面加工であるが，明瞭な尖頭部を作出し， a, b各面の右側縁と b面左側縁に二次加

工があるが， a面には原h面が幅広く残り，本来の器種型人は推定できない。

ともかくも， この 3例に関しては器厚が薄く，鋭利な刃部を作出していることからナイフ状石器

とか削器の破片の可能性が高い。

152 



一方， 28~33例は，し凸れも器は厚く，鋭利欠刃部を作出しておられ側縁も滑らかてはなく凹

凸が激しし。

28は，扇状の形應を呈した資料て，上端に打面，下面に1泉石面が幅広く残っている。両面加工で，

両側縁には刃つぶれ的な細かい倒離が入っている。

29且全長 32mm, 最大煽 16mmの小形グヽもので，同様に上端iこ打面， 下端に原L面およびフ

レーク・コア一段階の条り離面が残っている。やはり，両面加工で， a面右と b面左側紋に細部調郎

があるが，全体に不規則である。大きさでみる限り，石錐とか石鏃の未成品の可能性もある。

30に，上部を欠失するが， F端と a面右側［加こ幅広く原石面を残した両面加工の石器であるが，

細部調整はごく一部にしか認められず， a而右側縁も滑らかではない。

31は，上端に幅広い打面を残し，下端は欠lHしているが， この欠捐面から小倒離が人っている。

b面に一次剣離面を幅広く残すが， それ以外の面には階段状剣離 (stepfracture) が入っており，

a, b各面の右側縁：こは，不規則な小剥離（叶1i部調整？）も認められるが，特に滑らかな刃縁を作

ろうという意図は伺 tヽえたし、0

32ふ下半を欠失し， L端に原石面を残すが，両面共に大きな刻離が一面に入っているものであ

るが，細部調整は全く認められない。

33は，下端の一部を欠損するが，ほぼ完形品である。全面に粗い大きな剣離が人っており，細部

調整は，十端縁と b面右側緑の一部に不規則なも(/)があるだけである。上端縁りは鋭角な刃部にな

っているが，それ以外しま全側縁は，直角から鋭角である。ただ，＇全体形としては平行四角形のよう

な形状で，尖頭器類の未成品の可能性も否定はできない。

現在与えられた資料の限りでは． 4寺に 28~33例までり資料が， 1つの独立した器種型人なのか，

あるいは何らかの両面加工の石器の未成品なのかの判断は難しく， ここでは結論は保留しておく。

5 ナイフ石器および削器（第 67図34~51. 第68図54, 55, 65, 66) 

ナイプ状石器と削器 (sidescraper) iこついては，その区分の根拠は必ずしも明確ではたいが，

応ここでナイフ状石器に関しては，つまみとか柄（状）のものがあり，両側縁に刃部調整があって，

多くの場合尖頭部（的）なものを作出し．そして。 どちらかの刃縁がゆる＜コンベックス状にカー

ブするか，尖頭部五くで鈍角な角度に曲ってしるものである。つまみのある側縁加工の例について

は，つまみ部分を除いては， b面側の加工はない。ただ，太い柄のある例では，柄部以外にもコン

ベックス状にカープする刃縁(1)b面側にも調整がある場合もある。

一方，削器としにものは，本遺跡例では，縦長剥片ないし寸の短いやや幅広の剥片を素材にし

て，両側縁ないし片側縁に細部調賂を施したもので，つまみとか柄そして尖頭部の作出は認められ

ないのが普通である。

ナイフ状石器としプ分類できるものは， 34~43, 49そして 62, 67の 13例である。

34, ::¥5；ま， 両伽加工のもび）で共に大きく欠狽している。 34は，下半刃部と上端を一部欠失し，

本来の形状は明らかではないが，柄部ぱややご，ソケーブ状：こ調整して侠長に仕上げてしる。 a面両
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側縁に顕著な細部調船がみられるが，その剣離は不規則で，特に左側縁側のは刃つぶれしたような

状態である。 35は，片岩秘の石器で，上半が大ぎく欠損している。 a面右側の刃縁の調整は，コン

ベックス状に滑らかにカーブをもたせて鋭利に関舷されている。 b面中央付近にある窪みli剣脱面

である。

36~38は，やや太い柄を作出した例である。 36は．両面加工で． 尖頭部は作出せず，下端は b

面側に判離を入れ平坦に調整している。細部調整は，柄部以外に， a面右側刃部緑に認められるが，

左側は原石面が残っている。 37ぱ．柄：i,両側縁からコンケーブ状に浅い剣離を入れることによっ

て作出している。加工は，両面共一次剣離面を幅広く残し， a面全側縁にやや長目の平釦な剥離を

入れ， b面側は柄部付近にのみ調整がある。上端面ぱ原石面である。刃部は， a面右がやや直線的，

b面左は，ややュ／‘ソクス状にカーブをもたせて調整しているが．尖頭部ぱ先鋭ではない。

38ぱ，前 2例と若干タイプの異なるものである。柄部を除いては， a面側縁にのみ，やや背の高

い調整を加え，尖頭部を鋭利に仕上げている。 a面右には逆剌（関）を作出していたようであるが，

現在は欠損している。素材は，上端に小さな打面を残す縦長剥片である。

40~43例は， つまみという程ではないが，柄部の左側にやや深い扶ぐりを入れ柄を作出した例

で， 40, 42例では，右側は特に調整はない。 401ま，黒耀石製の縦長刻片を素材にして， 打面部分

を含めて a面全側縁iこ背の高い二次加工を施している。下端は，一部欠損し，また a面左側面は切

断面ないしフレーク・コアー段階での剣離面である。なお，下端の欠損部分には，剣離が入ってい

るが，パティナ (patina)は新鮮で， また倒離の大ぎさが不規則である所から新しい剣離かと思われ

る。また， b面側バルブ付近に横方向の短い擦痕が数 10条観察される。

41 li，刃部が大きく欠損したもので，柄は両側からやや扶ぐりの深い剃離を入れて作出し，上端

面は打面を幅広く残す。現存する a面右の刃部縁はコンベックス状にカープして調整されている。

42は， a面左上に，深い扶ぐりを入れ柄状のものを作出したもので，刃部調整（二次加工）は，

a面側に，両側縁は平行に、下端はやや斜めに浅く，やや長めの剣離を入れている。全体として，

素材の条l]片の形状を変えていない。

43は，やや厚い縦長剣片を素材にして， b面両側縁に大小の剃離を入れることによって太い柄部

を作出している。刃部調整は， a面右側縁から下端へとゆるいカーブを持たせ，背の高い加工を入

れているが，そのエッジの刃つぶれは著しい。 b面下部両側縁にある剥離は，古い時代の破損面な

いし使用による小剥離痕かと考えられる。

39は，小さなつまみを作出した石器で，上端面は．やはり打面である。打面を除く， a面全側縁

に刃部調整が施されているが，右側縁はややカーブし， い品はやや斜めに調整されている。

49は，上・下部を大きく欠損したものであるが， a而全血と b面左側縁に入念な押圧象ll離を加え

たもので，観察しうる a面右側縁はゆるいカーブを描いている。

62は， allli右側縁と b面下端に剣離が入り，尖頭部的なものを作出しようという意図が伺え，ま

たb面右側緑の大きい剣離が柄作出のための加工とみると，小さいながらナイフ状石器の可能性が

ある。
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67は，部厚い縦長剥片を素材にし，上端面に打面， a面りに幅広く原石面を残している。 a面右

上部縁に柄部作出のための扶ぐり状の条lj離があるが．刃部調整のための剣離は，大まかて， また．

b面側の泰lj離で切られている。全体としては．器は厚く粗雑な惑じであるが，一応ナイフ状石器の

仲間に入れておく。

削器 (sidescraper) と思われるものは， 44~48, 50, 51, 54, 55. 65, 66の11点である。 44,

65例を除いてぱ，縦長剥片を素材にして， a面側の両側縁ないし片側縁に二次加工を施したもので

ある。

44は，フレーク・コアーの残核を利用したもので刃部調整は， a面右側縁にややり角の高い剥

離が入っている。刃縁は全体にコソケーブしている。

45, 46は， 縦長象lj片の a面左側縁に背の高い二次加工を施したものであるが， 46はバルプ側と

b面右側縁が欠損している。

47, 48は，共に片面加工の石器てある。 47は， a面中央に原石面を残すが， それ以外は入念な

加工が施されている。ただし，刃角は右側縁の方が高い。下半は欠損しているが， この欠損面から

a面側に細かい繰り返しの剥離が人っている。 48は， 細部調整は， a面両側縁に入っているが，

やはり右側縁の方が刃角ぱ高い。下端は欠損している。

50, 51は，共にやや幅広の縦長剥片を用い， a面のいすれかの側縁に入念な二次加上を施し，反

対側の側縁には部分的に短い加工を入れたものである。 50のa面左側縁のは平坦なりn_[で，右のは

コソケープしている。 51はやや部厚い条lj片を用い，両側縁の加工は，共に刃角は高い。

54, 55, 65は，一端に尖頭部的なものを作出しようとした愁図を伺えるものであるが． 65ぱ横長

剥片を素材にしている。また， 54のb面には短い擦痕が観察される。

66は，部厚い縦長剥片の aj（1i左側縁に背の高い剣離を施したものであるが，大ぎく欠損しており

全体形を伺いえない。

6 使用痕のある条l片（第 68図52, 53, 56~61, 63, 64, 68~77, 79~81、第 69図 91~93) 

52, 53, 56~61, 63~65, 68~74, 76, 77, 91 ~93の23点は使用痕のある剣片， 75は縦長剣

片， 79, 80ぱD-VI区の深掘りトレソチの第 vma層から出上した縦長象lj片の破片， 81は，発掘

区の r-4セクションの北東端の第 Xa崩から出士した黒耀石製の削片 (chip)である。なお，第

1号竪穴住居址の外から出土した S-28（第 46図6) も，出土層位は第 Xa層である。

52, 53, 56~61, 68~75, 77, 91 ~93の20例は， 縦長剣片ないし寸の短いやや幅広の象lj片の，

長軸の一側縁ないし両側縁に細かな条lj離があるものである。剥離は．いずれも短いものばがりであ

るが， 52, 53, 5fi~61, 91 ~93の 11点の剥離は比較的整然としている。それ以外のものぱ，剣離

が不規則で，使用以外の種々の原因による小破損のものもある可能性がある。

整然とした剥離のあるものの内， 52. 53, 56~60, 71, 72の9点は，ー側縁ないし両側縁はコン

ケーブ状に剥離が入っており，そのエ、ノジには，比較的明瞭な序耗とか刃つぶれ的な小泉lj離が観察
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される。ただ， これらの浅い条り離が意識的に二次加工として施されたものかとうかどいう問題にな

ると，剣離が極端に浅くかつ個々には小さいものが多い点からみても，通常のh器加 l―具を用いた

剣離（二次加工）とは異なり，使用によってついた剣離と考えられる。

なお， 53には，現存内で2つの袂くりがあり， また 56は， a面にみえる原石面部分が打面で，

やや横長に象lj取された部厚い剣片を素材にしているが， b面側にはその後大きな条1j離を入れ，右側

の器｝岸を減じている。剣離は． b面両側縁下部にコンケーブ状に入っているが，下端の尖った部分

には，ほとんど剥離はない。 57も， b面側に剥離が入っているものである。 59は， a面左と b面右

に不規則な剣離があり． また下半の切損面にも条l]離があるが、切損面のは新しい所産のものであろ

う。また， b面に短軸Jj向の短い擦痕が観察される。

61例も，剣離仰はつ/ケ-7していないが，上述の例と同様の性格の資料てある可能性がある。

63, 64は，横長剣片であるが，同様にややコンケーブした剣離が入っている。

76は，部厚い資料で，フレーク・コアーの残核の可能性もある。 a面下端に， コンケーブ状に象lj

離がある。

91は， a面右下と b面側縁に， コンヘゾクス状に短い象り離が入ったものであり， 92,93は縦長剥

片のバルブと反対の端にやや背の高い剥離があるもので，長軸側の側縁には剣離はない。また， 93

では a面側の剣離かコンケーブしている上，途中でb而側に倒離が変り， この部分もコソケーブし

ている。 この 3、1岳は．「掻器」としても分類可能であるが， 長軸側縁の加工のない点と刃部縁が平

坦でほとんどカーブしないこととか，剣離が短いことなとから，使用痕のある剣片として， ここで

は扱っておく。

68~70, 7 4, 77は，不規則な象LJ離ないし実測図で表現できないような非常に細かい刃こぽれ状の

小剣離があるものである。おおむね真直ぐであるが，、若干コンケーブした例もあり， これらの資料

も今迄述べてきたのと同様な例で，ただ顕著には使用しでいないだけのものかと思われる。

以上の資料は．従来の形態型式論で分けると T削器」の 1つの型式とすることもでぎる。 しか

し，刃縁を予め調整していないという点で大きな泡いがあるので， ここでは仮称として「使用痕の

ある剣片」という言葉を用い，「削器」とか「ナイフ状石器」とは別に扱っておく。

7 掻器（第69図82~90. 94, 95) 

全例黒耀石である。剣片の全周ないし一側縁にコンベックス状に背の高い剥離を入れた石器であ

る。

82~86は，小形の円形掻器である。 82は，刃部たけの破片で．非常に刃角の高い剥離が入ってい

るが，その弧は．この仲間の中では大きく．また器厚が高い所から縦形掻器の可能性もある。 b面

には上下方向の細かな擦痕が観察される。 83に， a面iこ幅広く原石面を残し，半周に刃部作出のた

めの剣離を入れている。 84は，全周に背の高い剥離を入れた小形品である。特に a面右のエッジの

摩耗が著しい。 85は，全面に亘って水中でローリソグしたように序耗しているが，下端部分はパテ

ィナが新鮮で，切損面である。この切損面に再度疸角に近い剣離を人れ刃部を作っている。 86は，
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今迄の例に比べて薄手の例片を用いており．下縁に丸し、刃部を作っている。

87, 89は大形のものてある。 87は，フレーク・コアーの残核を利用して． b 1/Ji右下に一部長め

の泰1j離が入っている。 89は．部厚い幅広の剣片を素材にして，その下縁と b面左側1(Ji(C面）に背

の高い剥離がある。 b面右中央は大ぎな欠損面で，また b面に入っている幾つかの大きめの倒離も

新しいものである。この資料は， 2ケ所を刃部とした掻器なのであろうか。

90は， a面側のほぼ全周に亘って背の高い剥離が入っているが，その後に入れた b面側の大きな

剥離で，そのエッジはほとんど切られている。 b面の剥離のパティナは比較的新鮮で，この剣離は，

どのような理由て入ったuりかしま不明である。

95は， b面全面平坦な原石面，そして a面と a面右側面にも原石面が残っており，また a面側に

心大きな条り離が入っている所から， フレーク・コアーの残核の可能性もある。側縁は，全体に背

の高い象1j離が入っているが，細部調整は， a面下縁にあるだけである。形態は三角形を呈し， b面

側の剣離の状態からみて，柄部的なものを上部に作出しようとした例かもしれない。

94は，三角形を呈し．三辺に各々コンベックス状の剣離を入れたものである。各辺のエッジは摩

耗している。掻器の仲間に入れたが，機能的に異なっていたことが推察される。

88は，上下端を欠i且しているもので．端部におげる刃部調整は明らかではないが，上端に一部背

の高い剣離が残っている所から，一応掻器として分頬しておく。 a面の側縁部分には，各 2ヶ所づ

つコンケープ状に背の高い剣離が入るが，その他は幅広く原石面を残している。なお， b面中央に

はパンチ・ホール様の円形の打撃痕が 4個観察される。

8 7レーク・コアー（第 69図96~101, 第70図102~106)

フレーク・コアーは，打角によって大きく 2種類に分けられる。なお， フレーク・コアーの各面

の呼称は 96例に示した。

a タイプ (96, 97) 

打角が，ほぽ直角に近い例で，いずれも角礫を用いている。

96は，横断面台形のものて，主要剣離（取）面Iia面て， e面（原石面）から直角の角度で縦長

剣片を生産している。最終剣離痕の大ぎさは 22X12mmである。その後， b面から， 短いが幅広

の剥離を入れている。 b面の条1j離の打面は f面で，大きい 3つの剥離面からなっている。なお， C 

面右側縁にも b面から細かな剣離が加えられている。

9711, b面は全面原石面であるが， 2つの狭長な象1J離面からなる e面から 100~105°(1）角度で，

a, c, dの各面から縦長倒片を生産している。 a, d面の剣離痕の末端は共にヒンジ・フラクチ

ャーを起こしてし、る。各面の主要剥離痕の大ぎさは， 22 x 15 (a), 34X 16 (c), 30 x 14 ((_l)mmで

ある。なお． e面の打面は，がって d面側を打面として，紐長剥片を生産した痕かもしれない。

b タイプ (98~101, 104~106) 

打角が，約 70~80° のもので，原材は多面体のものを用いている。ほとんどの例は， b面側に原

石面を残すが， 106例を除いては b面上部は平坦面を作出するとか， a面側から幾つかの剥離を入
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れて打面をfl^→ている。

98は， a1(11 I・部にある非常にパティナの古い平坦面を打面として． 56° の角度で． a面側から 2

つの象IJ片をしっている。左側のは 25x15 mmの大きさである。 a面両側面は切断面である。

99も， b面上部にある平坦[(Il (e面）を打面として約 70° の角度で． a面から剣片を牛産してい

るが，主要剣離痕はh側のもリ）で． 28X 14 mmの大きさである。 b面側には原石面ど大ぎな 2つ

の剃離面からなってし、るが．打面 (e面）左下と b面んの判離面の所にはパンチ・ホールの痕があ

る。 c面の泰1J離は． 占し、段附における下而からの糸lj離肌かど思われる。また． b面右側緑iこは細か

い剣離が人っている。

1(）（）は， a面の剣離は． b面の 2つの刻離面を打面として． 約 6800)角度で剣取したもので．主

要刻離痕は， 27X15 mmの大きさてある。 ただ， これ以前に b面の原石面を打面としてほぼ直角

に， f 面から泰りをし—＇た痕がある。また， f面から C [(Iiに短い剣離が入ってし、る。

101は，まず a[（li側を打面として b面側から条Il}iをI|irし その後この b面の象lJ離面を打面に，

約 42° の角度で． a [(1j側から条lj片をとっているものてある。 C, f面は原石面． d I(llは非常にパテ

ィナの古い面で． この面には小剥離が 2つ入ってし、る。

104は，晶子 (crystallite)の数名く入った原材を用いており，その大ぎさは．幅約 50mm, 厚さ

28mmで， 長さは下部が欠損しているため不明である。 f面に示した a面側からの小剣離面を打

面として，約 80° の角度で a面からやや大きい縦長剣片を生産している。なお， b面にも大きな扇

状の剣離が入っているcなお． a面中央左の膀線は著しく摩耗している。

105は， 31X27.5mmの多面体の原材を用い bl(llの原石面と剣離痕を打面と［て，約 54° の角度

で倒片を生産している。 a面右下面は切断面， （1面は小剣離面であり，また a1(1jの打[hi沿いの側面

には細かい剣離が入っていて，掻器的道具として再利用していた可能性もある。なお． e面に示し

た縦長の剣離痕に 2ケ所バンチ・ホールの痕がある。

106は，厚さ 1.5 cm程の薄い板状石を原材にして e面の原石面を打面に，約 75° の角度で a面か

ら剣片を生産している。下部は大ぎく欠損している。 b面にも大ぎい剣離が入っているが欠捐して

いるため， どのような性格のものであるかは判然としない。

以上の内． 104と106を除く， フレーク・コアー一の生産している主要な条けを計測すると全長は

34~22 mmの枠内に入り，その平均値は 27mmである。また，幅ほ 17~12mmで． 、r均値は 15

mmで非常によくまとまりがある。全長／最大幅の比は， 2.1~1.5で，平均値は I.85てある。打

面転位は，天地逆転するものと匝交するものとがあるが，いfれも同一面で転位はしていない。な

お， 98は転位はなく一方向であり， 101は，剣片剣離面と打面を入れ換えた例である。 104~106に

関しては， この問題は，明確ではない。

102ぱ， 泰1J片剣離がかなり進行したもので， a面 (C面）と b面に最終的に縦長剣片をとった柏

があるが．打面ぱ天地を換えている。

103は上下が欠損しているものであるが， b面左側面などに剣片を生産した狼がある。
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9 有孔石（虫喰い石） （第 70図107)

107は，大ぎさ 30x17 mm,厚さ 9.5mmの孔の開いた砂岩般の小河原石である。 :SLの人ぎさは，

a面側で 9.5x5mmの楕円形を呈している。特に人為的に加工したものではないが、イLの内I(119t

比較的滑らかである。また，一部に褐鉄が付着している。

同様な資料は，第 1号ピット（第 7図 4:S-3) からも，円筒 1: ）~d 式＿卜器ど共に ili-t．しでし、 1凸

10 黒耀石棒状原石（第 70図108)

現存長 53.8mm, 厚さおよび高さ各々 1:1.S, 12 mmの棒状U)黒耀い原石てある。間(l1形は三角

形に近い。ほとんど原石面のままであるが， h 1(1iに 1枚の大衣な如l離を入れ， この名Ij湘1(1iから d1(1i 

側に背の高し象lj離が数阿入り，そU)_T. ゾ／は料t［し了し、る所から，掻器的なJ+l途U)石器とし［―利用

していた可能性もある。

11 石 斧（弔 7(ll41(）9~1 15, ：B 71 図 116~12h, ↑」3 72 l<]127) 

109~111まては．りし形品なし、しは1ょ尤形品． ll3,ll4は刈部破片． 112, 116~121までは柄部破

)¥. 122~ 127までは未成品てある。

破片が名し、 1ヽに、｛Iii!数も少なし、(/)て特にタイフ分HIしなし、で記載する。

l(）9は． 40Xl9X7mmの小形品てある。 d1fii (a頂i左側面）に擦切の溝が残っており，擦切手法

て1.it竺れたものてある。一部に粗‘,1;1Jりした1良があるがほぼ全面研磨している。 b面側の刃部は，

やや、り傾斜に研ぎ」．けられ，屈平片刃石斧の仲問に人れることもできる。刃縁はほぼ真直ぐてある。

11(）は，節理方向に板状に象lj離された素材を用い．側縁を粗割り後、 半両面を研磨したものであ

る。｝）部は欠失するが．扁平なものである。

111ぱ，ほは全面研悲しているため素材は不明てあるが， 粗割りした痕が一部残っている。 b面

側刃部は傾斜をもって研き上，ナられた扁平片刃石斧である。柄頭付近の両側面は，扶くり状こくし＼

れでし、ろ c また，相対する両面卜部中央；こぱ細かな傷痕が観察され，ストーン・リタ y チャーとし

ても利用されたものかもしれなし、 0

113, 114ぱ．刃部側破片てある cll3ふ素材は不明てあるか．粗割り後全面研磨したものて，

やや扁平な両刃の石斧てある c しかし， b面側ぱ a面に比へやや乎坦な面てある。なお，欠損後，

この面から b面側に細かな剥離が加えられている。 114ぱ，板状に剥離した素材を用い，粗割りし

調整したものてあるが，側面は特に繰り返し打調されている。 b面側の刃部ぱやや頴斜をもって研

ぎ上：十られたものて，狭長な片刃石斧てある。刃緑Ii平坦であるっ

112, 115, 116~121ぱ，柄部側の破片て‘,112と120は狭長なものてあり，刃部ぱ 114例iこ近い

ものてあったかと思われる。素材、調整も同様であるが，たた両例共側面が面取りされ，入含iこ研

磨されている。柄頭ぱ，やや尖る。 115心やや厚手のもので， a面上部iこ原石面を残すが，ほぷ

全面研磨している。粗割りと繰り返しの裔厄打痕が面取りの角とか柄頭付近；こ残っている。
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116~119の4点は，し、すれもやや幅仏な扁,v石斧てある。 116は，粗割り iigが各所に残っている

もの， 117は，拍切手怯で4産されたも 0)で， b面中央には原石1(1iを一部残している。 llSii, 栢状

の扁平な‘/11]原石を素材にして側縁を粗割り調柏した後に，研磨したもので，部分的に原石面が残っ

て1J るヽ。 119ぱ， a [(Ii Iま原石面を粗く研磨した面， b1面は板状に加」離されたffri(?）かと思われる。

121は， d面と a, b両［川の破片下部に溝があり，下部は切断面にたってし、るも 0)である。控切

手法による石芹生産をした際の端の不要部分の破片かもしれない。 b1Ai左側lhiは胆石面てある。

122~ 127は，未成晶である。

122は， 大ぎな河原石から描長に条lJ雌された薄い例片を素材にして． a面中央を除く全而と b面

上部を粗く研府しただけの賓料である。

123は，大形の素材に粗い象り師を加え，ほは全休形を形えた後， 両面と側面を社り返し敲打し，

滑らかな形態にしたものて，研磨ぱ全く加えられでいな Iヽ ＇。刃部側を大きく欠損してし、る。

124は， やや厚し棒状の河原hの両側面から a, b面の側縁に粗い判離‘を加えただけのもので，

側面は月つふれしたような状態になっている。やはり刃部側を大きく欠失する。

125も， 柄剖側の破片て， a. b両面の側縁に粗割り 1凡と一部に経り返しの敲打痕が残っている

が， a面中央は原石面， C面 (a面1r側縁）は節刑面のままて，研磨はされていない。

126, 127は，河原石からとられた）げーい剥片を素材にしたもので， 126は， b面側縁に粗い剣離を

旧えだだげのものてあるの下部を大ぎく欠損する 127 Iよ欠担1こないが，横長に剥離された素材の

a, b I,1J面の側縁に小さな剣離を入れ， a面の原わ面部分の一部を利く研磨しただけのものてある。

石頁は，片岩系統が一番多く，黒色片岩 5点，緑色片岩 8、1ばである。それに蛇紋岩 3点，流紋岩，

砂岩が各 1,＼あるづ

石斧の全体の傾向としては，扁平片刃ないしは平のみ形と仮称している狭長な片刃石斧か名いよ

うであるが， ll5とか 123例(j)ように）享手の資料もある。

12 砥 石（第 72図128~136, 第 73図137, 138) 

砥石は 11点みつかっているが，種々のタイフのものがある。

128しま，凝灰岩襲のもりで，幅広 J)板状し八河原石を用 t', T端｝こ研磨によって月部を作出した，

擦切用のわ鋸である。｝］部以外にも， a面全面か研磨調整されている。柄部側面ば原石面の主まで

あるが，やや狭くなり，両側面は扶ぐり状にへこんでいる。

129ぱ，やや叩手の朽状の砥石て，上部の切担Ifliを含めて， 全面利用している。 b山iiこふ砥面

を切って，大きな 2つの剣離が入っている。砥面は，全体に平坦てある。なお， b面左下ぱ白抜ぎ

で表現しているか， ここは擦批の方向が判別でぎないだけで，砥面として利用している。

1:10~1:n. 135. 136 1) 6点よ，ずべて砂岩製］）砥石で， 1ふ(), 132, 133の3点ぱ砥血はコンケー

ブしている。 131. 135, 136は，その砥面ぱ，平坦か心持ちコンベノクスしている。令体の形状ぱ，

すへて小破片であるため不明であるが， 130は4面を利用した長方形の賓料である。

Ll4, 137 Iま各々砂佑と凝）;/(岩製であるか，いi―れも iil]原右をそ］）まま用い，擦痕が観察されるの
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は部分的て，あとは原石1(1iが幅広く残っている。

138は，凝I火岩製の板状の油い砥れで， a Jliiとb面左側縁は溝状のへこみが観察される。

13 擦石および敲石（第 73図139, 140, 第75図146~148)

139, 140は，断血三角形の(r1I原石の一稜を擦面とした石器である。いずれも破片であるが，擦面

の側面には，調整のための糸憤国が残っている。なお， 139例では， a面右端部に a, b両面から

錯向剥離状に大きな剖離を入れている。また， a l(ii中央にホした稜線上にも，打調ないしは使用に

よる溝状のへこみが短軸）j向に数名く人っている。

146は，断面長楕円形の河原れを用い，そのレ軸0)ー側面を擦面とした石器であるが， 前 2例に

認められたような調整のための判湘恨はない。なお， a， b両1ffi中央部分（実測図ではドットを多

くして示した部分）は，バティナが新鮒で白っぽく，心持ちへこんでいる所からストーソ・リタッ

チャーのような敲石としても用いられたものかと思われる。ただし，その面はあまり凹凸はない。

147は，扁平な長方形の河原石の a, b両面中央に傷肌で観察されるものである。 この部分は，

やぱりパティナが新しく，白っほくなっている。また，両面の傷痕の周辺には部分的に擦痕が認め

られ，擦石としても利用されたも 0)かと

思われる。

148ぱ， 147例と同様に扁平な楕円形の

河原石の a, b両面中央がややへこみ，

この部分のパティナが新鮮なもので，敲

打面1こぱ浅い凹凸がある。

14 石 皿（第 73図141~144, 

第 74図145)

5点みつかってし、るが，内141~ 143の

3が、ぱ板状で．側面には面取りのない石

皿であり， 144と145は厚手で，側面に面

取りのある大形の石皿である。石質は，

ずべて複輝石安山岩である。

141 ~143は，すべて小破片で全体形は

判らなし、が， 141と143例は両面を利用し

ている。いずれもその面は平坦である。

144も破片てあるが， 孔の多く開いた

石材を用い，側l(liに[fri取りがある。両面

を利用しその血はほぽ平坦である。

145は， 一人形の河脱hの図示面中央部

168 
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第 74図 S265遺跡発掘区出土石器実測図 (9)（石皿）
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第 75図 S 265遺跡発掘区出土石器実測図 (10) （擦石，石錘）
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の一部を利用しただげて，危とは原石面のままてあり，何ら謁整は認められない。

15 石 錘（第 75図149~152, 第 76図153~166)

石錘は 18点ある。石質は，複輝石安山岩 8点， 砂岩および粗粒砂岩 6点， 凝灰岩 4点の比率で

ある。いずれも，板状の楕円形～1リ形の河原石を用い．その長軸両端に紐懸用の剥離（打ち欠き）

が入っている。

151, 152, 158, 160, 165, 166は欠損品てあるが， 151には短軸側にも剥離がある。 また， 158

例は， a面側に輻広く剥淵が入っている。

欠損品以外のものについて，その大きさをみると特にまと主りはないが，重量でみると，以下の

3つに分かれる。

(1) 60~75gを中心とするもの……162. 150, 159, 161, 149と157(48 g) 

(2) 90~100 g のもの ・ •・・・・・・・・・・・・・・・・ 164, 154 

(3) 130~170g のもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・155, 156, 163, 153 

この内， 156,161の2例は，両面に擦痕が観察でき，砥石として再利用ないし副次的な利用を行っ

ていたものかと思われる）

（＿1：野秀一）
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S 263 ・ 262遺跡

第 1章発掘調査の方法と層位

（第 78図，図版 41A---42B, 49A) 

S263, S 262の両遣跡は，南西向ぎの谷沿いの所に位置するもので，立地のあり方としては， S 

267 • 268遺跡と類似してし、る。

S263遺跡は，試掘調査の結果では，逍物も遺構も何ら検出されなかったが， 分布調査で：ま，散

発的にで；まあるが，約 5,500m2に亘って遺物がみつかったため， この散布地を一応遺跡の範囲と

した。標高は 38~33mで，酎東にいくに従し、馬の背状に高くなっている。

一方， S 263遺跡から北西こ 浅い谷を挟、んで所在する S旦62遺跡は， その主体部がはとんど民

有地で，今回開発に係る地域は谷側沿いの標高 33.5~32. Omの約 300m2の所だけであったが，

S263とS262両遺跡の関連をみるため，浅い谷の部分を含めて連続的に調査している。

発掘区は，両遺跡共その土軸を S265遺跡と同様． N61゚45'Wにおぎ，凡本大グリノドを lOXlOm

にして調査を進めた。

S263遺跡では， この大グリッドの北東と南東に 2mづつのプリッジを残し，ほぼ全面発掘して

いる。発掘総面積は，約 4,400m2である。

S262遺跡では，基本大クリッドをさらに 2X2mに分割し， これを千鳥の形に間隔を開げて調

査している。発掘総面積は，約 360m2である。

両遺跡のグリッドの呼称は第 78図に示したとおりである。

遺構ぱ， S263遺跡で 11底 S262遺跡て 1基の禰状遺構がみつかっているが．遺物：i両遺跡と

も極めて少ない。

S263遺跡の層位は セクノョンをとっていないが，概略以下のとおりである。

第 I層：耕作上層。層厚 10~20cm。

第 II陪：茶褐色～暗褐色を星する層で，第 III層 t面が汚染された層かと思われろ 標高 35m

以下の低い所にのみ分布する。層厚 10~20cm。

第 III層：黄褐色粘土層で，第 IV層に比べてしまりがない。層厚 20~50cm。

第 IV胴：黄灰褐色粘土層で，全体に堅くしまっている、，層厚 10へ 30cm。

第 v層：褐色．黄色，灰褐色．灰色などの火山灰性砂の薄層の互喝である。 50~80cm層厚で

あるが，所により薄い所もある。

第 VI層：灰白色系統の色調のシルト層ないしジルト質火山灰層で．第 III層上面から 120~140

cm以下の加こ紺積してしろっ

第 III円以卜が，地山で，渦状遺構のjI廣底面は．第V層下面か．第 VI層上面にまて達している。

（上野秀一）
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第 2章遺構と遺物

第 1節逍 構

両遺跡から，都合 12基の溝状遺構がみつかっているふ， S26J遺跡の 11基の内 8基は．標高 36

~34m までの． E, F-Vl~VIII区の約 600m2に集中している。

S263遺跡の溝状遺跡は．第 11号ピノトを除いては， 2つづつ組になるように接し，ほぽ同方向

に並んでいる。規模・構造なども両者は類似している所から，ほぼ同時期に穿たれたものである可

能性が高い。なお．本遺構については， II，第 2章第5節 (3)と第 5表 (P.119)でも触れている。

第 1号ピット（第 79図 1，図版 43A, B) 

標高 33.0~33. 5mの傾斜地に．傾斜方向にほぽ乎行して長軸があるピットである。その方向は，

応ぇ面ー北である。

規模は，壊口部で 402X67 cmを測る。非常に長く，幅もやや広いピットであるが，壊底部にお

ける大きさぱ． 433X27 cmで，木来はかなり狭いものであったようである。

城底面は，ほぼ乎坦であるが．地形の傾斜に沿って傾いて掘られている。その深さは，谷，山側

も， 87cm程である。壁の両端は，対称的に 16~23cm程オーバーハングしている。

層位は，

第 I層：黒色土層で，黄褐色の粘土粒を若干点在させている。

第 II層：暗茶褐色土層。

第 III層：茶褐色土層。

第 IV層；黄褐色火山灰砂層で．やわらかく，壁に沿ってブロック状に堆積している。

窮 V 層暗黄色火山灰砂質土円で，やや堅くし主っている。

第 VI層：黄褐色火山灰砂層で，第 IV層とほぽ同じだが，やや賠い。

第VII層：黒褐色土層で，黄褐色火山灰砂が混じり，黄色っぽく，やややわらかい。

咆VIII層：暗黄褐色火l[J灰砂層で．ややしまっている。

第 IX層：賠褐黄色火山灰砂層で．褐鉄を多く含む。

第 x層：黒色士屑て．やややわらかく茶褐色匠い層で，有機物を含んでいる。

地山を分層すれば，以下の如くである。

A層：黄褐色粘土層。

B層：淡茶褐色火山灰砂層。

c層：青黒色火山灰砂層。

D層：赤褐色火山灰砂層で，褐鉄が沈着している。

E層：黄白色シルト層。

このピットは，配列からいって，第 2号ピットと組みになる可能性もあるが，両者は乎面形とか
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深さの点では．著しく相異してし、る。

第 2号ピット（第 79図2．第 86図3~6. 図版 44A)

第 1号ピットと同じ高さの所に， 19.5m離れて位樅しており，また方向も，各々 N4°W,N30°W 

で若干違っているが．前述したように組み合せからみて，両者は一つのグループになる可能性が強

し。頑斜に対しては． 3ざ程振tして掘られている。

規模心城口部で約 230x76 cm, 深さ 135cmを測るが，南端は攪乱で切られている。城底面の

大ぎさは 193x 20 cmで，厨崩れとか墜の崩落が起ぎる前の規模は， これに近い値であったかと思

われる。

城底面は，平坦かつ水平である。両端の壁のオーバーハングは．北側ではほとんど品められず，

噴口がら城底までほい真正ぐに洛ちているが．南側は約 6cm程えぐられている。

層位は

第 I層：褐色上胴。

第 II層：黒色土）曽。

第 III層：黄褐色土層で，墜にへばりついたような状態で堆積している。

第 IV層 褐色土附て、，ぼそぷそしてし•る。

第 V 層：黄褐色粘土のブロック状の塊。

第 VI層：褐色土陪で，第 IV層とほぼ同じであるが，全体に黄褐色土粒が多い。

第 VII層：茶褐色」層。

第VIII層：黒色土層で，有機物を含んだ層である。

地山は．十から

A層：黄褐色粘土層（軟質）。

B層：茶褐色粘上層（硬質）。

c層:白色ヽンルト層の 3つに分層できる。

遺物は， 覆土上面から七器片 13点と黒耀石製削片が 3点出士しているが． 遺物の事実記載は第

2節の遺物の項で一括 lて説明する。

第 3号ピット（第 80図 1，図版 44B)

標高 34.5~35. Omの所にあって，長軸方向はほほ磁北の南ー北である。傾斜に対しては， 37° 程

西に振れている。

規模は，渡口部で 217x 116 cm とかなり幅広く開いているが，濱央．城底は，各々 174X 33, 

217X 23 cm で， この間は， 両壁もほぼ垂直に立上っており． 本来はもっと幅の狭い溝状のピット

で虎ったようである。深さは， 157cmを測る。

凋底面は，やや中央が高く，両端の壁との境界は不明瞭で．全体に丸味を帯びている。オーバー

ハングは．北賄側はあまり著しくばないが，南壁側：文 31cm程外にえくられてしろ。
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層位は，

第 1 層：茶褐色土層。

第 II層：黒色土層。

第 III層：褐色七層。

第 IV層：ぽそぷそした褐色土層。

第 V 層：茶褐色士層。

第 VI層：黒色七層て、有機物を多く含んだ屑である Cヽ

第VII層：ぽそぽそした褐色土層で，第 IV層と同じである。

第VllI層：菌褐色土層。

第 XI層：黒色土層で，有機物を含んでいる。

この内．第 1層は，後世による攪乱の可能性がある c

地山は，

A層：黄褐色粘i層で，軟質である。

B層：黄褐色粘土層で，匪質である。

c層：黄（褐）色火山灰砂層。

D層：黄褐色粘質土層。

E層：黄色火山灰砂層。

F層：淡灰色火山灰砂層。

G層：白色火山灰砂層の 7つに分層できる。

第 4号ピット（第 80図2' 図版 45A)

標高 34.5m程の所に，長軸をほぽ南-北 (N3°W)において存在する。傾斜の方向に対しては約

25° 西に振れている。

規模は，壌口部で 275x110 cm と第 5号，第 11号ピットと詞様に幅広いが，演央・壊底部は各

々 183x 34 cm, 189 x 29 cmで，本来は狭いピットであったものと考えられる。

濃底面は，やや波打つが，ほぽ水平である。壁の両端は，顕著なオーバーハングは認められない

ヵ¥A-Bセクションにみらかるように，両方の短軸側の側罹はかなり崩落している。

層位は，

第 1層：暗褐色士層。所々しみのように汚染されている。

第 II層：黒色土層であるが，周囲に行くに従い漸移的に明るい黒褐色の色調になる。

第 III層：やや明るい暗褐色士層で，汚れは少なく，壁にへばりつくように存在する。

第 IV層：黄褐色粘質士層で，第 III層と同様に壁について存在する。

第 V 層：賠茶褐色1！曾で，種類の異なる上が混しりあった層である。

第 VI層：黄灰色火山灰（砂）層。

第VII層：茶褐色土層で，ぼそぽそしており，壁についてプロック状に存在する。
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第VIII層：茶褐色士）付で．若干有機物を含んでいるようである。

第 IX層：有機物を含んだ黒色土層 (I)で．バン＇卜状に入っている。

第 x層：黄灰色火山灰砂質土層。

第 XI層：青灰色火山灰砂層。

第XII層：有機物を含んだ黒色士附 (II)で．底面についてバンド状に堆積している。

地山は．

A層：賠褐色粘士層で． しまりなく．汚染されている。

B層：黄褐色粘士附で，硬質である。

c層：黄褐色粘土層で．軟質である。 B層に比へて砂質分が多い。

D層：暗灰青褐色火山灰砂層で，細粒であり．花干火山灰を含んでいる。

E罰：黒色およひ茶褐色の火山灰砂層で，全体に粗雑である。

F附：灰色火山灰質ヽンルト層。

G層：黄灰色ヽンルト層で，木目は細かい。

以 1：であるが， この内，第 I.II層は， 自然堆精層であるが．第 I層の性格は，必ずしも明確で

はない。二次堆積ないし攪乱の可能性もある。

第 III, IV層は．本質的こ池山のA層と同質び）もので この部分が埋没時に． しはらくの問外気

にさらされたために汚染された層で，以下にいう崩落層とは性格の異なるものである。

第 V, VI, VIII！曽およひ第x、XI層は，第 III, IV~ のような過程をへて， 自然崩落した層で

ある。

第 IX, XII層は，崩落して自然埋没する以前および途中に溜った有機物を多く含む層で．特に

第 IX層の存在は， 埋没の途中で，落葉の時期（秋）が，再度あった。

なお，第 3号ピットと本ピットは，約 12m離れているが，その長軸の方向とか、規模などはか

なり類似しており． 2つて 1つのグループをたしていたものと思われる。

第 5号ピット（第 81図 1' 図版 45B)

標高 34.0~34. 5 m の所に，斜面の傾斜に対して直交して存在するピットで，長軸はN63°E(N 

117°W) である。

規模は，隕口部で 307X 172 cmとかなり大きく開いているが，城央部で 217X40cmになり，下

半は極端に狭く，凛底面では 220x 16 cmを測る。深さは 113cmである。なお．城底面でみると，

その長軸は北西側に向って全体がややカープしている。

城底面は，ほぽ平坦て．かつ水平である。オーバーハングは，長軸の南西壁は，ほぼ垂直に立上

り，また北東壁も，やや斜めに掘られているがほほ真直ぐである。ただ，壊央部付近に局部的に

10cm程えぐられた所がある。

層位は，

第 I層：攪乱層で，二次堆積の火山灰が主体である。
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第 II層：攪乱層て、，暗茶褐色を星している。

第 III層：黒色～暗黒褐色土層で，中心部分は賠いが，周囲は褐色味をやや帯びている。ややし

まってし、るが，平くはない。

第 IV層：暗黒褐色土層で．堅い士粒ブロックが主体を占めている。

第 V, V'層：暗茶褐色士層で，第V層はやや堅くしまっているが，第 V'／曽はしまりなく，さら

さらしている。

第 VI, VI'悩：・賠黄褐色士層で， 全体に汚染されているが， 所々黄褐色を星する所がある。第

VI層ぱ，やや昭くしまっているが，第 VI'層はさくさくしている。

第VII層：黄褐色土層て，所々やや暗く汚染されている。

第VIII層：黄褐色粘質十層で，所々に堅い粘士粒が入っている。

第 IX附：黒褐色土層て，堅しブロ、ノクからなっているQ

第 X 層：黄褐色砂質土層で，さらさらしている。

第 XI料：青灰色砂層。

第XII層：暗黒褐色土層で，有機物を含んだ層である。

地山は，

A層：黄褐色粘 t層で，やややわらかいが粘性はある。

B層：黄灰褐色粘土／曽で，堅くしまり，所々に賠く汚染された部分がある。

c層：黄褐色粘土層てあるが， A層よりやや褐色が強い。さくさくしていて，やわらかい。なお，

所々に青灰色の砂層が薄く咬んでいる。

I)層：灰色（主体）と褐色の火山灰砂層の互層。

E層：灰色ヽンルト層である。

この内，第 VII, VIII層ぱ，やわらかくしまりばないが，本質的にA層と同一のもので，単に汚

染されただけの層かと思われ，崩落した層とは異なるものである。また第 V',VI'層も，同様のも

のである可能性がある。さらに，第 V, VI層の堆積状態も，特異なあり方をしているが，その性

格は明らかではない。第 IX~XI層は，崩落層である。

第 6号ピット（第 81図2, 図版 46A)

標高 34.5~35.0mの所に，傾斜方向に対してほぼ直交 (75°) してピットが穿たれている。長軸

はN134°W(N46°E)の方向である。

規模は，城口部で 228x 70 cm, 城央部およぴ城底部は，各々 195x 36 cm, 188 x 20 cmである。

深さは 121cmを測る。

壊底面は平坦かつ水平である。壁のオーバーハングは，南西端は 10cm程中央部がえぐられてい

るが，北東端においては，下半部は，やや傾きをもって真直ぐ立上る。

層位は，

第 I層：黒色士層。
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第 II層：茶褐色土層。

第 III層：褐色土層。

第 IV層：黄褐色土陪。

第 V 層：比較的堅い黄褐色土層。

第 VI層：褐色士層であるが，やや汚れており，やわらかい。

第VII層：灰褐色砂質土層。

第VIII}曽：黒色土層で，有機物を多く含み，底面について堆栢している。

地山は，

A層：黄褐色粘上！曽て，軟質である。

B層：褐色粘土陪で，硬質である。

c陪：灰褐色火山灰砂層。

D層：淡黄色火山灰砂層である。
じ

なお， この内第 II層と第 IV層は壁にへばりついて存在している。このあり方から，この両者の

層が汁iに地山のA層などが汚染されただけの層である可能性もある。

本ピットと第 5号ピノトとは， 11.5m離れているが，長軸方向および規模などの点で類似し， l

つのグループになるものと思われる。

第 7号ピット（第 82図 1' 図版 46B)

標高 35.0~35.5mの所に，傾斜方向に対して 30° 程振れて存在する。長軸方向はN2°Wで，ほ

ぽ南ー北方向である。

規模は，猥口部で 226X80 cmあるが，城央部・城底部では，各々 193x 40 cm, 206 x 23 cmを

はかる。深さは 135cmである。

濃底面は，ほぽ水平で，長軸両端のオーバーハングも，拘端なものではなく，緩かな傾斜で立上

っている。

層位は，

第 I層：黒色土層で，植物の根を多く含んでおり，本層の最下端部がもっとも黒く，上部およ

び壁周辺になるに従い黄褐色味の強い士層に変っている。

第 II層：黒褐色土層で，黒色士のプロック状の塊を含み，全体に堅い。

第 III層：第 II層と同様の黒褐色の土層であるが，砂粒状でやわらかく，有機物を少量含む。

第 IV層：黄褐色土層で，上半には 1cm位の小さな小塊を含み，下半は砂粒分が多くなってい

る。

第 V 層：第 IV層と同様に黄褐色士層であるが，全体に 0.5~5cm位の大きさの小塊（プロッ

ク）からなり，小塊の間口は砂粒で充填されている。

第 VI層：黄褐色火山灰砂層。

第VII層：黒色土層で，第 VI, VIII層と同質の砂粒を多く含んでいるが， その中に有機物を含
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み，全体に黒くみえる。

第VIII層：黄褐色火山灰砂層で，第 VI層に比べ黒味を帝ひているr

地山は，

A層：貨褐色粘土層（軟質）。

B層：褐色粘土層（硬質）。

C層：火山灰砂層。

D層：白（燈）色火山灰層となる。

第 8号ピット（第 82図2, 図版 47A)

本ピットは，第 7りヒ、ノトから 4.5m程離れて，同一等高線上 (35.0~35. 5 m)に．ほは同じ方

向 (N5°W) に並んで存在し，規校も類似している所から，両者は 1つのグループをなすものと思

われる。

規模は， 横 11部において 244x115 cm とかなり大きく開くが， 壌央部および城底部では，各々

194 x 40, 213 x 19 cmで， A-Bセクションをみると下半は， 20cm程の幅で，ほとんど垂直に立上

っている所から，本来は」I・常に狭い溝状のピットてあったものと思われる。

層位は，

第 1層：暗黄褐色士層で． さらさらしていて粘性はない。

第 II層：暗茶褐色土層で，性状は第 1層と同じてある。

第 III層：黄褐色粘質土層で．堅くしまっているが，やや第 IV層よりは暗く，壁に平行してブ

ロック状に堆積している。

第 IV層：黄褐色土層で，さらさらして粘性はなく，城口部の肩の部分に，地山のA層にへばり

ついて存在する陪である。

第 v層： （明）茶褐色粘質上層で，やや粘性はある。

第 VI,VII. VIII層：すべて黄褐色の粘質土層てあるが，第 VI層は，やや昭くしまっており，

第VII層1まやわらかく． しまりがたいつ第 VlII層は，両者の中間程のし生りである。

第 IX層：黒灰色土層で，有機物を多く含む層で，第 VI~VIII層と同質の土粒を含んでいる。

地山は，

A層：賠黄褐色粘士層。汚栄されている。

B層： （暗）黄褐色粘土層（軟質）。

c層：黄褐色粘土層（硬質）。

D層：黄灰色シルト層に分層できる。

第 9号ピット（第 83図 1' 図版 47B)

標邸 35.5~36. Omの所に，長軸を傾斜方向に対して平行において穿たれている。長軸の北に対

する振れはN32°Wである。
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規膜は．塙口部において 204X25 cm．城央部と城底部は，各々 204x 25 cm, 210 x 19 cmで，壊

ロド 25cm程の所から下は，ゆるい煩斜で，ほぼ真直ぐに立l．っている。深さは 119cmである。

層位ぱ，

第 I層：黄褐色十］付て．弟 III層とほぼ同じ色調であるが，第 II層の黒褐色上が髭じり，若

干黒味を常びている。

第 II層：黒褐色J:｝曽。

第 III層：黄褐色粘質t罰で，やわらかく軟質粘士層の二次堆積層である。

第 IV層：茶褐色土層で．第 II層と第 v閃の混じったような土層である。

第 v層：黄褐色粘質土層で，硬質粘土と軟質粘土との混合土で，点線以下は軟弱である。

第 VI層：黄褐色土層で，第 v層よりも黒味を帯び軟弱で，第 v層の粘土塊，軟質粘土，黒色

土（布機物を含む層か）およひ火山灰砂を含む。

第VII層：黒祝色＋層で，黒色土（有機物を含む）と粘士粒，火山灰砂を含んでいる。

第VIII層：白黄色火山灰砂層で，火山灰砂の二次堆積層てある。

第 IX層：黒褐色」層で，第 VII層と同質の層てある。

第 x層：白黄色士層で，第 VIII肘よりも茶色がかり，火山灰砂と粘士粒が混じる。

地山の層位は，本遺構では確認していない。

第 10号ピット（第 83図2，図版 48A)

標高 35.5~36mの所に，長軸をN56°Wにおいて存在する。傾斜の方向に対しては 30° 程南に振

れている。

規模は，激口部において 219x 38 cm，凛央部，城底部は．各々 205x 11 cm, 234 x 11 cmで，演

口は，部分的に肩くずれを起こしているが，短軸の壁は，上から下まで，ほぽ垂直に立上っていて，

短軸の壁にはほとんど崩落した部分がないといってよい例てある。長軸方向では，山側の南東壁

では，中央部に・・部浅くえぐられた部分はあるが， これもほぼ垂直に立上っている。他方，谷側の

北西壁側では． l／3以下の所が 28cm程えぐられている。しかも，地山層の火山灰砂層である C層，

D層の各々の境界の部分においては段をなしている。

塘底部は．中央が心持ち凹むが．ほぽ平坦である。全体にふ斜面の傾斜に沿→てやや傾いてい

る。また，底面と壁の立上りは，南東壁の方でぱ，かなり、9:...巧ょ角度で接しているようてある。本例

ぱ，聴とか開の崩落以荊の形をかなり忠実に留めている例ビ Lて興味深いもいて虎る。

陪位は．全闘ほぼ平行かつ水平な堆積をしている。また，各層の性状および厚さもかなり均一

的で．通例認められる凛底部における黒色土も明確ではない所から，かなり短時期に埋没した可能

性がある。

第 I層：暗褐色士層で．やや粘性がある。

第 II層：暗黄褐色粘質土｝曽で，ややしまっている。

第 III層：賠灰褐色土層で．第 I層に近い色調てあるが．やや明るい。粘性はなく，パサバサし
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ている。

第 IV層：暗褐色土層で，やはり第 1層に近い色調で，バサパサしていてしまりない所が所々あ

るが，全休としてはしまっている。

第 V 層：賠褐色士層で，第 I, IV層よりやや賠くて， 全体にしまりはなく，サラサラしてい

る。

第 VI層：茶褐色土層で，大粒の木炭片を含んでいた。
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地山は， 以下の 4榜に分層できる。

A層：賠黄褐色粘上層て，

かく， 汚染されている。

B層：白黄褐色粘士附で， 堅い。

c層：白灰褐色火山灰層で，

化してし、る。

D層：白灰色（シルト質）火山灰層で

ある。

なお，本ヒノトと第 9号ピ）卜は， 6.5

m離れて存在するが， その規模とか，

軸の方向の類似からいって，

ープかと思われる。ただ厳密にし、うと，

両者は八字状に若干方向は違う。本ピッ

トと長軸の方向が，

なり離れているが．

る。

ほぼ等しいのは，

第 11号ビゾトであ

第 11号ピット

（第 84図，

本ピットは， 標仙 37.0~37.5 m の所

にあって他のピット群からは， 45m以上

のかなりの距離をおいて，

するものである。

長軸方向は，

方向に対しては，

部および廉底部では，

30cmである。いずれも，

やややわら

やや粘士

長

1つのグル

図股 48B)

N48°Wを測り，

若干振れるが，

か

1個だけ存在

傾斜の

ほぽ平

行に据られている。

規校は，壊口部ては 321X82 cm，濱央

各々 315x 41 cm, 

360 x 29 cmで，かなり長軸の長いピソト

てある。深さは 144cmを測る。底面は，

傾斜方向に煩きをもちつつ，ほぽ平坦で，

長軸の端は両者共に大きくオーバーハソ

クしている。ただし，谷側の方が著しく，

地山の火山灰

層である C層の部分からオーバ.....:ハング
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してし、る。

罰位は，賠合的ななたらかた堆積状嗚を＇ 1-1＜l-：：：し、る C’

第 I 層：茶褐色土層 (Iしやや枯性があ，ー）で第 II, llI層を切って堪積している。

第 II層：賠黒褐色十＿屈て，帖＿日粒をやや合み，ややしまっている。

第 llI 腎：茶褐色—卜＿層 (II)。大粒 0ヽ粘土粒を含み，第 I 胴よりはやや黄色っぽい。

第 IV層：賠黄褐色七屈て，やや粘性がある。

第 V, VI, VII, VIII I曽：いずれも黄褐色土層て、，第V層は壁剛こ沿ってのみ堆積し，やや堅く

しまっている。第 VI層は，第V層と性状は似ているが，ややぼそぼそしていて， し

まりのない所がある。第 VII層は全くしまりがなく，ぼそぽそしている層である。

第 VIII層心第V層と同様に，かなりよくしまり，ブロック状に堆積している。

第 IX層：灰白色火山灰質土層。

第 X 層：暗灰褐色土層で，バンド（帯）状に入っている。

第 XI層：灰色火山灰質土層。
， 

本ピットでは，第X層で若干有機物を含む黒色土が混入している以外は，明確な形で有機物含有

層は認められない。

地山は，以下の 4つに分層できる。

A層：黄褐色粘土層で，やわらかく，汚染さ

れた層である。

B層： A層と同じ色調の黄褐色粘土層で，堅

く，所々に白っぽい所がある。

c層：白灰色火山灰層。

D層：白色シルト質火山灰層。

第 12号ピット（第 85図，図版 49B)

S263遺跡と S262遺跡の問には，浅い谷が 1

本入っているが， 本ピットは S262遺跡の北側

部分においてみつかったもので，地形からみる

と道路とか未発掘区域を介して， S265遺跡の

B地区の第 17,18号ピ、ノトと， Inlーの化団群を

つくっている可能性がある。なお， S265遁跡

のA区と B区の間には，やはり浅い谷が入って

し、る。

本ピットは，標高 33・ 5~33. 0 m に立地する

が． ここは．周囲の中では一番標，均の砂い部分

である。
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長軸心 N72W におぎ，傾斜方向に対する煩ぎは約 46° 程礼れてし、る。

規模心城口部て 194x 59 cm, 嫌央部・壌底部で，各々 174X30, 157Xl6cmで，全体に長軸

が狭い例のようて克る（）深さぱ， 95cmをはかる。

濃底面は平らで 長軸の両端も，特にオ ーノ、一ノ‘ ／グばなく，ゆるい煩斜をもって真直ぐに立上

っている。同様の仙向は，知軸セクションにおいても認めらかる。

層位は，

第 1 層：黒色tl付。

第 II層：褐色上陪。

第 III層：黄褐色粘質上層で，地山がずれ込んだ層である。

第 IV層：賠褐色士料で，ぽろぽろしている。

第 V 層：黒色土層で，打機物を名く含んだ黒色士中に，かなりの火山灰砂を含んて、バ、／ド状

iこ堆積してし、る。

第 VI胃賠褐色土層。

第 VII層：黒色土層で，第V罰と 1nlt}い性格をもった層であるが、やや粘質を帯ひている。

第VIII層：暗褐色土層て、やや粘質を鬱ひている。

第 IX層：黒色土層で，底面につし／［山く堆積している。第 V,VII層と同株打機物を＋（本どし

た層である。

地山は，

A料：黄褐色粘土層。

B附：黄褐色砂質（含）粘上層。

Cl曽：灰白色と褐色の薄いシルト層の互悩。

（上野秀ー）

第 2節遺 物（第 86, 87鳳図版 50A, B) 

S263遺跡からば．絹文中期 (F-IX区）と続纏文期（人採）の上器片各 1点と石器 6点，焼けた

洲原石 2凡 黒耀石製削片が 14点出士していろのみてあるか． いすれも溝状遺構の同辺で出土し

てしる (m86図 1,2, 9, 第 87図）。あピ．第 2Sヒ1 卜の覆土上面から遺物（土器 13， 削片 3

点，第 86図3~ 6）が出ており， ここて一括 L了 [1兄明する。

一方． S262遺跡では，縄文中期 (2) と晩期（1)の卜器片が都合 3点出土している。 ｛噂仇よ検

出されておらず，黒耀石製削片（第 86図 10)が 2点みつかっただけである。

(a) 土 器（第 86図 1~ 8) 

土器片は，人ぎく縄文中期と晩期および続縄文期の 3つの時期に分けられる。

(I) 織文中期（第 86図2,6, 8) 

いずれも，胴部片で， 2は節の大きいLRの斜行輝文があるもので，胎士中にはかなりの昂の細
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S262遺跡発掘区 (7.8.10)出土土器拓影図および石器実測図

砂とか細礫を含み．色調は灰褐色を呈する。 6は， 9mm程の貼付文が横に施されたもので，貼付

文上にも地文と異方向の縄文がある。胎土・焼成は 2と同じである。この両者は．余市式土器群の

古い方のグルーフに属するものである。

8は． RLの斜行縄文のある胴部片で，色調ぱ赤褐色を堪し，焼成は緻密であり，器内は丁寧に

調整されている。この資料は，円箇土器上層式ないしは天神山式とか智東B式といわれる系統の土

器群の仲間かと思われる。

(II) 罐文晩期（同図 3~5, 7) 

3は，壺形土器の頸部の破片である。精製土器で．器内外は入念に調整されている。口唇部は外

反し．その内側にも地文を施こし．その上から 2本の沈線文を横環させている。器外の口唇部直下

にも 7~8mmの輻で縄文を残していて，その下を浅い沈線文で限っている。その下は，破片内で

（ま無文部である。

いま．内傾する II唇部上に沈線文と縄文原体の几痕文を樅に施こし．器外には斜めに沈線文が 1

条観察でき，その沈線文から破片右側に横走する沈線文が数条巡っている。横走する沈線文の端部

では．上下の沈線文が連結するように曲っているようである。

5は， 口唇部を欠損するが．破片上部に横走する沈線文と同じ工具による三日月状の刺突文が横
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゜第87図 S263遺跡発掘区出土石器実測図

に巡っている。地文は，縦位の単節縄文であるが，施文後調賂ざれ所々消えている。なお， 4, 5 

は共に深鉢形七器の破片かと思われる。

7は，浅鉢形土器の破片で、無文である。口唇部近くて，やや『サ召し，口唇部上にぱ刻目がある。

以上の 4点の資料fi, S 265遺跡の発掘区出土0)土器分類ていり第 VI群土器に相当し，所謂「タ

ンネトウー L式」のグループかと考えられる。

(III) 続編文期 (1)

l片だけであるが， 口唇部は内傾し， 口it訂部直下には b突起（右側は条iJ脱）がある。その下には．
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横走する縄文が施されていたようであるが．調整によって殆ど磨消している。後北 (A?)式かと

思われる。

(b) 石 器（第 86図9, 1(），第 87図）

第 86図9, 10に示したのは，統長剥片である。この内． 9はS263遺跡の B-11区から 12点ま

とまって出十」した黒耀石製の削片群の中に入っていたものである。また，隣接の C-III区からも削

片が 2点出士してし、る。

第 87図に示したのは，河原石を利用した石器である。

1, 2は，断而―こ角形のml原石の稜を擦面としだ石器で， 2は破片である。 1は，やや扁平な河

原石を用い，擦l旬-lia面下部 1稜でその周辺には澗幣のための打調（剣離）が入っている。また，

a面上部の稜線中央には明瞭な敲打痕があり｀そこから稜線にそって右側端部の間にも，敲打によ

る傷痕が観察される。さらに． a面左側端部のエッジにも敲打痕があり， このエッジから b面側に

大きな 1枚の剥離が入っている。なお、 この資料は焼けていて，所により黒ずんでいる。 2は，断

面はほぼ11二角形に近い形状で，その 3つの稜を擦面として利用している。ただ， a面中央に図示

した稜が一番よく使われていて擦面の幅も広いものである。他の 2稜は擦面が平坦になるまでは，

利用されておらず．擦面の固辺には剥離は入っていない。これも，欠損後に軽く焼けており， a面

右にある円形のもの1ま， 加熱の際に剣脱したも v’)てあろう c

3, 4ぱ石皿で，共に破片である。 3は．高さが 10.4cmもある厚手のもので，側面は敲打によ

って面取りしている， a, b両面を利用し．いずれの面もほぽ平釦である。 4も器厚が高いもので，

側面の調整は不明であるが，両面を用いている。石質は，共に安山岩系統の石である。

5は，砂岩製の砥石かと思われるが，擦面以外の破損面なとにもある円形の凹みは，回転による

守孔の可能性もあり， この石器の性格とか，そl!）時代1i明確ではない。

6は，棒状の河原石て，特に人為的な加工とか使用痕はないが，一部焼けて黒ずんでいる。

以上の資料の内， 2, 4, 5の3点は G-VIII区からまと主って出土したものてある。なわ， F-X

ドからも，焼けた河原石の破片が出士している。

（上野秀一）
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IV S 269遺跡

第 1章発掘調査の力法と層位

第 1節 発掘調査の方法（第 88図，図版 51A. B) 

S269遣跡は．序矧l/11の支流てある 2づ Uぅ111（東側のは三甲川）によって切り払かれた， 細長く

北側に突出した丘陵の先端近くに位置している。遺跡は，標高 27.5~26. Omの範囲の平坦地で，

そこから西に向って煩斜を増し，谷におちてしる。

発掘区は大きく 2つに分かれる。北側のをA地区，南側のを B地区とすると， A地区は，国鉄

の旧千歳線の南隣にあるものであり， B地区は隣桜の S267 • 268遺跡との関連をみるために調査し

た部分である。共に主軸をN76°Eにおき， 店本大グリッドを 10x10mとしたが， A地区に関して

は， これをさらに 2x2mの小グリッドに分割した。

A地区は，小グリッド 232個と西側の傾斜地に lm幅の小トレソチを 6本入れ，総血積約 1,000m2 

を調介したが，遺物の分布は非常に散発的てあり，遺跡の主体部は結局捉えることはできなかっ

た。遺構は，溝状遺構が 1基みつかっただけである。

-）j, B地区は， S 267 • 268遺跡発掘調丘の際の盛土が厚く堪積していたため，地山の粘土層面

まで，約 500m2に亘ってブルトーザーで削土した。その後 遺構確認のため， 略々東ー西方向に

lm間隔で小トレソチを入れたが， この結果溝状遺構が 1基みつかっている。

第 2節層 1立（第 89図）

本遺跡の A地区はかつては畑地および牧草地として使われ，最近は廃車置場として利用されて

いた。また，黒色土ぱ自然の流失で殆ど残っておらず，耕作土の下は直接粘日曽ないし火山灰層に

達し，耕作七も地山の粘土と火山灰砂を主体に構成されている。従って，プライマリーな包含層は，

全く残っていない。

第 89図に示したのは， A地区の B-V-20区南壁から B-VII-5区南壁までの西の谷に向う I」ヽ卜

レンチのセクションである。

層名を示せば，以下の通りである。

第 I層：耕作土。下の第 II層ないし第 IV層が、耕作により攪乱をうけた層で，全体に黄色

ぽい層である。

第 II層：黄褐色粘質士層。全休に，黄褐色の堅い士粒が入っているが，特にしまー，てはいない。

第 III層：賠褐色粘質士層。第 II層よりは砂質分の包含覺が多く，若干やわらかい。

第 IV層：明黄褐色火山灰砂層。全体に火山灰砂を含むが，やや粘性を帯びている。
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第89図 5289遺跡発掘区セクション図

第 V 層：白灰色火山灰砂層。

第 VI層：暗褐色火山灰砂層。

―--

標高 26.0~27. 5 m の範囲で示される平坦面の部分には，粘質土肘が存在するが，谷に向う傾斜

面部分では，火山灰質の砂層が直接出ている。しかも，△「田部は本来のしまった粘土層でばなく，

汚染され，やわらかい粘質土層である。

（上野秀一）
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第 2章遺構および遺物

第 1節 遺 構

本遺跡からは， A・B両地区から各 1個づつ溝状遺構がみつかっている。 しずれも， 控高 27~

26mのコンクラインに示される中に入り． 丁度谷に向ってやや傾斜しはじめる所に立地ずる。な

お，遺構一覧表は，第 5表に示した。

第 1号ピット（第 90図 1．図版 52A)

本ピットは， A地区の B-V-3~5区にまたがってあり，壊口部348X75cm,墳底部 365x 18 cm, 

深さ 128cmを測る。凜口部および城底部の平面形は共に溝状を呈するが，城口周縁部は墜面の崩

落によってややいびつな形となっている。長軸断血は城底面が若千彎曲し両端の下方部が墜面の崩

落によって袋状にオーバーハングし，短軸断面は上）j部が若干広がる溝状である。

遺構の埋没状況は，

第 1層：黒色土層 a。

第 II層：暗褐色土層。

第 III層：黄褐色土層。

第 IV層：暗褐色土＋焼上陪。

第 V 層：褐色土層。

第 VI層：黄褐色砂質士層。

第VII層：黄褐色砂質土層（第 VI層よりかなり明るい）。

第VIII層：灰褐色火山灰質土層。

第 IX層：黒色土層 b （有機物を多観に含む）。

第 X 層：灰褐色砂質士層。

となっており，凛底面近くでは打機質の黒色土層 bが水乎に堆積し，中下位では褐色土，火山灰，

砂質土が繰り返し崩落した状態がみられる。最lJ曽には黒色土層 aが流れ込んで埋没が完了してい

る。第 III層は地山の黄褐色粘土層が浮き上がり崩洛せずに残ったものと思われる。また， この種

の遺構にあって，第 IVI叫）ような焼土層が存在ずる例は非常に少ない。

本号の長軸方向は，谷に対してほほ平行な状態に構築されているものといえよう。

遺物ぱ何ら検出されていない。

（内山真澄）

第 2号ピット（第 90図2' 図版52B)

本ピットは， B地[;-(O)H, I-VIII区にあるもので，城口部 382x 74 cm, 凛底部 417x 22 cm, 深
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さ 123cmを測る。痕口部および城底部の平面形ぱ非常に細い溝状を星するピットである。長軸断

面は南側の城底部で一部門曲を示しているが他はほぽ乎坦な状態といえよう。

北側部の立ち上りは濃底近くで若 Fオーバーハングしており，南側部ではかなり大きなオーバー

ハ／グが見られる。これらのオーバーハソグは人為的な所産によるものとは考えられ-f壁面の崩落

によるものと思われる。特に南側のオーバーハングの形状は雨水などの流入によっで洗い流された

形状と非常によく類似している。短軸断面はやや太めの溝状または城口部に向って広くなる楔形と

形容できよう。

遺構の埋没状況は，

第 I層：黒色士層 a。

第 II層：明褐色七層。

第 III層：焼土層。

第 IV層：黒色土層 b。

第 V 層：褐色土層。

第 VI層：黄褐色土層。

第 VII層：黄褐色士層（第 VI層よりやや暗い）。

第VIII層：褐色土層（第V層より明るい）。

第 IX層：明黄褐色士層。

第 x層：黒色士層 C 。

第 XI層：青黄灰色砂層。

第XII層：黒色土層 d （有機質に冨む）。

第XIII層：賠茶褐色士層となっている。

城底面近くでは有機質に富む黒色土層 dが水平に堆積し，部分的にではあるがややJ::方に黒色土

層 C も見られる。中下位では褐色十＿，火山灰，砂質士が繰り返し堆積し， さらに第 IV層の黒色土

層bがみられる。この黒色土層 bは黒色士潜 c, dと性状を同じくするものであるが，長軸方向の

断面でみるならば，他の類例にも認められるごとく，長軸中央附近に頂点をもつ二等辺三角形に近

い山形に堆積した中下位層の傾辺上に薄く堆積している層である。また上位では第 1号ピットと同

様に，かなり明瞭な焼土層がみられ，最上層には黒色士層 aが流れ込んで埋没が完了している。ま

た，短軸断面の東， 西壁に沿って存在する第 VI層， 第 VII陪は壁面を形成していた地山の黄褐

色砧士層が浮き上りすれ込んだものか， もしくは浮き上がった状態のまま崩落せすに残ったものと

思われる。

本号の長軸方向は略々 IY-Jー北方向にとっているが地形との関係よりみるならば，谷および等高線

に対して直交する角度で構築されているといえよう。

遺物は何ら検出されていない。

（内山真澄）
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第2節 逍 物（第 91図．図版 53)

本遺跡から出土した遺物は，極めて少ない。

A地区からは， B • C-II区付近の耕作上中より土器片 3点と石器 2点， 剣片 1点が出土し， B 

区からは同一個体の土器破片 3点と石斧の未成品が 1点出土したのみである。

第91図に，出士した士器片全点を拓影図で示したが， いずれも縄文中期の胴部片である。地文

（ま， 3の不明な例を［全いて LRである。色調は， 3は，赤褐色で緻密な焼成であり，その他は褐色

を呈する。器内ぱ，比較的滑らかに調整されている n

以上の諸特徴から， 3は，円節上層式か天神山式系統の土器， 1, 2, 4はトコロ第 6類の仲間か

と思われる。

石器は， 5は緑色片岩製の石斧の未成品で刃部側を大きく欠損する。 c面に原石面を残すが，そ

れ以外は粗い剥離が一面に入っている。 6は，黒耀石製のフレーク・コアーと思われるものである。

3回以上打面を転位して，鉗l片を生産しているが，転位の順位は明確にはできない。なお， b面 F

部のエッジには使用による細かい小剥離があり，掻器的な道具として再利用しているのかもしれな

い。 7は，聘瑞製の小「J疎の半割破片の a面下部に加j離が入ったものであるか， これがフレーク・

コアーとして用意されたものか，それ自身何らかのスクレイパー的な石器なのかは明らかではない。

（上野秀一）
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第91図 S269遺跡発掘区出土土器拓影図および石器実測図
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S 266遺 跡

第 1章 発掘調査の方法（第 92図，図版 54A)

S266遺跡は．西に面した谷沿いの平坦地にあるもので，標高は約 30.0~30.7mである。

試掘調査の結果では．谷沿いの地区で，遺物が検出されただけであるが，地形から判断して，約

1, 800m2を遺跡の範囲とした。

発掘区は． S 262, 263, 265遣跡と同じ主軸を用い， 10x10mを基本大グリッドにして， さら

に2x2mの小グリッドに分割して調査を進めた。発掘総面積は．約 670m2である。なお， グリッ

ドの呼び名は，第 92図に示したとおりである。

遺構はみつからなかったが，第 93図に示したような遺物が出土している。

層位は，最近まで畑地として利用されていたため．上部 20~30cmは耕作上で．その下は直接地

山の黄褐色粘土層にいたる。ただし． グリッドの南側の地域では．粘土層はなく火山灰砂層が顔を

出している。

（上野秀一）

第 2章遺 物（第 93図，図版 54B) 

遺物の出土をみたのiま， C-IV, D-V, E-Il. IIIの4グリッドだけである。

1は，器外を入念に調整した繹文晩

期の精製土器の無文部の破片である。

2は， 口唇部を欠損するが，半歓竹管

による深い沈線文が横と斜めに走るも

ので，破片上部には貼付文があり．そ

の側面に絡縄休（？）の圧痕文がある。

内面は丁寧に調整され，色調は灰褐色

である。所謂「天神山式」の破片かと

思われる。

3~5は，黒耀石製の石器である。

3は．両面加工の石器であるが尖頭部

と柄部の側緑と柄部を大きく欠失し．

本来の形状ぱ伺いえない。しかし，長

い尖頭部を有し．柄の作出が認められ

鼻[}
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い
言

3
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第93図 S288遺跡発掘区出土土器拓影図および石器実測図
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る所から，小形のナイフ状石器か石話かと考えられる。なお， a面右側のエッジはかなり摩減して

いる。 4は，有茎石鏃である。両面に素材面を残した半両面加工のもので，尖頭部の形態はi［三角

形に近く，茎部は太い。 5は，小形の条1j片ないしは削片 (pointflake)を素材にして， a面左側縁下

部に刃角の高い刈離を入れ さらに棄lj片の下部に，両而から 3か所扶ぐり状に剥離を人れた石器で

ある。石器の未成品の可能性もある。

（上野秀＾）
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結 語

以上，国際地所株式仝吐所有地内の埋蔵文化財包蔵地 12,000m2, 5遺跡について報告した。

これら 5遺跡ぱ，地域的には厚別川の支流（名無川）によって切り拓かれた小支谷の右岸台地上

に，谷沿いにそって分布しているもので，同時に調在を行なった S267 • 268遺跡（『札幌市文化財

調査報告書』 XIV) も， これらの遺跡群の一部をなしている。そして， この都合 7遺跡は，地形と

遺構の種類・数などから大きく， S 269, S 267 • 268遺跡群 (A群）と S266, S 265, S 262 • 263 

遺跡群 (B群）の 2群に分かれる。共に南西側にせり出した部分iこ竪穴住居ht， □廣群が分布し．

それを中心にその北側と東側に溝状遺構が幅広く分布しているものである。

堅穴住居址Ii, A群でiま， S267• 268遺跡のほげ中央で2軒の竪穴住居址と 1軒の認穴住居址状

遺構がみつかっており，覆＿十中出土の遺物から推定して，それらは「トコロ第 6類」期のものてあ

ろうとされている。 B群では， S265遺跡の中央部から 3軒みつかっている。 この内，第 1号堅穴

住居址は「トコロ第 6類」期のものであるが，他の 2例に関してほ時代は明確ではない。しかし，

覆士中検出の遺物からみると綱文中期中葉頃の所産かと考えている。しかも，規模・構造・長軸方

向などの点において． A群の第 1号，第 2り竪穴住居址．第 1号竪穴什居胤状遺楳ぱ， B群の各々

第 1号，第 2号，第 3号昭穴住居址に対比される構造・規校を有したもので，両群における竪穴住

居Jillま，類似した組み合せからたろこと 1t注意せねぽならない。

十り貨は， A群においてほ， S 267 • 268遺跡の北西端邪から 2基みつかっている。覆土内出士遺

物ほ，縄文晩期末の士器である。 B群では，縄文中期中葉と縄文晩期末から続糎文期初頭頃の士壊

墓そして性格・時期不明の士城が，合せて 16甚みつかっている。

溝状遺横は， A群から 62茎， B群から 22基検出されている。

以上みて含たように，個々の遺構の営なまれた時期が明らかな例が少ないという問題はあろぷ，

両群ぱ遺構の種類と分布の有り方，そしてその立地する地形が極めて類似し， しかも遺跡として占

地されていた時期も，出士土器でみると，両者共縄文早期，中期｀晩期（～続縄文期）の 3つの期

r用であって， このA, B両群に少なくピも住居糾が作られた糎文中期中葉頃ば同一文化集団に

よって営なまれた，同時的に存在した 2つの村か，あるいは若千時期を違えて転地した「旧村」と

「新村」の関係にあった 2つの村ということが考えられる。

なお，今回の調在では， S265遺跡の層準の項 (II,第 1章第 2節）で述べた如く，遺構が分布し

ている地域の地山層の上而ぱ著しく汚染されていたため，溝状遺構などの深く穿たれた以外の遺構

の確認にほ非常な困難を極め，その遺構の構造・性格・年代など明確にて衣なかった部分も冬がっ

たため，今回の報告では， 事実報告を主とし，他遺跡との対比は殆ど試みなかった。 また，「野幌

丘陵］におげる「ローム層に滑む文化］の追求も．今回試みたが．遺憾な力”ら 1片の縦長剣片と 1

片の削片を得たに留まり， しかもこの数少ない行料の特徴も，その時代的性格を明らかにする程明

確なものてはなかった(‘
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しかし．溝状遺構内検出 U)有機物を含む土層の花粉分析を、［おして．溝状遣構といりものの性格

び）一端が実際の資料をもって証明され．さらにまた溝状遺構の構築された当時の生態的環境が明ら

かになったということは，我々が漠然と考えていた遺跡地の立地景観というものが，具休的な形で

想定できる手懸をえたという意味で大きな成果であったと思われる。

（上野秀一）
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第 9表 S265遺跡遺構出土石器一覧表

挿図 出土地区
番号

名 称 全(mm長)I 最(m大m輻) 最(m大m厚) 重(g)屈 I 石 買 備 考

7-2 第 1号ピット 石 鈷 (49. 5) 27.0 7.0 (6. 4) Obs. S-1 

3 ク 石 斧 (58.0) 25,0 8.0 (16. 1) Ser. S-2, 扁乎片刃石斧

4 ，，，， 有 孔 石 32.0 21. 5 8.0 6.3 Sa. S-3, 自然石

5 ク 石 llll (68.5) (24.0) (46. 5) (87. 7) Twopy.-and. 破片

6 ク 石 錘 67.5 (32. O) 14.5 (46. 7) Twopy.-and. S-4, (, 

7 第 2号ピット 石 鏃 27.5 15.5 6.0 2.3 Obs. S-1 

8-8 ク 石 皿 (234. 5) (212.0) 114.0 (682.0) Hor. -and. S-2,面坂りがある

12-1 第 5号ピット 擦

“ 
84.0 52.5 28.5 144. 7 Tu. S-1 

2 第 6号ピ ット わ 場 19.0 12.0 5.0 0.8 Obs. S-1 

15-2 第 8号ピット 掻 器 40.5 14. 5 6.0 3.6 Obs. S-1 

3 ク 石 鏃 27.5 14.0 6.0 1. 7 Obs. 

4 ，，，， ク (24. 0) 17.5 2.5 (1. 2) Obs. 1未成品

5 ク 削 器 (22. 0) 14.5 3.5 (1. 8) Obs. 

6 ク 使掛I用痕のあJる¥・ (27. O) 16.0 6.0 (2. 5) Obs. 

7 ク ク (11. 5) (9. 5) 2.0 (0. 2) Obs. 

8 ク 削 器 37, 0 I 25.0 6.5 5.6 Obs. ， ク 使剥用痕のあ片る (36, O) 24.0 3,0 (3. 3) Obs. 

1() ク ク (37.0) 21. 5 3.5 (2. 2) Obs. 

17-1 第 9号ピット 擦 石 (65. 0) (36. O) 29.0 (88. 1) Sa. S-2,破片，欠両端に打
ちきがある

2 ク 両面体石器 (21. O) I l (11. 5) 9.0 (1. 7) Obs. S-1, ~ 

21-1 第11号ピット 石 斧 (64. 5) (31. O) 19.5 (52. 5) Gr. -sch. S-1,破片

2 ク 石 鏃 (34, O) (21. O) 5.0 (2.8) Obs. S-2, 側縁加工成， 
未品？

3 ク 使剥用痕のある (18. 5) (12. 5) 2.0 (0. 5) Obs. 片
4 ク ク (23. 5) 19.5 9.0 (2. 5) Obs. 

24-1 第12号ピット 石 鏃 32.0 21. 0 3.5 1.8 Obs. S-1, ェッジがすべて
著しく摩耗している

2 ク 石 槍 (30. 5) (21. 5) 9.5 (5. 4) Obs. S-2，破片，焼けている

28-1 第13号ピット 縦長剥片 43.0 17.0 5,5 3. 3 Obs. s-1 

2 ク ，，，， (42.0) 14.0 3.0 (1. 85) Obs. S-2 

3 ク ，，，， 31. 0 13.5 3.0 1. 35 Obs. S-3 

4 ，，，， ク 32.0 21. 5 5.5 3.0 Ohs. S-4 

5 ク ，，， 42.0 25.5 3.5 2.9 Obs. S-5 

6 ク ク 30.5 
＇ 

30.0 I i 7.0 5. 2 | Obs. S-6 

7 ク ク 33.0 17.0 3.0 1.05 Obs. S-7 

8 ク ク 27.0 11. 5 3.5 1.1 Obs. S-8 ， ク ク 34.0 13.5 4.5 1. 5 Obs. S-9 

10 ク ク (32.0) 8.5 3.0 (0. 7) Obs. S-10 

11 ク ク 29,0 9,5 2.:, 0,5 Obs. S-11 

12 ，，，， ケ (19. O) 15.5 4.5 (1. 05) Obs. S-12,破片

13 ク ク (21. 5) 17.0 3.5 (1. 15) Obs. S-13, ~ 

14 ク ク (22. 5) 14.5 3.0 (0. 9) Obs. S-14, (, 

15 ク ク (22. 0) 15,0 6.0 (1. 4) Obs. | S-15, ，，，， 
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挿図 1 | 
番号 出土地区 1 名 称全長 1最大幅最大厚重量

(mm) （mm) （mm) （g）石

28-16 I第13号ヒ°ノト縦長剥片 (24.0)1 15.5 3.0 (0.95) -Obs. 

17 クク 38.5 ; 19. 0 I 9. 5 I 6 I Obs. 

18 ク削片 26.5 I 22. 5 I 4. 0 I 2 I Obs. 

19 I // ! // I (24. O)i 21. 0 I 8. 5 i (3. 25)1 Obs. 

20 I 'l フレーク・コ
アー関係剥片 27.0 I 20.0 I 7.5 I 2.55 I Obs. 

21 ク,,_ I 21.0 1 22.0 I 2.5 I 1.15 1 Obs. 

32-1 第20号ピット 使用痕のある
剥片 22.0 I 15. 0 I :1. 0 I 1. l 

2 クク 21.0I 17.o I 2.0 I 1.0 

3 第23号ピット ク (23. 0) 21. 5 3. 5 (1. 4) 

35-1 第21号どット・石 斧 (71.O)i 22. 5 I 9. 5 I (27. 3) I Bl. -sch. 

2 ク 1石鋸 1 (45. 0) 22. 09.0 (7. 0) 1 。bs.
❖ I (65. 0): 38. 0 I 10. 5 I (18. 4) 

(55.0)I (19.5)[ 7.o I (5.s) 

(60. o) i 34. o I 7. s I (9. 2) 

(49. O)[ 29. 5 i 10. 0 I (12. 8) 

35. 5 I 25. o I 6. 5 I 4. 3 

削器 36.s I 16. o I 7. 5 I 4. 9 

門用痕のあ魯 1 35.o I l9.0 10.。1 6. 4 

34.0 I 11.5 I 4.0 

27. o i 13. 5 I 4. o 

32. 5 I 16. 5 I 4. 5 

(17.0)I 16.5 I 2.5 

c13. 5) 1 13. 5 1 9. o i co. 6) 
15. 5 I 14. o I 5. o 

21.0 I 9.0 I 3.0 

質備 考

Obs. 

Obs. 

Obs. 

45-2 I第 1号
竪穴住居址

3 I /,- Iナイフ状石器

ク 石鋸

ク 両面体石器

ク く縦長剥片

4
 
5

6

 
7

8

9

 
10 

11 

12 

13 

14 

15 

6

7

8

9

1

2

3

4

1

2

 

1

1

1

1

 

―

―
 

6

0
 

4

5
 

ク

，，，， 

ク

ヶ

ク

，，，， 

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク‘

砥

石

擦
卜ツビ号

ク

ク

ケ

5
 

ー第

3

4

5

6

7

1

 5
 

5
 

ク

ク‘

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

縦長剥片

石錐
フレーク・

コアー
ク

ク 砥石

ク擦い-

ク石錘

ク敲わ＾

第 2号
竪穴住居址石 鏃

ヶ 使用痕のある
剥片

，，， 

31. 0 

12.0 

:33.0 

38.0 

(:~: :)1 
(46. 5) 

135.0 

23,0 

(38. 0) 

(24. 5) 

(11. 0) 

(17.0) 

(34. 0) 

皿 (106.0) 

石 114.0

ク

石製品
未成品？

hュ

1. 1 

1. 4 

1. 9 

(0. 8) 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

S-16, 削片

S-17，部厚い，原石
面幅広く残る

s-18 

S-19 

I 
S-20 

S-21，打面再生剥片？

両面にボジテイプ・
バルプがある

狭長，刃部欠損

：逆刺不明瞭で，
柄部し文太い

S-3, ナイフ状石器の
il「能性もある

S-37 

S-27 

S-30,未成品？

S-28,第xa層出士

s-ll 

S-4. 

S-33 

S-7+8 

破片

ん，焼けている

1. 1 I Obs. I 

0.5 I Obs. I S-12 

8. 5 I 3, 5 I 0, 9 I Obs. 炉址焼＿十層出土

7. 5. 2. 0 I ? I Aga. I "-' 

39. 0 [ 13. 0 [ 14. 8 [ Obs. [ S-16,掻器として
再利用？

32. 5 I 19. 0 I 20. l I Obs. I S-29 

37. 5 14. 0 45. 5 1 Sa. s-14 

(37.0)I 31.5 1(117.2) I Che. I S-31 

(71. 5) I 14. 5 

46. 5 I 33. 5 I 270 I Sa. i,,_,  

11.5 3.0 0.8 0bs. I S-37，半両面加工

19. 5 5. 0 (2. 5) I Obs. s-28 

24.51 4.0 I (1.8) : Ohs. I S-54' 

(9. 5) I 2. o I (O. 2) I Obs. I s -19 

5. o I 4. 5 I (O. 6) I Ha. -sha. I s-34 

(31. 0) i (26. 0) I (20. 5) I Tu. I S-6 

(90.0)I 66.0 I (710) ITwopy.-and.l S-23，面取りがある，
破片

59,51 27.0 I 243 ITwopy.-and.j S-11断面長楕畏
側面にも擦艮ある
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は腎 出士地区 名 称 全(mm長)I 最(m大m幅) 最(m大m厚)I 重(g量) 石 質 備 考

55-2 第 3号
削器 (9. 0) - 16.0 3.0 (O. 4) Obs. 破片

竪穴住居址
3 ，，，， 使剥用痕のあ片る (12.5) 6.0 2.0 (0.1) Obs. S-29 

4 ク ク (14. O) 7.0 2.0 (O. 2) Obs. S-32 

焼土 (B)1 擦 (720) Che. S-1:,i 焼けている58-1 石 (108.0) 90.0 58.0 断面三角’形
2 ク 石 皿 (157. 5) (84.0) (60. 5) (1030) Twopy.-and. S-2 け’ている，

3 ク
フレーク・

35.0 25.0 17.0 10.2 Obs. 焼けている
コアー

4 ク ，，，， 25.0 30.0 10.0 6.5 Obs. ク
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第 10表 5265遺跡発掘区出土石器一覧表

は賢I出土地区l層位1名 称 全(mm長)1最（m大m幅)1最（m大m厚)1重（g量) 1 石 質！ 備 考

， 
66(1)-1 E-X 石 鋸 (51) 38 8 (15. 4) Obs. 

2 F-V ク (54) 26 ， (8. 2) Obs. 

3 表採 ク 47 25 6 5.5 Obs. 

4 表採 ク 42 (21) 5.5 (3. 2) Obs. 

5 E-VI ク (34. 5) 25 4 (3. 2) Obs. 

6 表採 ク 55 22 6 5.2 Obs. 

7 D-IX ク 50 19 8 5.5 Obs. 

8 表採 石 鏃 (39) (17.5) 3 (1. 9) Obs. 有茎 (aタイブ）， 
表採 ク (36) 15 2.5 (1. 4) Har. -sha. ク （ ，，，， ） 

10 表採 ，，，， (40. 5) 15 4 (2.1) Obs. -"' (bクイプ）

11 D-Vll ク (34) 12 4.5 (1. 5) Obs. ク （ ク ） 

12 表採 ク (26) 13.5 4 (1. 3) Obs. ，，，（ ク ） 

13 I-IV ，，，， 31 17. 5 4 1. 6 Obs. ク (cクイプ）

14 表採 ク (24) 16.5 4 (1. 4) Obs. ，，，，（ ク ） 

15 ?-VI ク (21) 16.5 3 (1.0) Obs. ，，，（ ク ） 

16 表採 ク (17) 14 4.5 (1. 2) Obs. ク （ ク ） 

17 E-Vll ク (13) 14 3 (0. 5) Obs. 無茎？

18 F-V ，，，， (19) 16 3 (1.1) Obs. 有茎 (aクイブ）

19 E-VI z ，，，， (25) 12 2.5 (0. 7) Obs. 1- (dクイブ）

20 表採 ，，，， 21 10 3 0.4 Obs. ク （ ク ） 

21 C-IX ク (15) (12) 4 (0, 6) Obs. 無茎

22 D-V~VI z 石 錐 52 13 ， 6.9 Aga. 

23 1-11 ク 36.5 15 8 5. 9 Har. -sha. 

24 F-VI ケ (22) 11 6 (1.1) Aga. 

25 D-VI 両体石面器 (22) 23 7 (4. 2) Obs. 破片

26 c-vn z ク (24) 29 6.5 (3. 7) Obs. ク

27 D-VI ク (30) 29 8 (6. 2) Obs. ク

28 C-VI z ク 42 32 8.5 12.0 Obs. 

29 D-Vll z ク 32 16 6.5 3.7 Obs. 

30 F-V ク (54) 29 11.5 (19. 3) Obs. 

67(2)-31 F-V ク 40.5 25 11 12.6 Obs. 

32 F-VI ク (34) (34) 12 (14. 5) Obs. 破片

33 H-m ，，，， 60 29 11.5 16.6 Obs. 

34 F-VI ナイフ (69) 30.5 ， (19. 4) Obs. 
状石器

35 B-VD1 ク (63. 5) 33 8 (15. 0) Sch. 

36 H-IV ク 49 33 8 (11. 4) Obs. 

37 E-VI z ク 44 29.5 10 11. 8 Obs. 

38 E-IX ク 55 (24) 5 (11. 7) Obs. 

39 G-V ク 59 34 7 13.8 Har. -sha. 

40 ?-vn ク 38 16 5 4.0 Obs. 

41 c-vn z ク 30 (22) 6.5 (4. 5) Har. -sha. 

216 



は賢出土地区 1層位名 称

67(2)-42 I E-Vl I Iナイフ
状石器

削器43 

44 F-vr 

45 I表採

46 

47 

48 E-W 

49 I D-V'II 

50 

51 

68(3)-52 

53 

54 

55 

56 

57 

F-VI 

C-Vl I z 
F-V I z 

F-VI 

B-Vil 

F-Vl 

F-V 

F-V 

D-Vl I z 
C-Vll 

C-WI 

58 I F-V 

59 I D-Vll 

60 I C-VI I Z 

61 I F-V 

62 I C-VI 

63 D-vn 

64 ID-V, VII Z 

珊

VI
珊

V

X

採

採

VI
暉

x
"

＂v
I
V
I
V
I
V
I
V
I
"

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

E

F

E

G

C

表

表

D

D

D

D

D

D

D

D

D

A

D

6
5
6
6
6
7
6
8
6
9
7
0
7
1
7
2
7
3
7
4
7
5
7
6
7
7
7
8
7
9
8
0
8
1
8
2
 

‘ヽー4
 

、
1
,

，
 

6
 

フ
器
器

ク

ク

ケ

ク

ク

イ

石

ナ
状
削

,,,. I 38 
使用痕の
ある剥片

(33) 

ク I(30) 

削器

ク

使用痕の
ある剥片

ク

ク

ク

ク

フ
器
の
片

ク

痕
剥

用
る

ク

イ

石
ナ
状
使
あ

N

N

 

器

状

？

の

片

錐

片

片

器

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

フ
器
痕
剥

イ
石
用
る

ク

削

ナ

使

あ

石

剌

哺

掻

N

N

N

N

C

 

a
 

h
 .• 

s

s

s

 

.

b

b

 

1

0

0

 

a
 

石

H

[

9

 

景
）

3
8
3
)

〇

筍

••••• 9

2

9

3

2

 

g
 

重

(

1

1

(

5

5

5

5

5

 

．
．
．
．
 

0

5

4

5

4

 

璧

7

8

.

m

ー

最
（

届
‘
ノ
庫

、

ー
n

8

4

5

5

0

7

5

 

大

2

2

3

1

2

1

1

最
c

m

(

＿

ー

ー

＿

I

I

長
）

5

）

5

9

5

 

2

6

4

3

 

m

.

 

m

4

(
 

全
（

39 

(34) 

(24. 5) 

(26) 

40 

30 

28 

36 

32 

33 
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質 備 考

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Har. -sha. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 
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Obs. 
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Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

Obs. 

破片

破片

D-VI区深掘トレシチ
第＼11[a層出土
ク

ク

ク

発掘区r-Jセクション

PointX（第XIa層）出土
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誓賢出土地区：層位1名 称 1各mm辱I戸孟翌忍盆？四g他I 石 質 I 備 考

69(4)-83 G-V i掻 器 28 I 28.5 l l 7.5 5.4 I Obs. 
84 c —\'II z ク 18.5 17.5 6.5 2.0 Obs. 

85 E-VI z ク 26.5 22.5 7.5 3.8' Obs. 

86 C-VII ク 21, 5 2:3.5 4.5 2.1 Obs. 

87 D-V ク 43,5 42.5 14 42.0 Obs. フレークの・残コ核アをー利用

88 D-VII ，，，，？ (42.5) 28 11. 5 (11. 6) Obs. 刃部欠損？

89 D-Vll ク 42 (37. 5) 11. 5 (18. 7) Obs. 

90 F-V ク 32.5 22,5 8.5 6.6 Obs. 

91 D-X 使あ用る剥痕の片 24.5 (26) 6.5 (4.0) Obs. 

92 F-IX ク 40.5 24.5 6.5 4. 9 Obs. 

93 F-VI ク 26.5 19.5 3 1. 1 Obs. 

94 F-V' フレーク 32 27.5 11 1. 4 Obs. 
・コアー

95 D-V ク 35 49.5 12.5 19. 7 Obs. 

96 D-V ク 29 19 19 11. 9 Obs. 

97 E-V z ク 40 29 17 17.1 Obs. 

98 D-V ク 32 43 12 11. 5 Obs. 

99 F-V ク 32 24.5 14 9. 7 Obs. 

100 D-VII ク 28.5 39 18 16,0 Obs. 

101 表採 ク 31 31. 5 19.5 16. 1 Obs. 

102 表採 ク 29 ； 15 12 3.9 Obs. 

103 表採 ク (17) 23.5 10 (4. 7) Obs. l破片

l04 E-vm ク (38) 49 27.5 (63. 5) Obs. 

105 D-Vll ク 37 40 25 36,9 Obs. 

106 C-V z ク (33. 5) 48 12 (16. 6) Obs. 

107 C-VII z 有孔石 30 17 9.5 6.9 Sa. 

108 E-IX 黒状耀原石棒石 54 13.5 12 9.1 Obs. 

70-109 H-IV 石 斧 40 19 7 7.5 Ser. 

110 C-IX ク (123) (40) 10 (95) BL -sch. 

111 F-v'1l ク 76 (37) 7 (37. 4) BL-sch. 

112 D-X ク (72) (25) 12 (36. 9) Bl. -sch. 

113 E-VI ク (60) 38 12 (53.5) Rhy. 

114 E-Vl z ク (47) 22 11 (18. 2) BL-sch. 

115 B--V ク (80) (34) 21 (90) Gr. -sch. 

71-116 D-VI z ，，，， (51) (43) 15 (48. 2) Gr. -sch. 

117 D-VI z ク (50) (33) 11 (24. 6) Gr. -sch. 

118 C-IX ク (49) (31) ， (19. 9) Gr. -sch. 

119 E-VI ケ (55) (37) 8 (21. 4) Ser. 

120 G-V ク (47) 17 8 (11) Bl. -sch. 

121 E-Vll ク (26) 27 13 (11) Ser. 

122 D-Vll z ク 79 33 ， 23.2 Gr. -sch. 未成品

123 B-IX ク (94) 57 34 (295) Gr. -sch. ク （破片）
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出土地区 1層位1名 称□ぶ嘉『i:烈ぷ門 りgrII 石 質 I備 考

71-124 D-VI I 石斧 (61) (45) 19 (93) I Gr. -sch. 1未成品（破片）

125 C-¥] I z,,,. (73) 38 (26) (83) Gr. -sch. ク (/,,) 

126 c--w ❖ (40) 49 16 (47) Sa. ク (,,.) 

72-127 F-V ク 107 35 15 72 Gr. -sch. ，，，， 

128 D-WI 砥 石 100 86 19 144 Tu. （擦切用鋸）

129 C-V ク・ (74) 64 20 (124) Sa. 

130 D-X ，，，， (70) 34 25 (78) Sa. 

131 E-vn ク 50 (32) 32 (75) Sa. 

132 E-VI ク (60) (39) (33) (90) Sa. 

133 E-V z // (54) (45) (27) (77) Sa. 

134 D--V ク (44) (21) 29 (43) Sa. 

135 E-V ク (44) (27) (27) (29) Sa. 

136 E-V ，，，， (52) (60) 33 (109) Sa. 

73-137 C-VI z ク (47) 52 45 (70) Tu. 

138 D-VI ク (37) 27 8 (11) Tu. 

139 F-VI 擦 石 (117) 78 51 (620) Sa. 

140 B-'v'Jl ク (76) 70 38 (132) Two py. -and 

141 E-VI 石 皿 (77) (38) 27 (93) Twopy. -and 破片

142 F-V ク (46) (46) 14 (43) Two py. -and ク

143 C-vn z ，，，， (76) (26) (15) (21) Two py. -and ク

144 F-V ク {、89) (101) 54 (670) Two py. -and ク

74-145 F-VII ク 344 216 110 12,200 Twopy.-and 

75-1461 E-VI 
船石（ストーツ・リク

擦 石 127 90 32 230 Sa ッチャー）としても利
・ 用されている

147 F-V 敲 石 87 70 25 243 
T nd 擦石としても利用され

WO  py. -a ている

148 G-V ク 93 62 27 228 Two py. -and 

149 A-X 石 錘 61 57 16 72 Sa. 

150 C-VI ク 70 49 14 67 Two py. -and 

151 D-X ク 57 (52) 19 (82) Two py. -and 

152 E-WI ク 69 (55) 19 (103) Two py. -and 

76-153 E-VI ク 87 71 19 172 Two py. -and 

154 F-V ク 80 62 17 94 Coa. -sa. 

155 C-Vl z ク 72 62 17 131 I Two py. -and 

156 G-V ク 72 63 23 139 Sa. 

157 G-V ク 47 42 21 

(448 7) I 
Tu. 

158 表採 'ク (45) 55 17 Tu. I 
159 表採 ，，，， 56 52 15 70 Two py. -and 

160 F-V ク (61) 50 10 (22) Tu. 

77-161 I)-VI ク 67 59 (12) (70) Sa. 

162 I-W ク 64 53 13 63 Sa. 

163 表採 ク 78 67 18 150 Two py. -and 
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図
号

挿
番

77-164 

165 

166 

出土地区 1層位1 名 称 atmm号1厄土］？凡点9回g屈石 質 備

F-VI 石錘 71 I (60) I 13 I (91) I Two py. -and. 

D-¥'I I I /,, I (71) I 88 I 15 I (73) I Tu. 

D-Vlll [ I 1'I 76 [ (51) i 14 I (49) i Coa. -sa. 

考

（石質略号表JAga. (Agate): J,馬瑞， And.(Andesite)：安山岩． Bl.-sch. (Black-Schist)：黒色片岩，

Che. (chert)：詰岩， Coa.-sa. (Coarse-sandstone)：粗粒砂岩． Gr.-sch. (Green-schist): 

緑色片岩， Har.-sha. (Hard-shale)：碩質頁岩， Hor.-and. (Hornblende-andesite)：角

閃石安山岩， Obs.(Obsidian)：黒耀石． Rhy.(Rhyolite)：流紋岩， Sa.(Sandstone)：砂

岩， Sch.(Schist)：片岩， Ser.(Serpentine)：蛇紋岩， Tu.(Tuff)：凝灰岩， Twopy. 

-and. (Two pyroxene andesite)：複輝石安山岩。

〔計 測 値J (）でくくった計測値は欠損していることを示すc

〔出土層位］ Z:第Xa, b層， C:第xra,b層無記入：耕作土および撹乱層。
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第 11表 S263, S262, S269, 266遺跡遺構および発掘区出土石器一覧表
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フレーク・コアー

の可能性もある
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器の破片
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b面にも加工ある
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図版
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版
1

遺跡付近の空中写真 (1:12,500,昭和48年撮影）
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A 5265遺跡発掘区全景（南より ）
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B S265遺跡D,E-VI区南東壁深掘セクション
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3

A S265遺跡第 1号ピット （北より）

B 5265遺跡第 1号ピ ット遺物出土状態
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4

A 5265遺跡第 2号ピット （西より ）

B S265遺跡第 3号ピットおよび焼土 (B-2)（東より ）
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A S265遺跡第 4号ピ ット （南より）

8 5265遺跡第 5号ピ ット （東より ）
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A S265遺跡第 6号ピット（北より ）

B S265遺跡第 7号ピット（北西より）
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A S265遺跡第 8号ピ ット （南より）

B S265追跡第 10,10'号ピット （東より）
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A S265遺跡第 11号ピ ット （北より）

B S265遺跡第 12号ピット（西より ）



図
版
，

A S265遺跡第 13号ピット（東より ）

B S265遺跡第 17号ピット （東より）
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A S265遺跡第 19号ピット （南より）

｀
 

”
 一

B S265遺跡第 19号ピットセクション （南より）



図
版
＂

A 5265遺跡第 20号ピ ット (1)（南より）

B S265遺跡第 20号ピ ット（2)（東より）
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A S265遺跡第 21号ピット（西より）

B S265遺跡第 22号ピット長軸セクション （南より）



図
版

13

A S265遺跡第 23号ピット （東より ）

B S265迫跡第 24号ピット （南西より ）
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A 5265遺跡第 25号ピ ット （東より）

B S265遺跡第 26号ピ ット （南西より）
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S265遺跡遺構および発掘区出土土器

(l :第 1号ピ ット， 2A,B:第 8号ピ ット， 3:第 1号竪穴住居址， 4 :発掘区）
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A S265追跡ピット出土土器 (1)

一

▼ 

B 5265迫跡ピット出土土器 (2)



． ｀
 

図
版
＂

A S265遺跡ピ ット出土土器 (3)

8 5265遺跡ピット出土石器 (1)（第2号ピット ，
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S265迫跡ピット出土石器 (2)（土壊）
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A S265遺跡ピ ット出土石器 (3)（溝状追構）

2 
B S265遺跡第 1号ピット 出土粘土紐

C S265遺跡第 1号竪穴住居址 (1) （北より ）
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A S265遺跡第 1号竪穴住居址 (2)（北より）

0 S265迫跡第 1号竪穴住居址炉址および土器 (P-1)出土状態 （西より ）
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A S265遺跡第 1号竪穴住居址土器 (P-1)出土状態 （北西より）

B S265遺跡第 2号竪穴住居址 (1) （北より ）
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A S265遺跡第 2号竪穴住居址 (2)（東より ）

B 5265遣跡第 15号ピット （西より）
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A S265遺跡第 3号竪穴住居址 （南東より）

B S265迅跡第 3号竪穴住居址炉址 （北東より ）
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A 5265遺跡第 1,2号竪穴住居址，第 14号ピ ット出土土器
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tr 

一

． 

B S265遺跡第 3号竪穴住居址，第 15号ピ ット出土土器



●99[ 

9 1..＂ 1 0. 
•’`9U -’’ A 5265遺跡第 1 ロ, 2, 3方竪穴住居址出土石器 (1)

B 5265遺跡第 1,2号竪穴住居址，第 15号ピット，焼土 1出土石器
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A 5265遺跡焼土 1 （石組炉？）（南東より ）

B S265遺跡焼土 1出土土器および七器
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A S265遺跡発掘区出土土器 (1) (I期第 1群）

’ ．
 

． 

図
版
2
7

B S265遺跡発掘区出土土器 (2)(II期第 II群）
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• 
A S265遺跡発掘区出土土器 (3)(II期第 III群）

B S265遺跡発掘区出土土器 (4)(II期第 IV群）
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A 5265遺跡発掘区出土土器 (5)(II期第 V群）

B S265遺跡 F-VI区 (P-X)土器 (P-a, b)出土状態
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S 265遺跡発掘区 (F-VI区， P-X)出土土器 (6)(III期第 VI群）

(lA~1C:P-a, 2A,2B:P-b) 
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A 5265遺跡発掘区出土土器 (7)(III期第 VI,VII群，表面）

｀ 
B S265遺跡発掘区出土土器 (8)(II期第 VI群，裏面）
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S 265遺跡発掘区出土石器 (1)
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S 265遺跡発掘区出土石器 (2)
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•

S 265遺跡発掘区出土石器 (3)
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一

S 265遺跡発掘区出土石器 (4)
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S265遺跡発掘区出土石器 (5)
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S265遺跡発掘区出土石器 (6)
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一 2
 

3
 

5
 S 265遺跡出土石器拡大写真 (1)（縮尺実 「ヽ）

（1, 2 :有孔｛1,3 :石斧， 4 ： iim, 5 ：砥石（石鋸）

1 :第 1号ピ ット （S-3), 4：第 1号竪穴住居址 (K),

2 ：第70図107, 3 ：第71図l23, 5 ：第72図128 )
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1C(X6) 

S 265遺跡石器拡大写真 (2)

(1, 2 •. ｛i雛 3:！暉叫叫l即 i

l, 2 ：第66図22,24, 3 ：第70図:08, IA, 31ま縮）↓実ヽ J-, I B, ICは， IAの尖頭部の拡大）



S 265遺跡溝状遺構内黒色土中検出の花粉 （縮）ミ l,2 ：約700/音， 3~27:約1,000倍）



図版 40 説明

1 Abies pit 20 Layer IX 

2 Abies pit 20 Layer IX 

3 Alnus pit 19 Layer XIV 

4 Alnus pit 18 Layer VII 

5 Betula pit 26 Layer IX 

6 Betula pit 24 Layer XI 

7 Quercus pit 20 Layer IX 

8 Quercus pit 26 Layer IX 

9 Quercus pit 24 Layer X 

lO Ulmus pit 24 Layer XII 

11 Ulmus pit 18 Layer VII 

12 Juglans pit 24 Layer X 

13 Carduoideae pit 19 Layer XIV 

14 Carduoideae pit 26 Layer IX 

15 Cichorioideae pit 24 Layer X 

16 Artemisia pit 19 Layer XI 

17 Chenopodiaceae pit 24 Layer XI 

18 Caryophyllaceae pit 22 Layer XII 

19 Umbelliferae pit 26 Layer IX 

20 Umbelliferae pit 19 Layer XI 

21 Gramineae pit 19 Layer XIV 

22 Gramineae pit 26 Layer IX 

23 Osmundaceae pit 20 Layer IX 

24 Osmundaceae pit 26 Layer IX 

25 Lycopod1aceae pit 24 Layer XII 

26 Polypodiaceae pit 19 Layer XIV 

27 Polypod,aceae pit 18 Layer VII 

K18016
下線
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A 5263遺跡遠景 （北西より ）

B S263遺跡全景 (1)（南東より）
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A S263遺跡全景 (2)（北西より）

B S263遺跡全景 (3)（南西より ）
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A S263遺跡第 1号ピット (1) （東より ）

B 5263遺跡第 1号ピット （2)（南より ）
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A S263遺跡第 2号ピ ット （北西より ）

B S263遺跡第 3号ピ ット （西より）
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A S263遺跡第 4号ピット （北より）

B 5263遺跡第 5号ピ ット （北西より）
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A S263遺跡第 6号ピ ット （南東より ）

｀ ／ 

9、

B S263遺跡第 7号ピット （東より ）
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A 5263遺跡第 8号ピ ット （北より）

B S263遺跡第 9号ピ ット （北西より ）
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A S263遺跡第 10号ピット （西より）

B 5263遺跡第 11号ピット （南西より ）
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A 5262遺跡全景 （南東より ）

B S262遺跡第 12号ピ ット （北より）



A S263 ・ 262遺跡遺構および発掘区出土土器
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B S263遺跡発掘区出土石器
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A S269遺跡A地区全景 （西より ）

B S269遺跡B地区全景 （北西より）
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A 5269遺跡第 1号ピット （東より ）（A地区）

B S269遺跡第 2号ピット （北東より ）（B地区）
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゜A S269遺跡発掘区出土遺物

8 S265遺跡発掘風景
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A S266遺跡発掘区全景 （北東より ）
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B 5266遺跡発掘区出土遺物
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